
 

 

ア
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ケ
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ト
結

果
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祉
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画
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定
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民

ア
ン

ケ
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ト
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報
 
告
 
書
 

 
                

令
和

7
年

3
月

 

半
 
田
 
市
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 Ⅰ
 
調
査
の
概
要
 

１
 
調
査
の
目
的

 

第
３
次
半
田
市

地
域
福
祉
計
画
の

策
定
に
あ
た
り
、
市

民
意

識
を
調

査
し

て
基
礎
資
料
を

得
る
こ
と
を

目
的

と
す
る
。
 

２
 
調
査
対
象

 

1
8
歳
以

上
の
市
民

2
,
00
0
人
を
対

象
に
無
作
為
に

抽
出

し
た
。
 

３
 
調
査
期
間

 

令
和

6
年

12
月

5
日
に
発
送
し
、

令
和

7
年
１
月

10
日
を
投
函

締
切

と
し
た
。
 

４
 
調
査
方
法

 

郵
送
配
布
、
郵

送
回
収
、
オ
ン
ラ

イ
ン
回
収
 

５
 
回
収
状
況

 

 
配
付

数
 

有
効
回
収
数
 

有
効

回
収
率
 

市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
 

※
う

ち
外
国
籍

7
票
 

2
,0
0
0
票
 

6
3
1
票
 

 
 
紙
 

 
：

4
08

票
 

オ
ン
ラ
イ

ン
：

2
23

票
 

31
.
5％

 

 
 
 

６
 
調
査
結
果
の

表
示
方
法

 

・
集
計
結
果
の

％
表
示
は
、
小
数

点
以
下
第
２
位
を
四

捨
五

入
し
て

い
る

た
め
、
内
訳
の

合
計
が

1
00
.0
％
に
な
ら
な
い

場
合

が
あ

る
。
 

・
複
数
回
答
が

可
能
な
設
問
の
場

合
、
す
べ
て
の
比
率

の
合

計
が

1
0
0.
0
％
に
な
ら

な
い

場
合
が
あ
る

。
 

・
ク

ロ
ス
集
計
の
場
合
、
無
回

答
を
除

い
て

い
る
た
め
、
ク

ロ
ス
集

計
の

有
効
回
答
数
の

合
計
と
単
純
集
計
（
全
体
）
の
有

効

回
答

数
が
合
致
し
な
い
こ

と
が
あ

る
。
な
お
、
ク
ロ
ス

集
計
と

は
、
複
数
項

目
を

組
み
合
わ
せ
て

分
類

し
た
集
計
の
こ

と
で

、

複
数

の
質
問
項
目
を
交
差

し
て
並

べ
、
表

な
ど
を
作
成
す
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の

相
互
の

関
係
を
明
ら

か
に

す
る
た
め
の

集

計
方

法
の
こ
と
。
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 Ⅱ
 
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
 
 

１
 
回
答
者
自
身

に
つ
い
て

 

（
問

１
）

 
性
別
 

 

 
今

回
の

調
査
に
お
け
る
回
答
者
の
性
別
は
、
男
性
が

4
2.
3
％
、
女
性
が

55
.9
％
、
そ
の

他
が

0
.5
％

、
無
回

答
が

1.
3％

と
な
っ

て
い

る
。
 

 （
問

２
）

 
年
齢
（
令
和

7
年

1
月

1
日
現
在
の
満
年
齢
）
 

 

 
H
2
5
調
査
及
び

H
28

調
査
で
は
「
8
0
代
以
上
」
の
選
択
肢
を
設
け
ず
に
「
7
0
代
以
上
」
と
し
て
い
た
た
め
、
年
齢
構
成
比
の

詳
細

は
不

明
だ

が
、
70

代
と

8
0
代
以
上
の
合
計
は
、
R1

調
査
で

3
8.
3
％
、
R
6
調
査
で

26
.3
％
で
あ

り
、
H
25

調
査

及
び

H
2
8
調
査

を

上
回

っ
て

い
る
。
 

 
ま

た
、
今
ま
で
の
調
査
の
中
で

最
も

10
代
、
20

代
、
30

代
の
年
齢
構
成
が
高
い

の
は
、
今
回
の
調
査

か
ら
紙
と
オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

回
答

方
法
を
併
用
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
 

4
0.
6

5
8.
3

1
.1

4
3.
3

5
5.
9

0
.
7

4
0.
6

5
6.
8

2
.
5

4
2.
3

5
5.
9

0
.5 1
.3

0
.0

10
.
0

2
0.
0

3
0.
0

4
0.
0

5
0.
0

60
.
0

7
0.
0

男 女

そ
の
他

無
回
答

H2
5
調
査

H
28
調
査

R
1調

査
R
6
調
査

7
.7

1
2.
3

18
.
6

1
4.
8

2
3.
7

2
2
.4

0.
5

9
.5

12
.
0

1
7
.0

1
6.
7

2
1
.5

22
.
9

0.
30.

9

5
.9

9
.
4

1
3
.1

1
2.
7

1
7.
4

2
0
.8

17
.
5

2
.2

3.
3

1
0.
6

13
.2

14
.
9

13
.
3

1
7
.9

13
.
6

12
.7

0.
5

0
.0

5
.0

10
.
0

1
5.
0

2
0.
0

2
5.
0

10
代

20
代

30
代

40
代

50
代

60
代

70
代

8
0
代
以
上

無
回
答

H2
5
調
査

H
28
調
査

R
1調

査
R
6
調
査

 

 

 （
問

３
）

 
 
家

族
構
成
 

 

 
「
一

人
暮

ら
し
」
と

回
答
し

た
方
が

31
.
9％

で
、
今
ま
で

の
調
査

の
中

で
最
も
高
い
構

成
比
で
あ
る
。
ま
た

、
親
子
の

み
と

回
答

し
た

方
が

29
.3
％

で
あ
り
、
H2
8
調
査

か
ら

1
.6

倍
減

少
し

て
い
る

。
 

 （
問

３
）

―
１
 
「
一
人
暮
ら

し
」
で

緊
急

時
に
連
絡
が
取

れ
る
親
族
は
い
る

か
 

 
 
今

回
の

調
査
で
初
め
て
設
け

た
設
問

項
目

で
あ
る
。
 

問
３
で
「

一
人

暮
ら
し
」
と
回

答
し
た
方
の

う
ち

、
緊
急
時

に
連
絡
が
取

れ
る

親
族
が
「

い
な
い
（
身
寄
り
が
な
い

）」
と

答
え
た

方
が

8.
5
％
と
な
っ
て
い

る
。
 

         

1
4.
1

2
6
.4

3
9.
9

9
.2 9
.5

0
.9

8.
1

27
.0

4
6.
3

7.
7

9
.8

1.
1

1
8.
8

29
.
0

35
.1

4
.5

1
0.
3

2
.2

3
1
.9

2
7
.4

2
9.
3

3
.5

6.
8

1
.1

0.
0

5
.0

1
0.
0

1
5.
0

20
.
0

25
.
0

30
.
0

3
5.
0

4
0.
0

4
5.
0

50
.
0

一
人
暮
ら
し

夫
婦
の
み

親
子
の
み

親
子
と
祖
父
母
（
曾
祖
母
）

そ
の
他

無
回
答

H
25
調
査

H2
8
調
査

R
1
調
査

R
6
調
査

1.
5
 8.
5
 

90
.
0 

0.
0
1
0.
0
2
0.
0
30
.
0
4
0.
0
5
0.
0
6
0.
0
7
0.
0
8
0.
0
9
0.
01
00
.0

無
回
答

3

い
な
い
（
身
寄
り
が
い
な
い
）

17

い
る

1
81

N＝
2
01

-63-



 

 

 （
問

４
）

 
世
帯
の
状
況
 

 
 
「

子
育

て
を
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
方
が

2
.
2％

と
な
っ
て
お
り
、
R
1
調
査
と

比
較

し
て

9
.5

倍
減
少
し
て
い
る

。
ま
た
、「

介

護
が

必
要

な
高
齢
者
（
6
5
歳
以
上
の
方
）
と
同
居
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
方
が

8.
7％

で
あ
り

、
H
2
5
調
査
か
ら
徐
々

に
増

加
し

て
い

る
。
 

 （
問

５
）

 
在
住
年
数
 

 
 
今

回
の

調
査
で
初
め
て
設
け
た
設
問
項
目
で
あ
る
。
 

 
回

答
者

の
属
性
は
半
数
以
上
（
5
4
.4
％
）
が

3
0
年
以
上
と
回
答
し
て
い
る
。
ま
た
、
回
答

者
の
割
合
は
、
在
住

年
数
が

徐
々

に
増

加
す

る
傾

向
と
な
っ
て
い
る
。
 

2
8.
5

4
.
7

4
.
2

3
0.
9

0
.0

3
3
.6

2
9.
0

4
.
9

4.
8

36
.
1

0
.0

26
.5

2
0.
8

5.
7

3
.2 5
.1

5
9.
5

7.
3

2.
2

8.
7

4.
0 6
.3

76
.
4

4.
0

0.
0

10
.
0
20
.
0
3
0.
0
4
0.
0
5
0.
0
6
0.
0
7
0.
0
80
.
0
9
0.
0

子
育
て
を
し
て
い
る

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
（
6
5歳

以
上
の
方
）
と
同
居

し
て
い
る

支
援
が
必
要
な
障
が
い
の
あ
る
方
と
同
居
し
て
い
る

そ
の
他

該
当
し
な
い

無
回
答

H
25
調
査

H
28
調
査

R1
調
査

R6
調
査

1.
1
 

5
4.
4 

14
.
1 

12
.
7 

7.
3
 

3
.6
 

4
.9
 

0
.6
 

1.
3
 

0
.0

10
.
0

2
0.
0

3
0.
0

40
.
0

5
0.
0

6
0.
0

無
回
答

7

3
0
年
以
上

34
3

2
0年

以
上

8
9

1
0年

以
上

8
0

5
年
以
上

46

3
年
以
上

23

1
年
以
上

31

1
年
未
満

4

6
か
月
未
満

8

N＝
6
31

 

 

 （
問

６
）

 
居
住

地
区
（
中
学
校
区
）
 

 

 
回

答
者

の
居
住
地
区
は
半
田

地
区
、

乙
川

地
区
、
成
岩
地

区
、
青
山
地
区
、

亀
崎

地
区
の

順
に

な
っ
て
い
る
。
 

 
ま

た
、

今
回
の
調
査
で
は
、「

わ
か
ら

な
い

・
そ
の
他
」
と

回
答
し
た
層

が
例

年
の
約

4
倍
と
な
っ
て

い
る

。
 

 （
問

７
）

 
職
業
 

 

 
「
無

職
」
と
回
答
し

た
方
が

最
も
多
く
、
次

い
で
「
会
社
員
・
団
体
職
員
（
常

勤
）」
、「

パ
ー
ト
/
ア
ル
バ
イ
ト
/
内
職

」
と
な
っ

て

い
る
。
ま
た
、
学
生

の
構
成
比
が

5
.2
％

で
、
R
1
調
査
か
ら

4
倍

と
な
っ
て
い
る
。
他
に
も
、
派
遣
従
業
員
が

年
々

増
加
し

て
い
る

。
 

11
.
6

1
9
.5

2
9.
7

2
4.
8

12
.
6

0.
7

1.
0

15
.
4

1
9.
3

28
.
0

2
4.
4

1
1.
8

0
.5 0
.6

14
.
9

2
1
.1

2
8.
5

21
.
6

1
0
.9

0.
6

2
.
4

13
.9

19
.8

2
9.
3

2
1.
2

1
2
.7

2
.4

0
.6

0
.0

5.
0

1
0.
0

15
.
0

2
0.
0

2
5.
0

3
0.
0

3
5.
0

青
山
地
区

成
岩
地
区

半
田
地
区

乙
川
地
区

亀
崎
地
区

わ
か
ら
な
い
・
そ
の
他

無
回
答

H
25
調
査

H2
8
調
査

R1
調
査

R6
調
査 2
3
.0

7
.
5

0.
9

1
.2

2.
6

0
.4

16
.
6

1.
1

4
3.
5

2
.
4

0
.7

2
8.
1

6.
5

1.
0

1.
2

3
.2

0
.6

14
.9

1
.6

4
0
.0

2.
9

0.
5

2
2.
7

5
.3

0
.
3 1.

5

1
.
7

1
.
7

1
5.
4

1
.3

4
5.
2

2.
2

2
.
5

32
.
3

5
.
2

0
.2

2
.2

4
.3

2
.
4

1
2.
0

5
.
2

32
.8

1.
4

1.
9

0
.0

5.
0

10
.
0

1
5.
0

20
.
0

2
5.
0

3
0.
0

3
5.
0

4
0.
0

45
.
0

5
0.
0

会
社
員
・
団
体
職
員
（
常
勤
）

自
営
業

農
業

教
員
（
常
勤
）

公
務
員
（
常
勤
）

派
遣
従
業
員

パ
ー
ト
/
ア
ル
バ
イ
ト
/
内
職

学
生

無
職

そ
の
他

無
回
答

H
25
調
査

H
28
調
査

R
1調

査
R
6調

査
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 ２
 
日
常
生
活
に

つ
い
て

 

問
８

 
近

隣
の
人
と
は
、
ど
の
程
度
付
き
合
い
を
し
て
い
ま
す
か
。（

１
つ
の
番
号
に
○
）
 

単
位
：
％
 

 

年
齢
別

 
 

 
 

有 効 回 答 数  件   

日 頃 か ら 助 け 合  

て い る  

気 の 合  た 人 と は

親 し く し て い る  

あ い さ つ は す る  

ほ と ん ど 付 き 合 い

が な い  

そ の 他  

無 回 答 ・ 複 数 回 答  

1
0
代

～
2
0
代
 

8
8
 

2
.
3
 

2
.
3
 

5
8
.
0
 

3
5
.
2
 

0
.
0
 

2
.
3
 

3
0
代

 
8
3
 

4
.
8
 

0
.
0
 

5
7
.
8
 

3
6
.
1
 

0
.
0
 

1
.
2
 

4
0
代

 
9
4
 

5
.
3
 

1
1
.
7
 

4
4
.
7
 

3
7
.
2
 

1
.
1
 

0
.
0
 

5
0
代

 
8
4
 

1
.
2
 

8
.
3
 

7
1
.
4
 

1
9
.
0
 

0
.
0
 

0
.
0
 

6
0
代

 
1
1
3
 

7
.
1
 

2
1
.
2
 

5
7
.
5
 

1
3
.
3
 

0
.
0
 

0
.
9
 

7
0
代

 
8
6
 

1
0
.
5
 

1
9
.
8
 

5
1
.
2
 

1
6
.
3
 

0
.
0
 

2
.
3
 

8
0
代

以
上
 

7
9
 

1
1
.
4
 

2
9
.
1
 

3
9
.
2
 

1
3
.
9
 

0
.
0
 

6
.
3
 

 

「
ほ
と
ん
ど
付
き
合
い
が
な
い
」
は
、
2
4.
4
％
で
あ
り
、
R
1
調
査
時
の

1
2.
4％

か
ら

約
2
倍

、
H2
5
調
査

時
の

7.
9
％
か
ら

3
.1

倍
に

増
加

し
て
い
る
。
 

 
「

日
頃

か
ら
助
け
合
っ
て
い
る
」「

気
の
合
っ
た
人
と
は
親
し
く
し
て
い
る
」
は

、
合
計
で

19
.6
％

と
な
っ
て
お
り
、
H
2
5
調
査

の

37
.
8
％
か
ら

1.
9
倍
減
少
し
て
い
る
。
 

 
年

齢
別

で
は
、
1
0
代
～
2
0
代
、
30

代
、
4
0
代
は
「
ほ
と
ん
ど
付
き
合
い
が
な

い
」
の
割
合
が

3
0％

以
上

と
な
っ
て
い
る

。
 

1
.7

0
.2

2
4.
4

5
4

1
3.
3

6.
3

1.
5

1.
2

1
2.
4

51
.
8

2
4.
1

8
.9

1
.3

0
.8

9
.5

56
.
9

21
.
2

1
0.
3

1
.7

0.
7

7.
9

5
2

26
.
3

1
1.
5

0
1
0

2
0

30
4
0

50
6
0

無
回
答
・
複
数
回
答

そ
の
他

ほ
と
ん
ど
付
き
合
い
が
な
い

あ
い
さ
つ
は
す
る

気
の
合
っ
た
人
と
は
親
し
く
し
て
い
る

日
頃
か
ら
助
け
合
っ
て
い
る

H
25
調
査

H
28
調
査

R
１
調
査

R
6
調
査

 

 

 問
９

 
あ

な
た
は

、
日
常
生
活
の

中
で

、
ど
の

よ
う
な
悩
み
や

不
安

を
感
じ
て
い
ま

す
か

。
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
単
位
：
％
 

（
あ

て
は

ま
る
す
べ
て
の
番
号

に
○
）
 

 

0
.8
 

1
3.
0 

1
.4
 

0
.8
 3.
2
 

2
8.
2 

5.
4
 

3
9.
1 

18
.
3 

3
1.
1 

7
.9
 

24
.
6 

9
.4
 

38
.
6 

55
.
9 

1
.7
 

14
.
9 

2
.6
 

1.
9
 

1
.0
 

2
6.
0 

17
.
1 

3
2.
0 

1
0.
6 

2
2.
2 

5
.0
 

18
.
3 

1
0.
5 

3
8.
0 

5
3.
4 

1
.2
 

1
1.
3 

1
.4
 

2
7.
3 

2
7.
9 

38
.
1 

1
4.
0 

2
2.
7 

7
.4
 

2
1.
9 

2
1.
1 

43
.
6 

4
9.
4 

12
.
1 

2.
4
 

2
6.
1 

25
.
1 

37
.
3 

1
2.
2 

2
2.
4 

6
.9
 

2
2.
6 

19
.
6 

4
0.
0 

4
8.
8 

0.
0

1
0.
0

2
0.
0

30
.
0

4
0.
0

5
0.
0

60
.
0

無
回
答

特
に
な
い

そ
の
他

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
こ
と
（
家
族
）

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
こ
と
（
自
分
）

災
害
に
関
す
る
こ
と

子
ど
も
に
関
す
る
こ
と

収
入
や
家
計
に
関
す
る
こ
と

住
ま
い
に
関
す
る
こ
と

生
き
が
い
・
将
来
に
関
す
る
こ
と

近
所
付
き
合
い
に
関
す
る
こ
と

仕
事
に
関
す
る
こ
と

介
護
・
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
支
援
に
関
す
る
こ
と

家
族
の
健
康
に
関
す
る
こ
と

自
分
の
健
康
に
関
す
る
こ
と

H
25
調
査

H
28
調
査

R
１
調
査

R
6調

査
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 年
齢
別

 

 

R
1
調
査
と
比
べ
て
、「

仕
事
に

関
す
る
こ
と
」
は

1
8
.3
％
か
ら

2
4
.6
％
と
増
加
し

て
い
る

。
ま
た
、「

住
ま
い
に
関
す
る
こ

と
」

も
1
0
.6
％
か
ら

18
.3
％
と
増
加

し
て
い
る
。
 

「
自
分
の
健
康
に
関
す
る
こ
と
」
は
、
5
5.
9
％
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
度
に
増
加
し
て
い

る
。
 

 
「

介
護

・
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
支
援
に
関
す
る
こ
と
」
は
、
H2
8
調
査
の

21
.
1
％
か
ら

9.
4
％
と
半
減

し
て

い
る
。
 

 
「

子
ど

も
に
関
す
る
こ
と
」
は
、
H2
5
調
査
で
は

25
.
1％

、
H
28

調
査
で
は

27
.
9
％
と
な

っ
て

い
る
が
、
R
6
調
査
で

は
5.
4％

と

減
少

し
て

い
る
。
 

                  

有 効 回 答 数 （ 件 ）

自 分 の 健 康 に 関 す る こ と

家 族 の 健 康 に 関 す る こ と

介 護 に 関 す る こ と

仕 事 に 関 す る こ と

近 所 づ き あ い に 関 す る こ と

生 き が い ・ 将 来 に 関 す る こ と

住 ま い に 関 す る こ と

収 入 や 家 計 に 関 す る こ と

子 供 に 関 す る こ と

災 害 に 関 す る こ と

ひ き こ も り に 関 す る こ と （ 自 分 ）

ひ き こ も り に 関 す る こ と （ 家 族 ）

そ の 他

特 に な い

無 回 答

1
0
代

～
2
0
代

8
8

3
0
.
7

2
7
.
3

8
.
0

2
8
.
4

5
.
7

4
5
.
5

1
4
.
8

4
4
.
3

4
.
5

2
9
.
5

1
.
1

0
.
0

0
.
0

2
0
.
5

0
.
0

3
0
代

8
3

5
1
.
8

3
6
.
1

3
.
6

4
5
.
8

3
.
6

4
3
.
4

2
4
.
1

5
0
.
6

3
.
6

3
4
.
9

3
.
6

2
.
4

1
.
2

1
4
.
5

0
.
0

4
0
代

9
4

5
3
.
2

4
8
.
9

1
1
.
7

3
8
.
3

1
1
.
7

3
6
.
2

1
7
.
0

4
5
.
7

6
.
4

3
0
.
9

8
.
5

0
.
0

2
.
1

6
.
4

1
.
1

5
0
代

8
4

5
7
.
1

5
3
.
6

2
0
.
2

3
9
.
3

7
.
1

2
5
.
0

2
2
.
6

4
5
.
2

8
.
3

3
6
.
9

1
.
2

1
.
2

2
.
4

9
.
5

0
.
0

6
0
代

1
1
3

5
8
.
4

4
0
.
7

5
.
3

1
2
.
4

4
.
4

3
0
.
1

1
2
.
4

3
2
.
7

4
.
4

2
3
.
0

0
.
9

0
.
9

1
.
8

1
4
.
2

0
.
9

7
0
代

8
6

6
9
.
8

3
4
.
9

5
.
8

8
.
1

9
.
3

1
9
.
8

2
3
.
3

3
4
.
9

5
.
8

1
9
.
8

3
.
5

0
.
0

1
.
2

1
5
.
1

0
.
0

8
0
代

以
上

8
0

7
0
.
0

2
8
.
8

1
1
.
3

0
.
0

1
3
.
8

1
7
.
5

1
3
.
8

2
0
.
0

5
.
0

2
2
.
5

3
.
8

1
.
3

1
.
3

1
1
.
3

3
.
8

 

 

 問
1
0 

あ
な

た
は

困
っ
た
こ
と
が
あ
る

と
き
、
誰

に
相
談
し
て
い

ま
す

か
。（

あ
て
は
ま

る
す
べ

て
の

番
号
に
○
）
 
 
 
 
単

位
：
％
 

 

「
福
祉
事
業
所

」、
「
社
会
福
祉
協

議
会
」
は
、
R
1
調

査
よ
り

増
加
し
て
お
り
、

相
談
窓
口
の

認
識

に
対
し
て
変
化

が
み

ら
れ
る
。 

「
家

族
・

親
族
」
や
「
近
所
の

人
」
は

微
減

と
な
っ
て
お
り

、「
友
人
・

知
人
」
は

R1
調
査

の
40
.
3％

か
ら

、
R
6
調
査
の

4
5.
5
％

と
増

加
し

て
い
る
。
 

0.
5
 

1
0.
8 

2.
5
 

0
.8
 

6.
8
 

4
.2
 

3
.4
 

3
.6
 

0
.8
 

0.
5
 

0.
5
 

4
5.
5 

4
.9
 

7
9.
9 

0
.9
 

7
.4
 

1
.6
 

7
.8
 

4
.5
 

1
.8
 

3
.4
 

0
.8
 

0.
4
 

2.
4
 

4
0.
3 

6.
1
 

8
3.
3 

1
.2
 

9
.4
 

2.
4
 

8
.0
 

4
.0
 

0
.9
 

0.
7
 

2.
2
 

4
1.
8 

6.
2
 

8
0.
9 

1
.5
 

7
.5
 

1
.8
 

9
.3
 

4
.3
 

0.
7
 

0
.8
 

1
.9
 

4
3.
6 

5
.2
 

82
.
2 

0
.0

1
0.
0

2
0.
0

3
0.
0

40
.
0

50
.
0

60
.
0

70
.
0

80
.
0

9
0.
0

無
回
答

相
談
し
て
い
な
い

そ
の
他

県
・
保
健
所
相
談
窓
口

医
療
機
関

市
役
所

社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
事
業
所
・
施
設
等
の
職
員

区
長
・
町
内
会
長

民
生
委
員
・
児
童
委
員

学
校
や
保
育
園
、
幼
稚
園

友
人
・
知
人

近
所
の
人

家
族
・
親
族

H
25
調
査

H2
8
調
査

R
１
調
査

R
6
調
査
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 問
1
0
で
「
相
談
し
て
い
な
い
」

と
答
え
た
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。
 

問
1
0
-１

 
な
ぜ
、
相
談
し
て
い

な
い
の
で
す
か
。（

１
つ
の
番
号
に
○
）
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

単
位
：
％
 

 

年
齢
別

 

 
R
6
調
査
で
は
「
信
頼
で
き
る
人
・
相
談
で
き
る
人
が
い
な
い
」
が

3
4.
5％

、「
な
ん
と

な
く

相
談
し

づ
ら

い
」
が

1
4.
6％

と
な

っ
て
お
り
、
過
去
の
調
査
と
比
較
し
て
増
加
し
て
い
る
。
 5
.6
 

4
.6
 

1
3.
2 

14
.
6 

4
.2
 

8.
9
 

3
4.
5 

1
8.
4 

6
.8
 9.

6
 

26
.
0 

6
.8
 

2
.7
 

1
.4
 

2
3.
3 

2
3.
3 

3
.8
 

8.
7
 

2
0.
2 

9.
6
 

4.
8
 

1
.0
 

19
.
2 

3
2.
7 

5
.0
 

11
.
3 

1
7.
5 

5
.0
 

6.
3
 

0
.0
 

1
3.
8 

4
1.
3 

0
.0

5
.0

1
0.
0

15
.
0

20
.
0

2
5.
0

3
0.
0

3
5.
0

4
0.
0

45
.
0

そ
の
他

ど
こ
に
（
誰
に
）
相
談
し
た
ら
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い

今
ま
で
に
困
っ
た
こ
と
が
な
い

な
ん
と
な
く
相
談
し
づ
ら
い

身
近
に
相
談
窓
口
が
な
い

顔
見
知
り
の
人
に
相
談
す
る
の
は
気
ま
ず
い

信
頼
で
き
る
人
・
相
談
で
き
る
人
が
い
な
い

他
人
に
頼
ら
ず
に
、
自
分
で
解
決
し
た
い

H2
5
調
査

H2
8
調
査

R
１
調
査

R6
調
査

有 効 回 答 数 （ 件 ）

他 人 に 頼 ら ず 、 自 分 で 解

決 し た い

信 頼 で き る 人 ・ 相 談 で き

る 人 が い な い

顔 見 知 り の 人 に 相 談 す る

の は 気 ま ず い

身 近 に 相 談 窓 口 が な い

何 と な く 相 談 し づ ら い

今 ま で に 困 っ た こ と が な

い
ど こ に （ 誰 に ） 相 談 し た

ら よ い の か 分 か ら な い

そ の 他

無 回 答

1
0
代

～
2
0
代

5
0
.
0

8
0
.
0

0
.
0

0
.
0

2
0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

3
0
代

9
0
.
0

3
3
.
3

1
1
.
1

0
.
0

2
2
.
2

2
2
.
2

1
1
.
1

0
.
0

0
.
0

4
0
代

7
1
4
.
3

1
4
.
3

1
4
.
3

0
.
0

0
.
0

2
8
.
6

0
.
0

1
4
.
3

0
.
0

5
0
代

7
1
4
.
3

4
2
.
9

2
8
.
6

0
.
0

1
4
.
3

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

6
0
代

3
6
6
.
7

3
3
.
3

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

7
0
代

1
2

3
3
.
3

2
5
.
0

8
.
3

1
6
.
7

8
.
3

1
6
.
7

8
.
3

0
.
0

0
.
0

8
0
代

以
上

8
0
.
0

1
2
.
5

0
.
0

1
2
.
5

3
7
.
5

2
5
.
0

1
2
.
5

2
5
.
0

0
.
0

 

 

 問
1
1 

自
分

が
孤

独
で
あ
る
と
感
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
か

。（
１

つ
の

番
号
に
○
）
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
単

位
：

％
 

 

年
齢
別

 

 

 「
ほ
と
ん
ど
な

い
」
が

3
6
.8
％
と

最
も
多
く
、
次

い
で

「
時
々

あ
る

」
が

30
.0
％
と
な
っ
て
い
る

。
 

 
年

齢
別

で
は
、
40

代
は
「
時
々

あ
る

」「
常
に
感
じ
る

」
が

4
8.
9
％

、
50

代
は

3
9.
3％

と
な
っ
て
お
り

、
他
の
年
代
よ

り
多
い
。
 

     

2.
1
 

6
.7
 

30
.
0 

3
6.
8 

2
4.
6 

0
.0

5.
0

1
0.
0

15
.
0

2
0.
0

25
.
0

3
0.
0

3
5.
0

4
0.
0

無
回
答
・
複
数
回
答

1
3

常
に
感
じ
る

4
2

時
々
あ
る

1
89

ほ
と
ん
ど
な
い

2
32

全
く
な
い

1
55

N＝
6
31

有 効 回 答 数 （ 件 ）

全 く な い

ほ と ん ど な い

時 々 あ る

常 に 感 じ る

無 回 答 ・ 複 数 回 答

1
0
代

～
2
0
代

8
8

3
6
.
4

3
3
.
0

2
5
.
0

4
.
5

1
.
1

3
0
代

8
3

2
5
.
3

3
7
.
3

3
0
.
1

7
.
2

0
.
0

4
0
代

9
4

2
7
.
7

2
3
.
4

4
3
.
6

5
.
3

0
.
0

5
0
代

8
4

2
5
.
0

3
3
.
3

3
4
.
5

4
.
8

2
.
4

6
0
代

1
1
3

2
7
.
4

4
0
.
7

2
3
.
0

5
.
3

3
.
5

7
0
代

8
6

1
5
.
1

4
5
.
3

2
7
.
9

9
.
3

2
.
3

8
0
代

以
上

8
0

1
3
.
8

4
5
.
0

2
6
.
3

1
1
.
3

3
.
8
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 問
1
2 

近
所
の
人
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
支
援
や
助
け
合
い
活
動
と
し
て
、
あ

な
た

が
で
き
る
こ

と
思
う
こ
と
は
何

で
す
か
。  

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

単
位
：
％
 

 

1
.2

1
9.
5

0
.5

1
6.
2

14
.
2

22
.1

5

2
.3

1
.72
.8

1
7.
8

1
8.
4

15
.
8

2
8

64
.
6

6
.3

1
7.
4

1
.8

11
.
3

1
3.
6

3
.66
.16
.2

3
.43
.95
.4

1
7.
8

1
6.
1

1
7.
9

38
.
7

5
4.
7

1
.9

1
8.
3

2

24
.
42
9.
1

8.
6

8.
7

9.
9

6
.46.
9

7.
3

2
3.
6

2
0.
6

19
.
9

1
9.
5

5
8.
6

3
.3

20
.
1

2
.8

22
.
7

28
.
7

5.
78.

5

8
.2

5
.16
.7

6
.1

2
6.
9

22
.
5

2
2.
325
.
6

3
8.
1

0
1
0

20
3
0

4
0

5
0

60
7
0

無
回
答

特
に
な
い

そ
の
他

市
役
所
・
社
会
福
祉
協
議
会
（
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
障
が
い
者

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）
へ
連
絡

知
っ
て
い
る
情
報
や
相
談
窓
口
を
伝
え
る

生
活
に
つ
い
て
の
相
談

子
育
て
の
相
談

短
時
間
の
子
ど
も
の
預
か
り

洗
濯

料
理
の
手
伝
い

家
の
掃
除

ゴ
ミ
出
し

ち
ょ
っ
と
し
た
買
い
物
の
手
伝
い

草
取
り
や
電
球
の
取
り
換
え
な
ど
の
簡
単
な
作
業

話
し
相
手

声
か
け

H2
5
調
査

H
28
調
査

R
１
調
査

R6
調
査

 

 

 年
齢
別

 

 

居
住
地
区

別
 

 

 「
声
か
け
」
や
「

話
し
相
手
」「

知
っ
て
い
る

情
報

や
相
談
窓
口

を
伝
え
る
」
な
ど

、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
で
で
き
る
こ

と
は
増

加
し

て
い

る
。
一
方
で
、
「
家
の

掃
除
」

や
「

料
理
の
手
伝
い

」
な
ど
の
活

動
を

伴
う
で
き
る

こ
と

は
減
少
し
て
い

る
。

 

地
区
別
で
み
る

と
、「

亀
崎
地
区

」
や
「

成
岩

地
区
」
で
は
「

話
し
相

手
」
や
「
ゴ

ミ
出
し

」「
ち
ょ
っ
と
し
た
買
い

物
の

お
手
伝

い
」

な
ど

の
割
合
が
高
い
。
 

         

有 効 回 答 数 （ 件 ）

声 か け

話 し 相 手

草 取 り や 電 球 の 取 り 換 え な

ど の 簡 単 な 作 業

ち ょ っ と し た 買 い 物 の 手 伝

い
ゴ ミ 出 し

家 の 掃 除

料 理 の 手 伝 い

洗 濯
短 時 間 の 子 ど も の 預 か り

子 育 て の 相 談

生 活 に つ い て の 相 談

知 っ て い る 情 報 っ や 相 談 窓

口 を 伝 え る

市 役 所 ・ 社 協 へ 連 絡

そ の 他

特 に な い

無 回 答
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2
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1
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2
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.
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1
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4
.
5

4
.
5

9
.
1

1
3
.
6

0
.
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.
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2
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.
7

2
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.
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2
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3

0
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0
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2
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2
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.
0

1
7
.
9

0
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0
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0

0
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3
.
6

0
.
0

0
.
0

1
0
.
7

7
.
1

3
.
6

1
4
.
3

0
.
0

6
0
代

4
6

8
0
.
4

3
4
.
8

2
6
.
1

2
6
.
1

2
8
.
3

6
.
5

2
.
2

2
.
2

6
.
5

8
.
7

6
.
5

1
9
.
6

1
5
.
2

0
.
0

1
0
.
9

0
.
0

7
0
代

3
9

7
6
.
9

3
3
.
3

1
7
.
9

2
3
.
1

2
3
.
1

2
.
6

2
.
6

5
.
1

5
.
1

2
.
6

0
.
0

1
5
.
4

1
5
.
4

0
.
0

1
0
.
3

2
.
6

8
0
代

以
上

3
6

6
6
.
7

2
7
.
8

1
3
.
9

5
.
6

1
3
.
9

2
.
8

2
.
8

0
.
0

2
.
8

0
.
0

0
.
0

1
1
.
1

1
9
.
4

0
.
0

1
6
.
7

2
.
8

有 効 回 答 数 （ 件 ）

声 か け

話 し 相 手

草 取 り や 電 球 の 取 り 換 え な

ど の 簡 単 な 作 業

ち ょ っ と し た 買 い 物 の 手 伝

い
ゴ ミ 出 し

家 の 掃 除

料 理 の 手 伝 い

洗 濯
短 時 間 の 子 ど も の 預 か り

子 育 て の 相 談

生 活 に つ い て の 相 談

知 っ て い る 情 報 や 相 談 窓 口

を 伝 え る

市 役 所 ・ 社 協 へ 連 絡

そ の 他

特 に な い

無 回 答

亀
崎
地

区
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地
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.
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.
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0
.
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青
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地

区
8
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1
.
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2
1
.
6
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.
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.
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.
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.
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.
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1
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1

1
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.
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1
4
.
8

0
.
0

1
9
.
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0
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 問
1
3 

あ
な
た
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
地
域
に
貢
献
で
き
る
と
思
い
ま
す
か
。
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
単
位
：
％
 

（
あ

て
は

ま
る
す
べ
て
の
番
号
に
○
）
 

 

3
.4

4
1.
3

1.
7

0
.6

6.
5

5.
46.
5

11

7
.5

10
.
8

4.
5

2
.8

1
.1

0
.9

30
.
9

9
.3

3
2.
4

1.
4

0.
7

9
.1

8
.6

6
.4

13
.
4

1
3.
3

1
0.
7

5
.8

2
.5

0.
7

1
.3

3
4.
6

2
.9

2
6.
4

2

9

4
.6

1
3.
7

1
1.
7

7
.9

2
.7

1.
4

1
.1

35
.
1

4
.4

2
3

1
.8

7
.6

13
.
2

1
2.
9

1
1.
8

7
.7

3
.9

1.
2

0
.9

3
4.
3

0
5

1
0

15
2
0

2
5

3
0

35
4
0

45

無
回
答

特
に
な
い

そ
の
他

区
長
・
民
生
委
員
等
に
な
る

寄
付

住
民
同
士
の
助
け
合
い
組
織
等
へ
の
参
加

身
近
な
地
域
で
の
困
り
ご
と
な
ど
を
み
ん
な
で
考
え
る
場
へ
の
参

加

災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
に
高
齢
者
等
、
一
人
で
の
避
難
が
困
難
な

方
へ
の
支
援

地
域
の
防
犯
の
た
め
の
見
回
り

地
域
サ
ロ
ン
等
、
地
域
住
民
が
集
う
場
所
で
の
お
手
伝
い

ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
文
化
活
動
等
の
指
導

農
業
、
建
築
土
木
、
IT
等
の
自
己
の
持
つ
専
門
知
識
の
提
供

地
域
住
民
が
ふ
れ
合
え
る
場
所
と
し
て
、
空
き
家
・
空
き
店
舗
を

貸
す

地
域
活
動
の
た
め
に
土
地
を
貸
す

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
作
業
へ
の
参
加

Ｈ
2
5
調
査

Ｈ
2
8
調
査

Ｒ
1
調
査

Ｒ
6
調
査

 

 

 年
齢
別

 

 

 居
住
地
区

別
 

 
  
「

特
に

な
い
」
は

41
.
3％

と
な
っ
て

お
り
、
R1

調
査
の

3
2
.4
％
よ
り
増

加
し

て
い
る
。
 

 
年

齢
別

で
は
、「

特
に
な
い
」

の
中
で

も
「

30
代

」「
7
0
代

」「
80

代
以

上
」

の
割
合
が

4
0％

以
上

と
な
っ
て
い
る
。
 

         

有 効 回 答 数 （ 件 ）

地 域 の イ ベ ン ト や 作 業 へ の

参 加
地 域 活 動 の た め の 土 地 を 貸

す
地 域 住 民 が ふ れ 合 え る 場 所

と し て 、 空 き 家 ・ 空 き 店 舗

を 貸 す

農 業 、 建 築 土 木 、 I T 等 の

自 己 の 持 つ 専 門 知 識 の 提 供

ス ポ ー ツ や レ ク リ エ ー シ ョ

ン 、 文 化 活 動 等 の 指 導

地 域 サ ロ ン 等 、 地 域 住 民 が

集 う 場 所 で の お 手 伝 い

地 域 の 防 犯 の た め の 見 守 り

災 害 が 起 こ っ た 場 合 に 高 齢

者 等 、 一 人 で の 避 難 が 困 難

な 方 へ の 支 援

身 近 な 地 域 で の 困 り ご と な

ど を み ん な で 考 え る 場 へ の

参 加
住 民 同 士 の 助 け 合 い 組 織 等

へ の 参 加

寄 付
区 長 ・ 民 生 委 員 等 に な る

そ の 他

特 に な い

無 回 答

1
0
代

～
2
0
代

8
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4
4
.
3

1
.
1

1
.
1

5
.
7

1
0
.
2

5
.
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1
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3
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6
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1
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.
4
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9

0
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3
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2
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7
0
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8
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2
4
.
4

0
.
0

0
.
0

3
.
5

5
.
8

1
1
.
6

1
0
.
5

4
.
7

7
.
0

3
.
5

4
.
7

0
.
0

2
.
3

4
5
.
3

5
.
8

8
0
代

以
上

8
0

2
2
.
5

0
.
0

0
.
0

1
.
3

1
.
3

5
.
0

2
.
5

3
.
8

1
1
.
3

5
.
0

3
.
8

0
.
0

3
.
8

4
6
.
3

8
.
8

有 効 回 答 数 （ 件 ）

地 域 の イ ベ ン ト や 作 業 へ の

参 加
地 域 活 動 の た め の 土 地 を 貸

す
地 域 住 民 が ふ れ 合 え る 場 所

と し て 、 空 き 家 ・ 空 き 店 舗

を 貸 す

農 業 、 建 築 土 木 、 I T 等 の

自 己 の 持 つ 専 門 知 識 の 提 供

ス ポ ー ツ や レ ク リ エ ー シ ョ

ン 、 文 化 活 動 等 の 指 導

地 域 サ ロ ン 等 、 地 域 住 民 が

集 う 場 所 で の お 手 伝 い

地 域 の 防 犯 の た め の 見 守 り

災 害 が 起 こ っ た 場 合 に 高 齢

者 等 、 一 人 で の 避 難 が 困 難

な 方 へ の 支 援

身 近 な 地 域 で の 困 り ご と な

ど を み ん な で 考 え る 場 へ の

参 加
住 民 同 士 の 助 け 合 い 組 織 等

へ の 参 加

寄 付
区 長 ・ 民 生 委 員 等 に な る

そ の 他

特 に な い

無 回 答

亀
崎

地
区
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.
5

0
.
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.
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3
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地
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8

0
.8

3
6
.0

2
.
4

青
山

地
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.
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3
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0

0
.0
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5
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.
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 問
1
4 

あ
な
た
は
福
祉
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
情
報
を
得
た
い
で
す
か
。（

あ
て
は
ま

る
す

べ
て
の

番
号

に
○
）
 
 
 
 
単

位
：
％
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2

1
0

7
.88.
1

17
.
3

4
2.
4

4
.6

1
.2

1
5.
3

1
1.
9

2
6.
7

7
.2

9.
3

8

1
4

4
3.
9

0
5

1
0

1
5

20
2
5

3
0

3
5

40
45

5
0

無
回
答

そ
の
他

特
に
得
た
い
情
報
は
な
い

各
種
福
祉
講
座
や
教
室
、
講
習
会
の
開
催
状
況

健
康
に
関
す
る
情
報

就
学
に
関
す
る
情
報

就
労
に
関
す
る
情
報

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
情
報

保
育
や
子
育
て
に
関
す
る
情
報

介
護
や
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
関
す
る
情
報 H
25
調
査

H
28
調
査

R
1調

査
R6
調
査

 

 

 年
齢
別

 

 

  
「

健
康

に
関
す
る
情
報
」
が

R
1
調

査
で
は

2
番
目
に
多
い

23
.
4％

で
あ
っ
た

が
、
今

回
の
調
査
で
は
最

も
多
い

3
8
.
4%
に

な
っ

て
い

る
。
 

 
ま

た
、

R
1
調

査
で

最
も
多
か
っ

た
「
介
護
や
障

が
い

福
祉
サ

ー
ビ

ス
に
関
す
る
情
報
」

43
.
2％

は
、

R6
調
査
で

は
3
4％

で
2
番

目
に

多
い

項
目
と
な
っ
て
い
る

。
 

 
3
番
目
に
多
い
の
は
「

特
に
得
た
い

情
報

な
な
い
」
に
な

っ
て
お
り
、

R1
調
査
の

15
.
4%
か
ら

2
7.
1％

と
増
加

し
て
い

る
。
 

「
年

齢
別

」
で
は
「
介
護
や
障

が
い
サ

ー
ビ

ス
に
関
す
る
情

報
」
は

4
0
代
以
降

で
4
0％

前
後
と

高
い
数
字
に
な
っ
て

い
る
が
、
3
0

代
で
は

7
.
2％

、
1
0～

2
0
代
で

は
18
.
2％

と
低
く
な

っ
て
い

る
。
 

    

有 効 回 答 数 （ 件 ）

介 護 や 障 害 サ ー ビ ス に 関 す

る 情 報

保 育 や 子 育 て に 関 す る 情 報

ボ ラ ン テ ィ ア に 関 す る 情 報

就 労 に 関 す る 情 報

就 学 に 関 す る 情 報

健 康 に 関 す る 情 報

各 種 福 祉 講 座 や 教 室 、 講 習

会 の 開 催 情 報

特 に 得 た い 情 報 は な い

そ の 他

無 回 答

1
0
代

～
2
0
代

8
8

1
8
.
2

2
3
.
9

1
1
.
4

2
2
.
7

9
.
1

3
3
.
0

4
.
5

3
7
.
5

0
.
0

0
.
0

3
0
代

8
3

7
.
2

1
8
.
1

1
0
.
8

1
6
.
9

1
.
2

3
9
.
8

7
.
2

3
3
.
7

0
.
0

1
.
2

4
0
代

9
4

4
0
.
4

4
.
3

1
0
.
6

1
9
.
1

5
.
3

4
0
.
4

1
3
.
8

2
7
.
7

3
.
2

3
.
2

5
0
代

8
4

5
4
.
8

2
.
4

9
.
5

1
5
.
5

2
.
4

3
5
.
7

1
7
.
9

2
3
.
8

0
.
0

1
.
2

6
0
代

1
1
3

3
8
.
9

1
.
8

1
4
.
2

1
1
.
5

0
.
9

4
1
.
6

1
2
.
4

2
2
.
1

0
.
9

0
.
9

7
0
代

8
6

4
0
.
7

1
.
2

1
4
.
0

7
.
0

0
.
0

4
3
.
0

1
4
.
0

2
2
.
1

0
.
0

3
.
5

8
0
代

以
上

8
0

3
7
.
5

0
.
0

6
.
3

0
.
0

0
.
0

3
5
.
0

8
.
8

2
2
.
5

3
.
8

1
7
.
5
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 ３
 
自
治
区
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど

の
地
域
活
動

・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活

動
に

つ
い
て
 

問
1
5 

あ
な
た
は
、
自
治
区
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
で
地
域
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
。（

１
つ
の

番
号
に
○
）
 
 
 
 
単
位
：
％
 

 
 年

齢
別

 

 

 

3
.5
 

5
4.
1 

15
.
9 

15
.
9 

1
0.
6 

5
.2
 

4
2.
7 

14
.
9 19

.
1 

18
.
1 

2
.3
 

42
.
2 

1
6.
3 

18
.
0 2
1.
3 

2
.6
 

3
4.
9 

1
7.
5 2
2.
0 

2
3.
1 

0
.0

1
0.
0

20
.
0

30
.
0

4
0.
0

5
0.
0

6
0.
0

無
回
答

活
動
し
た
こ
と
は
な
く
、
今
後
も
活
動
し
な
い
と
思
う

活
動
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
今
後
活
動
し
た
い

現
在
は
活
動
し
て
い
な
い
が
、
過
去
に
活
動
し
た
こ
と

が
あ
る

活
動
し
て
い
る

H
25
調
査

H
28
調
査

R
1調

査
R6
調
査

有 効 回 答 数 （ 件 ）

活 動 し て い る

現 在 は 活 動 し て い な い が 、

過 去 に 活 動 し た こ と が あ る

活 動 し た こ と は な い が 、 今

後 活 動 し た い

活 動 し た こ と が な く 、 今 後

も 活 動 し な い と 思 う

無 回 答

1
0
代

～
2
0
代

8
7

3
.
4

1
7
.
2

1
7
.
2

6
2
.
1

0
.
0

3
0
代

8
3

2
.
4

4
.
8

1
5
.
7

7
5
.
9

1
.
2

4
0
代

9
4

1
0
.
6

8
.
5

2
2
.
3

5
4
.
3

4
.
3

5
0
代

8
4

1
5
.
5

1
5
.
5

1
9
.
0

5
0
.
0

0
.
0

6
0
代

1
1
3

1
2
.
4

2
5
.
7

1
9
.
5

3
9
.
8

2
.
7

7
0
代

8
6

1
8
.
6

1
8
.
6

1
4
.
0

4
6
.
5

2
.
3

8
0
代

以
上

8
0

1
1
.
3

2
1
.
3

3
.
8

5
0
.
0

1
3
.
8

 

 

 居
住
地
区

別
 

 

自
由
に
な

る
時

間
帯
別

 

 

  

有 効 回 答 数 （ 件 ）

活 動 し て い る

現 在 は 活 動 し て い な い が 、

過 去 に 活 動 し た こ と が あ る

活 動 し た こ と は な い が 、 今

後 活 動 し た い

活 動 し た こ と が な く 、 今 後

も 活 動 し な い と 思 う

無 回 答

亀
崎

地
区

8
0

1
0.

0
1
5.

0
1
7.

5
53

.8
3
.8

乙
川

地
区

13
4

1
1.

2
1
7.

2
1
4.

9
52

.2
4
.5

半
田

地
区

18
5

1
1.

4
1
6.

2
1
5.

7
53

.5
3
.2

成
岩

地
区

12
5

8.
8

1
9.

2
1
9.

2
49

.6
3
.2

青
山

地
区

8
8

1
1.

4
1
1.

4
1
4.

8
60

.2
2
.3

有 効 回 答 数 （ 件 ）

活 動 し て い る

現 在 は 活 動 し て い な い が 、

過 去 に 活 動 し た こ と が あ る

活 動 し た こ と は な い が 、 今

後 活 動 し た い

活 動 し た こ と が な く 、 今 後

も 活 動 し な い と 思 う

無 回 答

平
日
の
午

前
6
5

1
7
.
9

1
0
.
3

3
8
.
5

3
0
.
8

2
.
6

平
日
の
午

後
4
7

1
7
.
9

1
0
.
3

3
8
.
5

3
0
.
8

2
.
6

平
日
の
夜

間
2
2

1
7
.
9

1
0
.
3

3
8
.
5

3
0
.
8

2
.
6

土
曜
日
の

午
前

7
3

1
7
.
9

1
0
.
3

3
8
.
5

3
0
.
8

2
.
6

土
曜
日
の

午
後

8
4

1
7
.
9

1
0
.
3

3
8
.
5

3
0
.
8

2
.
6

土
曜
日
の

夜
間

3
9

1
7
.
9

1
0
.
3

3
8
.
5

3
0
.
8

2
.
6

日
曜
・
祝

日
の
午

前
7
6

9
.
2

1
0
.
5

1
5
.
8

3
9
.
5

1
.
3

日
曜
・
祝

日
の
午

後
7
2

1
1
.
1

1
2
.
5

3
0
.
6

4
5
.
8

0
.
0

日
曜
・
祝

日
の
夜

間
2
1

1
4
.
3

4
.
8

4
2
.
9

3
8
.
1

0
.
0

時
間
は
特

に
関
係

な
い

1
1
1

1
5
.
3

1
6
.
2

1
2
.
6

5
5
.
9

0
.
0

活
動
す
る

時
間
は

な
い

1
9
8

4
.
0

1
9
.
7

7
.
6

6
7
.
7

1
.
0

無
回
答

5
7

8
.
8

1
5
.
8

5
.
3

5
0
.
9

1
9
.
3
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「
活
動
し
て
い
る
」
は

H
2
5
調
査
の

2
3
.1
%か

ら
徐
々
に
低
下
し
て

R6
調
査
で
は

10
.6
%
と
な
っ

て
い

る
。
 

一
方
で
、
「
活
動
し
た
こ
と
は
な
く
、
今
後
も
活
動
し
な
い
と
思
う
」
は

H2
5
調
査
の

3
4.
9%
か
ら
徐
々

に
増

加
し
、

R6
調
査
で

は
5
4
.1
%
と
増
加
し
て
い
る
。
 

「
年
齢
別
」
で
は
、「

活
動
し
て
い
る
」
が
最
も
多
い
の
は
「
70

代
」
の

1
8.
6
%で

あ
り
、「

活
動

し
た
こ

と
は

な
い
が
、
今
後
活

動
し

た
い

」
に
つ
い
て
は
、「

4
0
代
」
が

22
.
3％

と
最
も
多
く
、「

時
間
帯
」
と
し
て

は
「
日
曜
・
祝
日
の
夜
間

」
が

42
.9
％
、「

土

曜
日

の
夜

間
」
が

38
.5
％
と
高
い
数
字
と
な
っ
て
い
る
。
 

 
 

 

 

 問
1
5
-1
～

3
は
、
問

15
で
「
活

動
し
て

い
る

」
と
答
え
た
方

に
お
聞
き
し

ま
す

。
 

問
1
5
-1
 
ど

の
程

度
活
動
を
し
て
い
ま

す
か
。（

１
つ
の

番
号
に

○
）
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
単

位
：
％
 

 

R
1
調
査

で
最
も
多
か
っ
た
「
と
き
ど
き

活
動

し
て
い
る
」
43
.8
％
が
、
R6

調
査
で

は
33
.6
%
と
低
下
し
て
お
り
、
R1

調
査

で
2
番

目
に

多
か

っ
た
「
積
極
的
に
活

動
し
て

い
る

」
26
.
4％

か
ら

増
加
し
、
同
じ
数

値
と

な
っ
て

い
る

。
 

11
.
2 

2
1.
6 

33
.
6 

33
.
6 

3
.9
 

2
5.
8 

4
3.
8 

2
6.
4 

8
.5
 

2
2.
1 

4
5.
1 

2
4.
3 

1.
6
 

2
6.
7 

41
.
3 

3
0.
4 

0
.0

5.
0

10
.
0

1
5.
0

2
0.
0

2
5.
0

3
0.
0

35
.
0

40
.
0

4
5.
0

5
0.
0

無
回
答

誘
わ
れ
た
時
に
活
動
し
て
い
る

と
き
ど
き
活
動
し
て
い
る

積
極
的
に
活
動
し
て
い
る

H
25
調
査

H
28
調
査

R
1調

査
Ｒ
6
調
査
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 問
1
5
-2
 
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
。（

あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
の

番
号
に
○
）

 
 
 
 
 
 

単
位

：
％
  

「
自
治
区
の
活
動
」
が
最
も
多
く

57
.
0％

に
な
っ
て
い
る
。
 

「
子
ど
も
会
の

活
動
」「

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
活
動
」
「
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
」
「

地
域

防
災

の
活
動

」「
地
域

サ
ロ

ン
等

の
活
動

」

は
こ

れ
ま

で
の
調
査
結
果
で
は
一
番
少
な
く
な
っ
て
い
る
。「

地
域
の
祭
り
」
は

2.
1
％
と
微

増
で
あ
っ
た
。
 

5
.6
 

10
.
2 

2
5.
1 

9.
7
 

1
3.
9 

9
.9
 

1
1.
0 

4
.8
 

5
7.
0 

2.
2
 

1
0.
1 

2
3.
0 

13
.
5 

21
.
3 

17
.
4 

11
.
2 

5.
1
 

5
2.
2 

6
.0
 

1
1.
1 

2
0.
4 

1
3.
6 

1
4.
9 

9
.4
 

5
8.
7 

1
3.
0 

1
8.
2 

1
3.
4 

13
.
8 

8
.1
 

66
.
0 

0.
0

1
0.
0

2
0.
0

30
.
0

4
0.
0

50
.
0

6
0.
0

7
0.
0

無
回
答

そ
の
他

地
域
の
祭
り

地
域
サ
ロ
ン
等
の
活
動

地
域
防
災
の
活
動

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動

子
ど
も
会
の
活
動

自
治
区
の
活
動

H
25
調
査

H
28
調
査

R1
調
査

R
6調

査

 

 

 問
1
5
-3
 
ど

の
よ

う
な
目
的
で
活
動
し

て
い
ま
す
か
。
（
１
つ

の
番
号
に
○

）
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

単
位
：

％
 

 

R
6
調
査
で
は
、「

自
分
自
身
の
向

上
の

た
め
」「

近
所

づ
き
あ

い
な
ど

で
仕

方
な
く
」
と
回

答
し
た
方
の
割
合

が
増
加
し
て

い
る

。 

一
方
、「

地
域
を

よ
り
よ
い
も
の

に
し
た
い
」「

隣
近
所
と
の
ふ

れ
あ
い
を
求

め
て

」
と

回
答

し
た
方

は
こ

れ
ま
で
の
調
査

の
中
で

最
も

低
い

割
合
と
な
っ
て
い
る

。
 

 
 

3
.4
 

8
.8
 

2
.3
 

32
.
6 

2
6.
4 

9
.2
 

25
.
1 

2.
8
 

1
1.
2 

2.
8
 

14
.
6 

20
.
8 

18
.
5 

2
9.
2 

8
.1
 

8
.1
 

3.
8
 

1
6.
2 17
.
4 1
8.
7 

2
7.
7 

0
.0
 

7.
8
 

8.
6
 

1
7.
7 

1
3.
2 

24
.
7 

2
8.
0 

0.
0

5.
0

1
0.
0

1
5.
0

2
0.
0

2
5.
0

3
0.
0

35
.
0

無
回
答

そ
の
他

特
に
理
由
は
な
い

近
所
付
き
合
い
な
ど
で
仕
方
な
く

自
分
自
身
の
向
上
の
た
め

隣
近
所
と
の
ふ
れ
あ
い
を
求
め
て

地
域
を
よ
り
よ
い
も
の
に
し
た
い

H
25
調
査

H
28
調
査

R
1
調
査

R
6
調
査
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 問
15

で
「
現
在
は
活
動
し
て
い
な
い
が
、
過
去
に
活
動
し
た
こ
と
が
あ
る
」
｢活

動
し
た
こ

と
が

な
い
が
、
今
後

活
動

し
た
い
｣
と

答
え

た
方

に
お
聞
き
し
ま
す
。
 

問
1
5
-4
 
現
在
活
動
し
て
い
な
い
主
な
理
由
は
何
で
す
か
。（

１
つ
の
番
号
に
○
）
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
単

位
：
％
 

 

年
齢
別

 

 

   

4
.7
 

1
0.
2 

9.
8
 

16
.
2 

2
7.
7 

1
8.
3 

2
.6
 

1
0.
6 

3.
6
 

1
8.
6 

1
3.
8 

8
.7
 

24
.
6 

1
8.
9 

4.
2
 

7
.8
 

8
.2
 

1
3.
2 

7.
9
 

1
2.
1 

3
0.
6 

18
.
7 

6
.6
 

2
.6
 

15
.
2 

9
.0
 

1
3.
5 

31
.
5 

1
6.
1 

3.
6
 4.
7
 

0.
0

5
.0

1
0.
0

1
5.
0

20
.
0

2
5.
0

3
0.
0

3
5.
0

無
回
答

そ
の
他

体
調
が
す
ぐ
れ
な
い

参
加
方
法
が
わ
か
ら
な
い

仕
事
な
ど
の
都
合
で
機
会
が
な
い

時
間
が
な
い

引
っ
越
し
て
間
も
な
い

自
治
区
に
加
入
し
て
い
な
い

H
25
調
査

H
28
調
査

R
1調

査
R6
調
査

有 効 回 答 数 （ 件 ）

自 治 区 に 加 入 し て い な い

引 っ 越 し て 間 も な い

時 間 が な い

仕 事 な ど の 都 合 で 機 会 が な

い
参 加 方 法 が 分 か ら な い

体 調 が す ぐ れ な い

そ の 他

無 回 答

1
0
代

～
2
0
代

8
4

3
.
6

3
.
6

1
6
.
7

0
.
0

2
.
4

0
.
0

0
.
0

6
4
.
3

3
0
代

8
0

7
.
5

1
.
3

5
.
0

1
.
3

5
.
0

1
.
3

0
.
0

7
8
.
8

4
0
代

8
0

6
.
3

1
.
3

8
.
8

1
.
3

1
1
.
3

1
.
3

3
.
8

6
2
.
5

5
0
代

7
1

2
.
8

0
.
0

1
9
.
7

0
.
0

8
.
5

0
.
0

4
.
2

5
9
.
2

6
0
代

9
6

4
.
2

1
.
0

2
1
.
9

8
.
3

6
.
3

8
.
3

8
.
3

5
1
.
0

7
0
代

6
9

4
.
3

0
.
0

1
0
.
1

7
.
2

5
.
8

7
.
2

8
.
7

6
3
.
8

8
0
代

以
上

6
0

3
.
3

0
.
0

3
.
3

1
3
.
3

1
.
7

1
3
.
3

6
.
7

7
1
.
7

 

 

 居
住
地
区

別
 

 
「

年
齢
別
」
に

み
る
と
、「

30
代
」
で
は
「
自

治
区

に
加
入

し
て
い

な
い

」
と
回
答
さ
れ
た

方
の
割
合
が
他

の
年

代
よ
り

高
く
、

「
4
0
代
」
で

は
「

参
加
方
法
が
分
か
ら

な
い
」
と
回
答
さ
れ

た
方
の
割
合

が
高

い
。
 

「
居
住

地
区
別

」
に

み
る
と

、
亀

崎
地

区
、
成

岩
地

区
で

は
「

時
間

が
な
い
」

の
割

合
が

最
も

高
く
、

乙
川

地
区

、
半

田
地
区

、

青
山

地
区

で
は
「
仕
事
な
ど
の

都
合
で

機
会

が
な
い
」
の
割

合
が
最
も
高
い
。
 

 

 
 

有 効 回 答 数 （ 件 ）

自 治 区 に 加 入 し て い な い

引 っ 越 し て 間 も な い

時 間 が な い

仕 事 な ど の 都 合 で 機 会 が

な い
参 加 方 法 が 分 か ら な い

体 調 が す ぐ れ な い

そ の 他

無 回 答

亀
崎

地
区

80
0
.0

0
.0

11
.3

8
.8

7
.5

6
.3

3
.8

68
.8

乙
川

地
区

1
34

3
.7

0
.0

6
.0

11
.2

3
.7

1
.5

3
.7

71
.6

半
田

地
区

1
85

4
.3

1
.1

3
.8

10
.3

5
.4

5
.4

4
.9

68
.6

成
岩

地
区

1
25

4
.8

1
.6

12
.0

7
.2

8
.8

3
.2

3
.2

64
.0

青
山

地
区

88
4
.5

0
.0

3
.4

12
.5

4
.5

2
.3

2
.3

73
.9

-74-



 

 

 問
1
5
-5
 
今
後
も
活
動
し
な
い
と
思
う
理
由
は
何
で
す
か
。（

１
つ
の
番
号
に
○
）
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
単

位
：
％
 

 
年
齢

別
 

 

   

4.
2

1
4.
5

1
4.
2

22
.
5

0
.6

13
.
7

21
.
1

2
.6

3
4.
8

2
3.
5

1
4.
5

2
.4

1
8.
1

1
1.
2

1
9.
3

1
.2

1
1.
7

26
.
5

3.
1

3
2.
5

2
2.
9

12
.
6

4.
3

3
3.
9

6
.9

17
.
2

2
.6

2
4.
9

1
0.
3

3
3.
5

7

19

2.
7

21
.
4

9
.9

0
5

10
15

2
0

25
3
0

3
5

4
0

未
回
答

そ
の
他

他
人
と
関
わ
り
た
く
な
い

面
倒
だ
か
ら

家
族
の
理
解
が
な
い

メ
リ
ッ
ト
・
魅
力
が
な
い

体
調
が
す
ぐ
れ
な
い

他
の
人
に
任
せ
て
お
け
ば
よ
い

仕
事
が
忙
し
い

時
間
を
と
ら
れ
た
く
な
い

自
治
区
に
加
入
し
て
い
な
い

H
25
調
査

H
28
調
査

R1
調
査

R6
調
査

有 効 回 答 数 （ 件 ）

自 治 区 に 加 入 し て い な い

時 間 を と ら れ た く な い

仕 事 が 忙 し い

他 の 人 に 任 せ て お け ば よ い

体 調 が す ぐ れ な い

メ リ ッ ト ・ 魅 力 が な い

家 族 の 理 解 が な い

面 倒 だ か ら

他 人 と 関 わ り た く な い

そ の 他

無 回 答

1
0
代
～

2
0
代

5
4

1
6
.
7

4
2
.
6

5
3
.
7

7
.
4

5
.
6

4
0
.
7

0
.
0

2
9
.
6

1
8
.
5

5
.
6

0
.
0

3
0
代

6
3

1
7
.
5

2
8
.
6

6
5
.
1

0
.
0

3
.
2

1
7
.
5

0
.
0

2
2
.
2

1
9
.
0

6
.
3

4
.
8

4
0
代

5
0

2
0
.
0

2
6
.
0

4
6
.
0

8
.
0

1
8
.
0

1
2
.
0

4
.
0

2
0
.
0

1
4
.
0

2
.
0

0
.
0

5
0
代

4
2

1
1
.
9

3
1
.
0

5
0
.
0

0
.
0

1
1
.
9

2
.
4

0
.
0

3
1
.
0

2
1
.
4

1
9
.
0

0
.
0

6
0
代

4
5

1
5
.
6

2
6
.
7

2
6
.
7

0
.
0

2
6
.
7

1
1
.
1

0
.
0

2
2
.
2

1
1
.
1

1
3
.
3

2
.
2

7
0
代

4
0

1
5
.
0

7
.
5

2
.
5

2
.
5

4
0
.
0

7
.
5

0
.
0

2
7
.
5

1
2
.
5

2
5
.
0

1
0
.
0

8
0
代
以

上
4
0

5
.
0

2
.
5

0
.
0

0
.
0

4
2
.
5

5
.
0

0
.
0

5
.
0

2
.
5

3
0
.
0

1
2
.
5

無
 

 

 

 

居
住

地
区
別

 

 

 

「
年
齢
別
」
に

み
る
と
、「

20
代
」

か
ら
「
5
0
代
」

ま
で
は

「
仕
事
が
忙
し
い

」
と
回
答
さ

れ
た

方
の
割
合
が
最

も
高

い
。「

70

代
」

と
「

80
代
以

上
」
で
は
「
体
調
が

す
ぐ
れ
な
い
」
が
最

も
高
い
。
 

「
居
住
地
区
別

」
に
み
る
と
、
青
山
地
区
で

は
、「

仕
事
が
忙
し

い
」、
「
時

間
を

と
ら
れ
た
く

な
い
」
、「

面
倒

だ
か
ら
」
の

割
合
が

高
い

。
ま
た

、
成
岩
地
区
で
は
、「

時
間
を
と
ら
れ
た
く

な
い
」
、「

メ
リ
ッ
ト
・
魅
力
が
な
い

」
の
割
合
が
他

地
区

よ
り
も

少
な

い
。
 

有 効 回 答 数 （ 件 ）

自 治 区 に 加 入 し て い な い

時 間 を と ら れ た く な い

仕 事 が 忙 し い

他 の 人 に 任 せ て お け ば よ い

体 調 が す ぐ れ な い

メ リ ッ ト ・ 魅 力 が な い

家 族 の 理 解 が な い

面 倒 だ か ら

他 人 と 関 わ り た く な い

そ の 他

無 回 答

亀
崎
地

区
8
0

7
.
5

12
.
5

20
.
0

0
.
0

1
5
.
0

1
2.
5

1.
3

11
.
3

3
.8

7
.5

4
8.
8

乙
川
地

区
1
3
4

6
.
7

13
.
4

13
.
4

1
.
5

9
.
0

6.
7

0.
0

13
.
4

9
.7

5
.2

4
9.
3

半
田
地

区
1
8
5

8
.
1

13
.
5

20
.
5

1
.
6

8
.
6

1
0.
3

0.
5

9
.
7

8
.1

6
.5

4
9.
2

成
岩
地

区
1
2
5

7
.
2

8
.
0

22
.
4

1
.
6

7
.
2

3.
2

0.
0

10
.
4

6
.4

7
.2

5
2.
8

青
山
地

区
8
8

1
0
.
2

20
.
5

28
.
4

2
.
3

1
3
.
6

8.
0

0.
0

19
.
3

1
0
.2

1
0
.2

4
2.
0

-75-



 

 

 問
1
6 

あ
な
た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
。（

１
つ
の
番
号
に
○

）
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
単

位
：

％
 

 

 年
齢
別

 

 

          

56
.
6 

16
.
8 

14
.
6 

7
.1
 

4
8.
7 

1
7.
7 

1
6.
0 

10
.
1 

4
7.
2 

20
.
0 

18
.
1 

11
.
3 

4
6.
3 

2
1.
6 

1
5.
2 

1
2.
2 

0
.0

1
0.
0

2
0.
0

3
0.
0

4
0.
0

50
.
0

60
.
0

活
動
し
た
こ
と
は
な
く
、
今
後
も
活
動
し
な
い
と
思
う

活
動
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
今
後
活
動
し
た
い

現
在
は
活
動
し
て
い
な
い
が
、
過
去
に
活
動
し
た
こ
と
が
あ
る

活
動
し
て
い
る

H
25
調
査

H
28
調
査

R1
調
査

R6
調
査

有 効 回 答 数 （ 件 ）

活 動 し て い る

現 在 は 活 動 し て い な い が 、

過 去 に 活 動 し た こ と が あ る

活 動 し た こ と は な い が 、 今

後 活 動 し た い

活 動 し た こ と が な く 、 今 後

も 活 動 し な い と 思 う

無 回 答

1
0
代

～
2
0
代

8
8

2
.
3

2
7
.
3

1
5
.
9

5
4
.
5

0
.
0

3
0
代

8
3

2
.
4

2
0
.
5

1
2
.
0

6
3
.
9

1
.
2

4
0
代

9
4

7
.
4

1
0
.
6

1
9
.
1

6
0
.
6

2
.
1

5
0
代

8
4

7
.
1

8
.
3

2
5
.
0

5
7
.
1

2
.
4

6
0
代

1
1
3

1
1
.
5

1
5
.
9

1
9
.
5

4
8
.
7

4
.
4

7
0
代

8
6

1
0
.
5

9
.
3

1
7
.
4

6
1
.
6

1
.
2

8
0
代

以
上

8
0

7
.
5

1
0
.
0

5
.
0

5
2
.
5

2
5
.
0

 

 

 近
所
付
き

合
い

の
程
度
別

 

 

居
住
地
区

別
 

 

「
活
動
し
た
こ

と
は
な
く
、
今
後

も
活
動
し
な
い
と
思

う
」

の
割
合
が

56
.
6
％
と
最
も
高
い

結
果

と
な
り
、
「
活

動
し
て

い
る
」

割
合

は
年

々
減
少
し
て
い
る
。

 

年
齢
別
で
み
る

と
、
「
現
在
は
活
動

し
て
い
な
い
が

、
過

去
に
活
動
し

た
こ

と
が
あ
る
」
の

10
～

2
0
代

の
割
合
が
高
い
。
 

近
所
付
き
合
い

の
程
度
別
で
み
る

と
、「

ほ
と

ん
ど
付
き
合
い

が
な
い
」
と
回

答
し
た
方
の
「
活

動
し
た
こ
と
は

な
く
、
今

後
も
活

動
し

な
い

と
思
う
」
の
割
合
が

70
.6
％
と
な
っ
て
い

る
。
 

居
住
地
区
別
で

み
る
と
、
い
ず

れ
の
地
区
に

お
い

て
も
「
活

動
し
た
こ
と
が
な

く
、
今
後

も
活
動
し
な
い
と

思
う

」
が
半

数
以
上

と
な

っ
て

い
る
。
 

   

有 効 回 答 数 （ 件 ）

活 動 し て い る

現 在 は 活 動 し て い な い が 、

過 去 に 活 動 し た こ と が あ る

活 動 し た こ と は な い が 、 今

後 活 動 し た い

活 動 し た こ と が な く 、 今 後

も 活 動 し な い と 思 う

無 回 答

日
頃
か
ら

助
け
合

っ
て
い

る
4
0

2
0
.
0

1
2
.
5

1
5
.
0

4
5
.
0

7
.
5

気
の
合
っ

た
人
と

は
親
し

く
し
て
い

る
8
4

7
.
1

1
4
.
3

1
7
.
9

5
3
.
6

7
.
1

あ
い
さ
つ

は
す
る

3
4
1

8
.
2

1
5
.
5

1
8
.
8

5
3
.
4

4
.
1

ほ
と
ん
ど

付
き
合

い
が
な

い
1
5
3

1
.
3

1
3
.
1

1
3
.
1

7
0
.
6

2
.
0

そ
の
他

1
1
0
0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

有 効 回 答 数 （ 件 ）

活 動 し て い る

現 在 は 活 動 し て い な い が 、

過 去 に 活 動 し た こ と が あ る

活 動 し た こ と は な い が 、 今

後 活 動 し た い

活 動 し た こ と が な く 、 今 後

も 活 動 し な い と 思 う

無 回 答

亀
崎

地
区

8
0

1
2.

5
1
3.

8
13

.8
5
5.

0
5
.0

乙
川

地
区

13
4

3.
7

1
2.

7
20

.1
5
8.

2
5
.2

半
田

地
区

18
5

5.
9

1
6.

2
16

.8
5
8.

4
2
.7

成
岩

地
区

12
5

9.
6

1
7.

6
15

.2
5
2.

8
4
.8

青
山

地
区

8
8

8.
0

1
3.

6
15

.9
5
8.

0
4
.5

-76-



 

 

 問
1
6
-1
～

2
は
、
問

16
で
「
活
動
し
て
い
る
」「

現
在
は
活
動
し
て
い
な
い
が
、
過
去

に
活

動
し
た

こ
と

が
あ
る
」
と
答

え
た
方
に

お
聞

き
し

ま
す
。
 

問
1
6
-1
 
ど
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
。（

し
て
い
ま
し
た
か

。）
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
単
位
：
％
 

（
あ
て
は
ま
る
す
べ
て
の
番
号
に
○
）
 

 

6
.6
 

8
.8
 

3
.6
 

1
3.
1 

5
.1
 

10
.
2 

8
.0
 

17
.
5 1
9.
0 

8
.8
 

1
3.
1 

1
2.
4 

9
.5
 

17
.
5 

8.
6
 

6
.6
 

7.
0
 

1
7.
6 

3
.1
 

1
6.
4 

7.
0
 

2
1.
5 

1
1.
3 

5.
9
 

9
.4
 

2
1.
5 

1
1.
7 

2
1.
5 

8.
9
 

8
.3
 

1
7.
5 

4
.9
 

1
5.
1 

8.
6
 

19
.
1 

1
3.
2 

5
.5
 

1
2.
9 

1
6.
0 

1
2.
3 

2
2.
8 

1
9.
2 

1
2.
3 

2
7.
4 

1
4.
7 

7
.5
 

16
.
1 

2
6.
4 

9
.2
 

1
7.
5 

0
.0

5.
0

1
0.
0

1
5.
0

20
.
0

25
.
0

3
0.
0

無
回
答

そ
の
他

住
民
同
士
の
助
け
合
い
組
織
等
の
活
動

地
域
の
人
が
集
う
場
の
運
営
に
関
わ
る
活
動

身
近
な
話
し
相
手
や
相
談
に
関
わ
る
活
動

防
犯
、
防
災
に
関
わ
る
活
動

ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
活
動

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

自
然
や
環
境
保
護
に
関
わ
る
活
動

健
康
づ
く
り
・
医
療
に
関
わ
る
活
動

障
が
い
の
あ
る
方
に
関
わ
る
活
動

高
齢
者
に
関
わ
る
活
動

青
少
年
の
教
育
・
育
成
に
関
わ
る
活
動

子
育
て
や
子
ど
も
に
関
わ
る
活
動

H
25
調
査

H
28
調
査

R
1調

査
R
6調

査

 

 

 年
齢
別

 

 

 
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

活
動
の
種
類

に
つ

い
て

は
、
「
自

然
や
環

境
保

護
に

関
わ
る

活
動

」、
「
子

育
て

や
児

童
に
関

わ
る

活
動
」
、
「
ス

ポ

ー
ツ

・
文

化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
活

動
」

の
割
合
の
順
に

高
い
。
 

 
 

有 効 回 答 数 （ 件 ）

子 育 て や 子 ど も に 関 わ る 活

動
青 少 年 の 教 育 ・ 育 成 に 関 わ

る 活 動

高 齢 者 に 関 わ る 活 動

障 が い の あ る 方 に 関 わ る 活

動
健 康 づ く り ・ 医 療 に 関 わ る

活 動
自 然 や 環 境 保 護 に 関 わ る 活

動
ス ポ ー ツ ・ 文 化 ・ レ ク リ

エ ー シ ョ ン 活 動

ま ち づ く り に 関 わ る 活 動

防 犯 、 防 災 に 関 わ る 活 動

身 近 な 話 し 相 手 や 相 談 に 関

わ る 活 動

地 域 の 人 が 集 う 場 の 運 営 に

関 わ る 活 動

住 民 同 士 の 助 け 合 い 組 織 等

の 活 動

そ の 他

無 回 答

1
0
代

～
2
0
代

2
6

1
1
.
5

1
1
.
5

1
1
.
5

7
.
7

7
.
7

4
6
.
2

2
3
.
1

1
9
.
2

7
.
7

3
.
8

7
.
7

0
.
0

0
.
0

7
.
7

3
0
代

1
9

2
6
.
3

0
.
0

1
0
.
5

1
0
.
5

1
5
.
8

3
1
.
6

2
1
.
1

1
0
.
5

2
1
.
1

5
.
3

5
.
3

0
.
0

5
.
3

0
.
0

4
0
代

1
7

5
.
9

5
.
9

1
1
.
8

1
7
.
6

0
.
0

1
7
.
6

1
1
.
8

5
.
9

5
.
9

1
1
.
8

1
1
.
8

1
1
.
8

1
1
.
8

1
1
.
8

5
0
代

1
3

3
0
.
8

2
3
.
1

7
.
7

3
0
.
8

1
5
.
4

7
.
7

1
5
.
4

7
.
7

1
5
.
4

7
.
7

7
.
7

7
.
7

7
.
7

7
.
7

6
0
代

3
1

2
5
.
8

1
2
.
9

6
.
5

1
2
.
9

6
.
5

9
.
7

1
2
.
9

3
.
2

1
6
.
1

0
.
0

1
9
.
4

0
.
0

9
.
7

3
.
2

7
0
代

1
7

1
1
.
8

5
.
9

1
1
.
8

1
7
.
6

5
.
9

5
.
9

2
3
.
5

0
.
0

0
.
0

5
.
9

2
3
.
5

0
.
0

1
1
.
8

1
1
.
8

8
0
代

以
上

1
4

7
.
1

7
.
1

2
8
.
6

0
.
0

1
4
.
3

0
.
0

1
4
.
3

7
.
1

0
.
0

7
.
1

1
4
.
3

1
4
.
3

2
1
.
4

7
.
1

-77-



 

 

 問
1
6
-2
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。（

１
つ
の
番
号
に
○
）

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
単

位
：

％
 

 

 

2
.9
 

5
.8
 

5
.8
 

0
.0
 

7
.3
 

10
.
9 

14
.
6 

2
.2
 

5
.8
 

2
.2
 3
.6
 

3
.6
 

8
.8
 

3
0.
7 

13
.
9 

6.
3
 7
.8
 

2
.0
 

1.
6
 

2.
7
 

5
.9
 

6.
3
 

3.
9
 

3.
1
 

1
.2
 

5.
5
 

0
.8
 

6.
3
 

2
5.
4 

21
.
5 

1
2.
6 

6
.2
 

5.
2
 

1.
8
 

5.
2
 

4
.9
 7
.1
 

5.
2
 

3
.4
 

0.
6
 

4
.9
 

2
.5
 

5
.8
 

2
3.
7 

10
.
8 

6
.8
 

5
.8
 

0
.7
 

6
.2
 

4.
1
 

4.
1
 

1
.4
 3
.4
 

0
.7
 

3
.4
 

1.
7
 

5
.8
 

2
5.
0 

4
.8
 

0.
0

5
.0

1
0.
0

15
.
0

2
0.
0

2
5.
0

3
0.
0

3
5.
0

無
回
答

そ
の
他

地
域
や
人
と
の
つ
な
が
り
を
求
め
て

市
役
所
・
社
会
福
祉
協
議
会
の
紹
介
を
受
け
て

活
動
し
て
い
る
人
た
ち
を
見
た
り
、
話
を
聞
い
て

学
校
・
大
学
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動
か
ら

学
校
や
職
場
の
勧
め
で

時
間
が
で
き
た
の
で

生
き
が
い
を
求
め
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
広
報
誌
を
見
て

市
報
な
ど
行
政
の
発
行
す
る
情
報
誌
を
見
て

本
、
マ
ス
コ
ミ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
興
味
を
持
っ
た

仕
事
上
の
付
き
合
い
か
ら

友
人
・
知
人
に
誘
わ
れ
て

地
域
の
役
割
か
ら
（
当
番
制
等
）

H
25
調
査

H
28
調
査

R
1調

査
R
6調

査

 

 

 年
齢
別

 

 

 ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
は
じ
め
た

き
っ
か
け
に
つ
い
て

は
、「

友
人
・
知
人
に
誘

わ
れ

て
」
の
割

合
が
最
も
高
い
。
年
代
別

で
み
る

と
7
0
代
が

5
8.
8%
と
最
も
高
い
。
 

今
回
、「

学
校
や
職
場
の
勧

め
で

」
、「

学
校
・
大
学
な
ど
の
サ
ー

ク
ル
活
動
か
ら

」
が

以
前

よ
り
増

加
し

て
お
り
、
特
に
若

い
世
代

の
割

合
が

高
い
。
 

 

                      

有 効 回 答 数 （ 件 ）

地 域 の 役 割 か ら （ 当 番 制

等 ）
友 人 ・ 知 人 に 誘 わ れ て

仕 事 上 の 付 き 合 い か ら

本 、 マ ス コ ミ 、 イ ン タ ー

ネ ッ ト か ら 興 味 を 持 っ た

市 報 な ど 行 政 の 発 行 す る 情

報 誌 を 見 て

ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 等 の 広 報

誌 を 見 て

生 き が い を 求 め て

時 間 が で き た の で

学 校 や 職 場 の 勧 め で

学 校 ・ 大 学 な ど の サ ー ク ル

活 動 か ら

活 動 し て い る 人 た ち を 見 た

り 、 話 を 聞 い て

市 役 所 ・ 社 会 福 祉 協 議 会 の

紹 介 を 受 け て

地 域 や 人 と の つ な が り を 求

め て
そ の 他

無 回 答

1
0
代

～
2
0
代

2
7

1
1
.
1

1
8
.
5

3
.
7

0
.
0

0
.
0

3
.
7

0
.
0

3
.
7

2
9
.
6

2
5
.
9

0
.
0

0
.
0

3
.
7

3
.
7

0
.
0

3
0
代

1
9

0
.
0

2
1
.
1

1
5
.
8

5
.
3

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

4
2
.
1

1
0
.
5

0
.
0

0
.
0

5
.
3

5
.
3

5
.
3

4
0
代

1
7

1
1
.
8

3
5
.
3

1
7
.
6

1
1
.
8

0
.
0

0
.
0

1
1
.
8

5
.
9

5
.
9

2
3
.
5

5
.
9

1
7
.
6

1
7
.
6

5
.
9

0
.
0

5
0
代

1
3

7
.
7

3
0
.
8

2
3
.
1

7
.
7

7
.
7

0
.
0

7
.
7

0
.
0

2
3
.
1

7
.
7

0
.
0

0
.
0

7
.
7

7
.
7

7
.
7

6
0
代

3
1

1
2
.
9

3
2
.
3

6
.
5

3
.
2

3
.
2

6
.
5

3
.
2

0
.
0

0
.
0

3
.
2

1
9
.
4

0
.
0

6
.
5

9
.
7

0
.
0

7
0
代

1
7

1
1
.
8

5
8
.
8

0
.
0

0
.
0

1
7
.
6

0
.
0

5
.
9

0
.
0

0
.
0

0
.
0

1
1
.
8

0
.
0

0
.
0

0
.
0

5
.
9

8
0
代

以
上

1
4

5
0
.
0

2
1
.
4

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

2
1
.
4

7
.
1

0
.
0

0
.
0

7
.
1

0
.
0

0
.
0

7
.
1

0
.
0
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  問
1
6
で

｢活
動
し
た
こ
と
は
な

い
が
、
今
後
活
動
し
た
い
｣と

答
え
た
方
に
も
お

聞
き
し
ま
す

。
 

問
1
6
-3
 
今
後
、
ど
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
。
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
単
位
：
％
 

（
あ
て
は
ま
る
す
べ
て
の
番
号
に
○
）
 

 

1
.9
 

34
.
9 

9
.4
 

8
.5
 

13
.
2 

2
7.
4 

18
.
9 22

.
6 

2
8.
3 

22
.
6 

7.
5
 

2
1.
7 

4
.7
 

1
4.
2 

1
.7

4
2

1
4.
9

12
.
11
4.
4

2
3.
6

1
6.
11
8.
4

2
7.
6

1
5.
5

8

1
4.
9

8.
6

2
4.
7

0
.9

3
4.
4

5
.9

2
4

3.
2

1
3.
6

20
.
8

1
7.
2

17
.
6

8
.1

12
.
2

7.
7

26
.
2

1
.3

4
9.
8

3
.53
.9

1
7.
3

1
6.
9

22
.
9

2
1.
6

2
1.
6

10

1
7.
7

7
.4

2
2.
5

0
.0

1
0.
0

2
0.
0

3
0.
0

4
0.
0

50
.
0

6
0.
0

そ
の
他

特
に
決
め
て
い
な
い
が
、
何
か
社
会
（
地
域
）
貢
献
が
し
た
い

住
民
同
士
の
助
け
合
い
組
織
等
の
活
動

地
域
の
人
が
集
う
場
の
運
営
に
関
わ
る
活
動

身
近
な
話
し
相
手
や
相
談
に
関
わ
る
活
動

防
犯
、
防
災
に
関
わ
る
活
動

ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
活
動

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

自
然
や
環
境
保
護
に
関
わ
る
活
動

健
康
づ
く
り
・
医
療
に
関
わ
る
活
動

障
が
い
の
あ
る
方
に
関
わ
る
活
動

高
齢
者
に
関
わ
る
活
動

青
少
年
の
教
育
・
育
成
に
関
わ
る
活
動

子
育
て
や
子
ど
も
に
関
わ
る
活
動

H
25
調
査

H2
8
調
査

R1
調
査

R6
調
査

 

 

 年
齢
別

 

 

 
 今

後
参
加
し
た

い
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
つ
い
て
は
、「

特
に

決
め
て
い
な

い
が

、
何

か
社
会
（
地

域
）
貢
献
が

し
た
い

」
の
割
合

が
最

も
高

く
、
次
い
で
「
自
然

や
環
境

保
護

に
関
わ
る
活
動

」、
「
防
犯
、
防
災

に
関

わ
る
活

動
」

と
い
う
結
果
と

な
っ

て
い
る

。
 

 
「

子
育

て
や
児
童
に
関
わ
る

活
動
」

の
割

合
が

14
.2
%と

、
R１

調
査

の
24
.
7%
か
ら
減

少
し
て
い
る
。
 

                       

有 効 回 答 数 （ 件 ）

子 育 て や 子 ど も に 関 わ る 活

動
青 少 年 の 教 育 ・ 育 成 に 関 わ

る 活 動

高 齢 者 に 関 わ る 活 動

障 が い の あ る 方 に 関 わ る 活

動
健 康 づ く り ・ 医 療 に 関 わ る

活 動
自 然 や 環 境 保 護 に 関 わ る 活

動
ス ポ ー ツ ・ 文 化 ・ レ ク リ

エ ー シ ョ ン 活 動

ま ち づ く り に 関 わ る 活 動

防 犯 、 防 災 に 関 わ る 活 動

身 近 な 話 し 相 手 や 相 談 に 関

わ る 活 動

地 域 の 人 が 集 う 場 の 運 営 に

関 わ る 活 動

住 民 同 士 の 助 け 合 い 組 織 等

の 活 動

特 に 決 め て い な い が 、 何 か

社 会 （ 地 域 ） 貢 献 が し た い

そ の 他

1
0
代

～
2
0
代

1
4

4
2
.
9

1
4
.
3

7
.
1

7
.
1

3
5
.
7

1
4
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3

2
8
.
6
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1
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3
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.
1

7
.
1

7
.
1

2
8
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0
.
0

3
0
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1
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0
.
0

2
0
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0

0
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0
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0

3
0
.
0

4
0
.
0

2
0
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0

3
0
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

0
.
0

1
0
.
0

1
0
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0

4
0
代

1
8

5
.
6

1
1
.
1

2
7
.
8

1
6
.
7

5
0
.
0

2
7
.
8

2
2
.
2

3
3
.
3

3
8
.
9

2
2
.
2

1
1
.
1

5
.
6

3
8
.
9

0
.
0

5
0
代

2
1

9
.
5

0
.
0

2
8
.
6

4
.
8

1
9
.
0

3
8
.
1

4
.
8

1
4
.
3

3
8
.
1

9
.
5

4
.
8

4
.
8

5
2
.
4

0
.
0

6
0
代

2
2

9
.
1

4
.
5

1
8
.
2

0
.
0

1
3
.
6

3
1
.
8

2
7
.
3

1
8
.
2

1
3
.
6

9
.
1

4
.
5

1
3
.
6

4
0
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9

0
.
0

7
0
代

1
5

6
.
7

0
.
0

2
0
.
0

1
3
.
3

1
3
.
3

2
6
.
7

1
3
.
3

6
.
7

3
3
.
3

1
3
.
3

1
3
.
3

2
0
.
0

3
3
.
3

0
.
0

8
0
代

以
上

4
0
.
0

0
.
0

2
5
.
0

0
.
0

2
5
.
0

0
.
0

7
5
.
0

0
.
0

0
.
0

5
0
.
0

2
5
.
0

0
.
0

0
.
0

2
5
.
0
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 問
1
6
で
「
活
動
し
た
こ
と
は
な

く
、
今
後
も
活
動
し
な
い
と
思
う
」
と
答
え
た

方
に
お
聞
き

し
ま

す
。
 

問
1
6
-4
 
活
動
し
な
い
理
由
は
何
で
す
か
。（

１
つ
の
番
号
に
○
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
単

位
：
％
 

 

      

1.
4
 

8.
7
 

2
1.
0 

1
3.
2 14
.
3 

0
.3
 

1
0.
4 

1
0.
9 

2
0.
7 

1.
4
 

32
.
8 

2
4.
1 

1.
7

16
.
1

8.
2

14
.
4

1
.9

7.
9

1
3.
4

28
.
7

3
.6

3
2

2
4.
3

3.
3

14
.
8

7
.7

1

2.
7

8
.6

1
8.
6

0
.8

27
.
2

1
5.
5 16
.
4

6
.2

0
.81
.3

11
.
4

2
1.
8

0
.5

2
8.
1

1
3.
5

0
.0

5
.0

10
.
0

1
5.
0

2
0.
0

2
5.
0

3
0.
0

3
5.
0

無
回
答

そ
の
他

特
に
理
由
は
な
い

他
人
と
関
わ
り
た
く
な
い

面
倒
だ
か
ら

家
族
の
理
解
が
な
い

メ
リ
ッ
ト
・
魅
力
が
な
い

興
味
が
な
い

体
調
が
す
ぐ
れ
な
い

他
の
人
に
任
せ
て
お
け
ば
よ
い

仕
事
が
忙
し
い

時
間
を
と
ら
れ
た
く
な
い

H2
5
調
査

H
28
調
査

R
1
調
査

R
6
調
査

 

 

 

年
齢

別
 

 

 

活
動
し
な
い
理

由
に
つ
い
て
は
、「

仕
事
が

忙
し
い
」
の
割
合

が
32
.8
%と

最
も

高
い
。
次
い
で
「

時
間
を
と
ら
れ

た
く
な

い
」
が

24
.
1
%、
「

特
に
理
由
は
な

い
」

が
21
.
0%
と

な
っ
て
い
る
。
 

 
 

有 効 回 答 数 （ 件 ）

時 間 を と ら れ た く な い

仕 事 が 忙 し い

他 の 人 に 任 せ て お け ば よ い

体 調 が す ぐ れ な い

興 味 が な い

メ リ ッ ト ・ 魅 力 が な い

家 族 の 理 解 が な い

面 倒 だ か ら

他 人 と 関 わ り た く な い

特 に 理 由 は な い

そ の 他

無 回 答

1
0
代

～
2
0
代

4
8

3
9
.
6

4
1
.
7

2
.
1

6
.
3

1
6
.
7

3
1
.
3

0
.
0

2
2
.
9

1
6
.
7

1
4
.
6

4
.
2

0
.
0

3
0
代

5
3

3
4
.
0

5
8
.
5

1
.
9

1
.
9

1
8
.
9

1
8
.
9

0
.
0

1
5
.
1

1
7
.
0

1
3
.
2

1
.
9

1
.
9

4
0
代

5
7

2
1
.
1

4
0
.
4

5
.
3

1
7
.
5

8
.
8

1
0
.
5

1
.
8

1
0
.
5

1
5
.
8

1
5
.
8

1
.
8

0
.
0

5
0
代

4
8

3
3
.
3

3
9
.
6

0
.
0

1
6
.
7

8
.
3

4
.
2

0
.
0

1
6
.
7

1
4
.
6

2
0
.
8

1
2
.
5

0
.
0

6
0
代

5
5

2
1
.
8

3
4
.
5

0
.
0

2
7
.
3

7
.
3

3
.
6

0
.
0

2
0
.
0

1
2
.
7

2
0
.
0

7
.
3

0
.
0

7
0
代

5
3

1
3
.
2

7
.
5

0
.
0

4
1
.
5

7
.
5

3
.
8

0
.
0

1
1
.
3

9
.
4

2
4
.
5

1
3
.
2

3
.
8

8
0
代

以
上

4
2

4
.
8

2
.
4

0
.
0

3
5
.
7

9
.
5

0
.
0

0
.
0

2
.
4

4
.
8

4
0
.
5

2
3
.
8

4
.
8
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 問
1
7 

あ
な
た
は
、
ど
の
時
間
帯
で
あ
れ
ば
活
動
が
で
き
そ
う
で
す
か
。
（
あ
て
は
ま
る
す
べ

て
の
番
号
に
○

）
単

位
：
％
 

 

9
.0
 

31
.
4 

1
7.
6 

3
.3
 

1
1.
4 

1
2.
0 

6.
2
 

1
3.
3 

1
1.
6 

3.
5
 

7.
4
 

10
.
3 

1
8

21
.
7

16

3
.3

9.
1

1
0.
9

4
.3

9
.4

1
0.
8

4
.3

1
1.
1

1
3.
7

7

2
2.
4

1
3.
6

1
6.
5

13
.
214

.
7

1
3.
6

9
.6

1
3.
7

1
2.
2

8
.7

2
2.
2

11
.
6

1
8

13
.
1

1
2.
9

1
4.
6

9
.6

1
4.
6

14
.
9

1
2.
3

0
.0

5.
0

1
0.
0

15
.
0

2
0.
0

2
5.
0

3
0.
0

3
5.
0

無
回
答

活
動
す
る
時
間
は
な
い

時
間
は
特
に
関
係
な
い

日
曜
・
祝
日
の
夜
間

日
曜
・
祝
日
の
午
後

日
曜
・
祝
日
の
午
前

土
曜
日
の
夜
間

土
曜
日
の
午
後

土
曜
日
の
午
前

平
日
の
夜
間

平
日
の
午
後

平
日
の
午
前

H
25
調
査

H2
8
調
査

R1
調
査

R6
調
査

 

 

 年
齢
別

 

 

 

活
動
が
で
き
そ

う
な
時
間
帯
に
つ

い
て
は
、「

時
間
は
特
に
関
係
な
い

」
の

割
合
が

1
7.
6%
と

最
も

高
い
（
「
活
動
す
る
時

間
は
な

い
」

を
除

く
）。

 

 
ま

た
、
「
活
動
す

る
時

間
は
な

い
」
の

割
合
が

3
1
.4
%と

、
R1

調
査
の

2
1.
7
%
か
ら
増
加
し

て
い
る
。
 

                  

有 効 回 答 数 （ 件 ）

平 日 の 午 前

平 日 の 午 後

平 日 の 夜 間

土 曜 日 の 午 前

土 曜 日 の 午 後

土 曜 日 の 夜 間

日 曜 ・ 祝 日 の 午 前

日 曜 ・ 祝 日 の 午 後

日 曜 ・ 祝 日 の 夜 間

時 間 は 特 に 関 係 な い

活 動 す る 時 間 は な い

無 回 答

1
0
代

～
2
0
代

8
8

1
.
1

2
.
3

6
.
8

2
2
.
7

2
8
.
4

9
.
1

1
9
.
3

2
.
3

2
.
3

1
5
.
9

3
3
.
0

0
.
0

3
0
代

8
3

6
.
0

3
.
6

3
.
6

2
6
.
5

2
5
.
3

9
.
6

2
4
.
1

9
.
6

9
.
6

2
0
.
5

3
2
.
5

0
.
0

4
0
代

9
4

6
.
4

5
.
3

7
.
4

8
.
5

1
3
.
8

1
6
.
0

1
1
.
7

3
.
2

3
.
2

2
0
.
2

3
0
.
9

2
.
1

5
0
代

8
4

2
.
4

1
.
2

3
.
6

9
.
5

1
3
.
1

7
.
1

9
.
5

9
.
5

9
.
5

1
3
.
1

4
6
.
4

2
.
4

6
0
代

1
1
3

1
6
.
8

9
.
7

1
.
8

6
.
2

6
.
2

1
.
8

6
.
2

2
.
7

2
.
7

1
9
.
5

3
6
.
3

4
.
4

7
0
代

8
6

1
4
.
0

1
8
.
6

0
.
0

5
.
8

4
.
7

0
.
0

8
.
1

0
.
0

0
.
0

2
5
.
6

2
2
.
1

1
4
.
0

8
0
代

以
上

8
0

2
3
.
8

1
0
.
0

0
.
0

3
.
8

3
.
8

0
.
0

2
.
5

7
.
5

7
.
5

7
.
5

1
6
.
3

4
3
.
8
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 ４
 
災
害
時
に
お

け
る
助
け
合
い
に

つ
い
て

 

問
1
8 

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
、
災
害
時
に
お
け
る
地
域
の
助
け
合

い
は
、
非
常
に
重
要

な
こ

と
で
す

。
あ

な
た
の
住

む
地
域
に
お
け
る
災
害
時
の
備
え
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
重

要
だ

と
思
い

ま
す
か

。（
３
つ
ま

で
番

号
に

○
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

単
位
：
％
 

 

 「
危
険
箇
所
・
避
難
経
路
の
把
握
」
が
、
57
.1
％
と
最
も
多
く
。「

日
頃
の
近
所
付

き
合
い

、
あ

い
さ

つ
、
声
か

け
等
」
が
２

番
目

に
多

い
が

、
R1

調
査
よ
り
低
下
し

40
.
3％

と
な
っ
て
い
る
。
 

    

5
.7
 

1.
6
 

18
.
7 22

.
7 2
5.
4 

1
0.
8 

5
7.
1 

2
1.
7 

4
0.
3 

1
5.
8 

8
.7

2
.4

1
3.
3

2
3.
3

2
3

7
.7

5
0.
9

2
6.
4

4
7.
6

1
9.
3

3
.5

2
.9

1
6

15
.
4

3
6.
6

1
2.
5

4
7.
6

3
7.
8

48
.
9

2
1.
7

2

1
8.
2

1
7.
2

3
3.
4

1
1.
3

4
6.
2

3
9.
8

44
.
8

24
.
9

0
.0

1
0.
0

2
0.
0

3
0.
0

4
0.
0

5
0.
0

6
0.
0

無
回
答

そ
の
他

地
域
の
要
配
慮
者
の
把
握
・
情
報
伝
達
の
仕
組
み
づ
く
り

地
域
に
お
け
る
情
報
の
共
有
・
把
握
（
住
民
個
々
の
取
組
や

ニ
ー
ズ
等
）

地
域
に
お
け
る
助
け
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

危
険
箇
所
・
避
難
経
路
の
把
握

地
域
で
の
避
難
訓
練

日
頃
の
近
所
付
き
合
い
、
あ
い
さ
つ
、
声
か
け
等

災
害
対
策
の
学
習
会

H
25
調
査

H
28
調
査

R1
調
査

R6
調
査

 

 

 問
1
9 

大
規

模
災
害
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
、
被

災
後

の
生
活

に
お

い
て
、
あ
な
た

は
誰

を
頼
り
に
し

ま
す
か
。（

あ
て

は
ま
る
す

べ
て
の
番

号
に
○
）
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

単
位
：
％
 

 
         

3.
2
 

1
.3
 6
.5
 

4
1.
5 

10
.
1 

1
7.
4 

2
8.
5 

1
8.
7 

78
.
4 

5
.1

0.
4

6
.4

41
.
6

8.
4

2
0.
3

2
6.
2

2
3.
7

8
1.
7

2.
4

3.
4

4
5.
1

1
0.
7

2
6.
9

33
.
8

30
.
8

8
4.
9

2
.1

4
7.
9

1
0.
2

2
5.
2

3
3.
5

3
0.
2

8
6.
1

0
.0

1
0.
0

2
0.
0

3
0.
0

4
0.
0

50
.
0

6
0.
0

7
0.
0

8
0.
0

90
.
0

1
00
.0

無
回
答

そ
の
他

特
に
い
な
い

行
政
（
市
役
所
な
ど
）

社
会
福
祉
協
議
会

自
主
防
災
組
織
（
自
治
区
な
ど
）

友
人
・
知
人

近
所
の
人

家
族
・
親
族

H
25
調
査

H
28
調
査

R1
調
査

R6
調
査
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 居
住
地
区
別

 

 

 近
所
付
き
合
い
の
程
度
別

 

 

 

頼
り
に
す
る
人
に
つ
い
て
、「

家
族
・
親
族
」
が
、
最
も
多
い
。
地
区
別
に
み
る
と
、「

亀
崎

地
区
」
は
「

家
族
・
親
族
」
と
回

答

さ
れ

て
い

る
割
合
が
最
も
多
い
。
 

「
問

8
近
隣
の
人
と
の
付
き
合
い
程
度
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
照
ら
し
合
わ
せ
る

と
、「

日
ご
ろ

か
ら

助
け
合
っ
て
い

る
」
と
回

答
さ

れ
た

方
は
、
本
質
問
で
被
災
後
の
生
活
で
頼
り
に
す
る
人
は
、「

近
所
の
人
」
と
回
答

さ
れ
た
数
が
多
く
、
日
ご
ろ
か

ら
助

け
合

っ
て

い
る

方
は
近
所
の
人
を
頼
り
と
し
て
い
る
結
果
と
な
っ
た
。
 

 

有 効 回 答 数 （ 件 ）

家 族 ・ 親 族

近 所 の 人

友 人 ・ 知 人

自 主 防 災 組 織

社 会 福 祉 協 議 会

行 政
特 に い な い

そ の 他

無 回 答

亀
崎
地
区

8
0

9
1
.
3

3
0
.
0

2
8
.
8

1
6
.
3

5
.
0

3
6
.
3

1
.
3

0
.
0

0
.
0

乙
川
地
区

1
3
4

7
6
.
1

2
1
.
6

2
7
.
6

1
8
.
7

3
.
7

4
1
.
8

0
.
0

2
.
2

2
.
2

半
田
地
区

1
8
5

7
5
.
1

1
3
.
0

2
4
.
9

1
8
.
9

9
.
2

4
3
.
2

1
.
6

3
.
2

3
.
2

成
岩
地
区

1
2
5

7
7
.
6

2
0
.
0

3
4
.
4

1
7
.
6

1
3
.
6

4
7
.
2

0
.
0

4
.
8

4
.
8

青
山
地
区

8
8

8
1
.
8

1
2
.
5

2
7
.
3

1
1
.
4

8
.
0

3
4
.
1

4
.
5

3
.
4

3
.
4

有 効 回 答 数 （ 件 ）

家 族 ・ 親 族

近 所 の 人

友 人 ・ 知 人

自 主 防 災 組 織

社 会 福 祉 協 議 会

行 政
特 に い な い

そ の 他

無 回 答

日
頃

か
ら
助

け
合

っ
て
い

る
4
5

7
5
.
6

5
5
.
6

4
0
.
0

3
1
.
1

1
3
.
3

4
6
.
7

2
.
2

4
.
4

4
.
4

気
の

合
っ
た

人
と

は
親
し

く
し

て
い
る

9
2

8
0
.
4

4
6
.
7

3
5
.
9

2
3
.
9

1
5
.
2

4
5
.
7

1
.
1

7
.
6

7
.
6

あ
い

さ
つ
は

す
る

3
5
1

8
0
.
6

1
6
.
0

2
7
.
9

1
8
.
5

1
0
.
0

4
1
.
3

0
.
9

2
.
6

2
.
6

ほ
と

ん
ど
付

き
合

い
が
な

い
1
5
5

7
2
.
9

1
.
9

2
3
.
9

7
.
7

7
.
7

3
6
.
8

1
.
9

2
.
6

2
.
6

そ
の

他
2

1
0
0
.
0

5
0
.
0

0
.
0

5
0
.
0

5
0
.
0

5
0
.
0

5
0
.
0

0
.
0

0
.
0

 

 

 ５
 
地
域
の
課
題

に
つ
い
て

 

問
2
0 

あ
な

た
は

地
域
の
課
題
に
対
し

て
、
ど
の
よ
う
な
活

動
を
し
た
り

、
学

ん
だ
り
し
た

い
と
思
い
ま
す

か
。
 

（
３
つ
ま

で
番
号
に
○
）
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

単
位
：
％
 

 

6
.2
 

1.
4
 

3
5.
2 

3
.2
 

3
.8
 

4
.0
 

8.
2
 

1.
4
 

4.
8
 

4.
9
 

1
0.
0 

4
.1
 

1
1.
1 

7
.8
 

7
.9
 

7
.1
 

20
.
4 

7
.6
 

2
1.
2 

2
0.
2

4
.1

4
.1

3
.6

5
.35.
8

2
.2

8
.1

1
0.
2

10
.
1

3
.5

1
2.
7

11
.
5

7
.5

6.
5

27
.
2

11
.
5

29
.
3

1
3.
6

6
.1

3
.74
.5

7.
9

2
.2

10
.
9

1
1.
2

7.
9

14
.
6

1
5.
7

6
.7

6
.2

3
0.
6

1
0.
5

3
0.
5

16
.
2

4.
86.

5

6
.2

5.
8

2.
8

10
.
81
2.
7

1
1.
2

1
5

1
3.
6

8
.18
.8

0

1
4.
1

3
2.
9

0.
0

5.
0

1
0.
0

1
5.
0

20
.
0

2
5.
0

3
0.
0

3
5.
0

4
0.
0

無
回
答

そ
の
他

特
に
な
い

ふ
く
し
井
戸
端
会
議
や
ふ
く
し
勉
強
会
等
へ
の
参
加

相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

外
国
籍
市
民
に
つ
い
て
学
び
た
い

貧
困
、
生
活
困
窮
に
関
す
る
こ
と

Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
こ
と

不
登
校
、
い
じ
め
、
ニ
ー
ト
に
関
す
る
こ
と

子
ど
も
と
の
接
し
方
・
支
援

高
齢
者
と
の
接
し
方
・
支
援

障
が
い
の
あ
る
方
と
の
接
し
方
・
支
援

地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
し
て
い
る
方
と
の
交
流

子
ど
も
と
の
交
流

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
等
と
の
交
流

手
話
・
点
字
な
ど
の
習
得

福
祉
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
を
知
る
（
見
学
等
）

街
の
中
の
花
壇
な
ど
の
整
備

道
路
や
公
園
な
ど
の
ゴ
ミ
拾
い

H
25
調
査

H
28
調
査

R1
調
査

R6
調
査

-83-



 

 

 年
齢
別

 

 

 居
住
地
区
別

 

 

「
特
に
な
い
」
が
、
最
も
多
い
。「

年
代
別
」
に
み
る
と
、「

5
0
代
」
以
上
の
年
代

で
は
「
福

祉
施
設
や
サ

ー
ビ

ス
を
知

る
（
見
学

等
）
」
の
割
合
が

2
0％

を
超
え
て
い
る
。
地
区
別
に
み
る
と
、
「
青
山
地
区
」
で
「
福
祉
施
設

や
サ

ー
ビ
ス
を
知
る

（
見

学
等
）
」
と

回
答

さ
れ

た
方
の
割
合
が
最
も
多
い
。
 

         

有 効 回 答 数 （ 件 ）

道 路 や 公 園 な ど の ゴ ミ 拾 い

街 の 中 の 花 壇 な ど の 整 備

福 祉 施 設 や サ ー ビ ス を 知 る

（ 見 学 等 ）

手 話 ・ 点 字 な ど の 習 得

高 齢 者 や 障 が い の あ る 方 等

と の 交 流

子 ど も と の 交 流

地 域 で ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 し

て い る 方 と の 交 流

障 が い の あ る 方 と の 接 し

方 ・ 支 援

高 齢 者 と の 接 し 方 ・ 支 援

子 ど も と の 接 し 方 ・ 支 援

不 登 校 、 い じ め 、 ニ ー ト に

関 す る こ と

Ｄ Ｖ に 関 す る こ と

貧 困 、 生 活 困 窮 に 関 す る こ

と
外 国 籍 市 民 に つ い て 学 び た

い
相 談 ボ ラ ン テ ィ ア や 傾 聴 ボ

ラ ン テ ィ ア

ふ く し 井 戸 端 会 議 や ふ く し

勉 強 会 等 へ の 参 加

特 に な い

そ の 他

無 回 答

10
代

～
20

代
88

29
.5

12
.5

10
.2

12
.5

5.
7

15
.9

10
.2

9.
1

9.
1

9.
1

9.
1

3.
4

4.
5

2.
3

1.
1

0.
0

36
.4

1.
1

0.
0

30
代

83
16

.9
8.

4
14

.5
13

.3
8.

4
13

.3
7.

2
12

.0
7.

2
6.

0
10

.8
2.

4
8.

4
3.

6
1.

2
1.

2
42

.2
1.

2
0.

0

40
代

94
20

.2
8.

5
18

.1
6.

4
9.

6
5.

3
8.

5
6.

4
10

.6
7.

4
3.

2
1.

1
13

.8
7.

4
4.

3
4.

3
38

.3
3.

2
2.

1

50
代

84
23

.8
9.

5
28

.6
7.

1
6.

0
1.

2
10

.7
4.

8
8.

3
4.

8
3.

6
1.

2
16

.7
7.

1
3.

6
4.

8
33

.3
0.

0
1.

2

60
代

11
3

25
.7

8.
8

26
.5

6.
2

8.
0

8.
8

8.
8

3.
5

9.
7

5.
3

6.
2

0.
9

7.
1

2.
7

8.
0

4.
4

31
.0

1.
8

4.
4

70
代

86
20

.9
3.

5
22

.1
2.

3
10

.5
5.

8
17

.4
4.

7
9.

3
0.

0
0.

0
1.

2
5.

8
2.

3
5.

8
3.

5
38

.4
0.

0
10

.5

80
代

以
上

80
8.

8
1.

3
22

.5
2.

5
7.

5
2.

5
16

.3
2.

5
15

.0
1.

3
0.

0
0.

0
1.

3
2.

5
1.

3
5.

0
26

.3
2.

5
26

.3

有 効 回 答 数 （ 件 ）

道 路 や 公 園 な ど の ゴ ミ 拾 い

街 の 中 の 花 壇 な ど の 整 備

福 祉 施 設 や サ ー ビ ス を 知 る

（ 見 学 等 ）

手 話 ・ 点 字 な ど の 習 得

高 齢 者 や 障 が い の あ る 方 等

と の 交 流

子 ど も と の 交 流

地 域 で ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 し

て い る 方 と の 交 流

障 が い の あ る 方 と の 接 し

方 ・ 支 援

高 齢 者 と の 接 し 方 ・ 支 援

子 ど も と の 接 し 方 ・ 支 援

不 登 校 、 い じ め 、 ニ ー ト に

関 す る こ と

Ｄ Ｖ に 関 す る こ と

貧 困 、 生 活 困 窮 に 関 す る こ

と
外 国 籍 市 民 に つ い て 学 び た

い
相 談 ボ ラ ン テ ィ ア や 傾 聴 ボ

ラ ン テ ィ ア

ふ く し 井 戸 端 会 議 や ふ く し

勉 強 会 等 へ の 参 加

特 に な い

そ の 他

無 回 答

亀
崎

地
区

80
30

.0
11

.3
22

.5
6.

3
5.

0
8.

8
16

.3
1.

3
11

.3
5.

0
5.

0
1.

3
8.

8
2.

5
5.

0
0.

0
30

.0
2.

5
2.

5

乙
川

地
区

13
4

18
.7

5.
2

18
.7

8.
2

8.
2

7.
5

12
.7

6.
0

11
.9

5.
2

3.
0

1.
5

8.
2

3.
7

4.
5

5.
2

41
.8

0.
0

5.
2

半
田

地
区

18
5

18
.4

7.
0

21
.1

7.
6

9.
7

6.
5

9.
2

5.
9

10
.3

5.
4

4.
9

1.
6

9.
2

4.
3

3.
8

3.
8

34
.6

2.
7

4.
3

成
岩

地
区

12
5

21
.6

8.
0

21
.6

6.
4

7.
2

7.
2

12
.0

1.
6

9.
6

8.
0

5.
6

0.
8

6.
4

5.
6

4.
8

2.
4

32
.8

0.
0

5.
6

青
山

地
区

88
21

.6
10

.2
21

.6
6.

8
9.

1
10

.2
8.

0
4.

5
6.

8
0.

0
6.

8
2.

3
9.

1
2.

3
1.

1
3.

4
33

.0
2.

3
11

.4

 

 

 問
2
1 

あ
な

た
が

地
域
の
課
題
を
知
る
・
感

じ
る
機
会
は
、
次
の
う
ち
ど
の
よ

う
な
と
き
で

す
か

。
 
 
 
 
 

 
 

 
単
位
：
％
 

（
３
つ
ま

で
番
号
に
○
）
 

 

 

4.
1
 

1
.3
 

2
0.
8 

7.
4
 

7
.0
 

0.
2
 

1
.0
 4
.9
 

2.
2
 

1
2.
5 

44
.
8 

2
9.
8 

1
.3
 

1
.1
 

1
.1
 

1
4.
7 

4
.6
 

1
9.
5 

6
.5
 9
.6

2
.5

7.
6

4
.5

1

3.
1

3
.44.
1

4.
6

5
6.
4

4
.1
6

1
.9

1
.7

1

1
8.
8

3
.7

3
2.
7

1
2.
4

7
.8

4
.7

13
.
8

0
.9

5
.36.

6

5
.2

48
.
7

4
1.
4

4
.7

3
.5

2
.5

1
8.
7

2
.7

2
0.
3

6.
6

1
0.
6

4.
9

1
1.
6

2

5.
77
.1

5.
7

4
9.
2

3
9.
6

4
.8

3.
1

1
.7

19
.
3

2.
1

1
8

8

0.
0

10
.
0

2
0.
0

3
0.
0

4
0.
0

5
0.
0

60
.
0

無
回
答

そ
の
他

特
に
そ
の
よ
う
な
機
会
は
な
い

地
域
の
課
題
を
感
じ
た
こ
と
は
な
い

Ｓ
Ｎ
Ｓ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
発
行
し
て
い
る
会
報

学
校
が
発
行
し
て
い
る
通
信

地
域
で
発
行
さ
れ
て
い
る
情
報
紙
な
ど

半
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
広
報
紙
（
は
な
ち
ゃ
ん
通
信
）

半
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
ん
だ
市
報

回
覧
板

公
民
館
で
の
講
座

市
議
会
議
員
と
の
話
し
合
い

区
長
と
の
話
し
合
い

地
域
の
現
状
を
見
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
の
話

近
所
の
人
と
の
会
話

地
区
の
寄
り
合
い
（
会
合
）

H
25
調
査

H
28
調
査

R1
調
査

R6
調
査

-84-



 

 

 年
齢
別

 

 

 居
住
地
区
別

 

 

 「
は
ん
だ
市
報
」
と
「
回
覧
板
」
が
多
い
。
令
和
元
年
度
調
査
と
比
べ
、「

回
覧
板
」
と
「
半
田
市
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ
」
が
増

加
し
て

い
る

。
 

「
年
齢
別
」
に
み
る
と
、「

10
代
」
か
ら
「
3
0
代
」
は
「
S
NS
」
と
回
答
さ
れ
た
方
が

1
0％

以
上

と
な

っ
て
お
り
、「

60
代
」
以
上

は
「

回
覧

板
」
が

40
％
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
 

 
「

地
区

別
」
に
み
る
と
、「

乙
川
地
区
」
は
「
回
覧
板
」
と
回
答
さ
れ
た
方
の

割
合
が
最
も

多
い

。
 

      

有 効 回 答 数 （ 件 ）

地 区 の 寄 り 合 い （ 会 合 ）

近 所 の 人 と の 会 話

ボ ラ ン テ ィ ア の 人 の 話

地 域 の 現 状 を 見 て

区 長 と の 話 し 合 い

市 議 会 議 員 と の 話 し 合 い

公 民 館 で の 講 座

回 覧 板

は ん だ 市 報

半 田 市 ホ ー ム ペ ー ジ

半 田 市 社 会 福 祉 協 議 会 の 広

報 紙 （ は な ち ゃ ん 通 信 ）

地 域 で 発 行 さ れ て い る 情 報

紙 な ど

学 校 が 発 行 し て い る 通 信

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 、 ボ ラ ン テ ィ ア

団 体 が 発 行 し て い る 会 報

S N S

地 域 の 課 題 を 感 じ た こ と は

な い
特 に そ の よ う な 機 会 は な い

そ の 他

無 回 答

1
0
代

～
2
0
代

8
8

5
.
7

1
2
.
5

3
.
4

2
1
.
6

2
.
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2
.
3

2
.
3

1
2
.
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2
3
.
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.
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1
.
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3
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0
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1
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3
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3
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1
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2

2
1
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1
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2

1
.
2

0
.
0

1
3
.
3

3
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0
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2
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1
.
2

4
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3
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0
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1
.
1

1
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1

4
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1
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1

0
.
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7
.
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2
.
1

0
.
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1
3
.
8

9
.
6

2
0
.
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3
.
2

2
.
1

5
0
代

8
4

9
.
5

1
0
.
7

4
.
8

1
5
.
5

2
.
4

0
.
0

1
.
2

2
3
.
8

4
2
.
9

1
5
.
5

1
.
2

6
.
0

1
.
2

1
.
2

3
.
6

3
.
6

2
3
.
8

1
.
2

0
.
0

6
0
代

1
1
3

7
.
1

1
9
.
5

8
.
8

1
5
.
9

0
.
0

1
.
8

0
.
0

4
1
.
6

5
4
.
9

1
6
.
8

3
.
5

2
.
7

0
.
0

0
.
9

1
.
8

3
.
5

1
7
.
7

0
.
9

4
.
4

7
0
代

8
6

7
.
0

2
6
.
7

3
.
5

7
.
0

1
.
2

0
.
0

1
.
2

5
2
.
3

6
1
.
6

3
.
5

2
.
3

1
.
2

1
.
2

0
.
0

3
.
5

3
.
5

1
4
.
0

1
.
2

7
.
0

8
0
代

以
上

8
0

8
.
8

3
8
.
8

6
.
3

6
.
3

1
.
3

2
.
5

3
.
8

4
6
.
3

4
7
.
5

6
.
3

7
.
5

6
.
3

0
.
0

0
.
0

0
.
0

3
.
8

7
.
5

1
.
3

1
5
.
0

有 効 回 答 数 （ 件 ）

地 区 の 寄 り 合 い （ 会 合 ）

近 所 の 人 と の 会 話

ボ ラ ン テ ィ ア の 人 の 話

地 域 の 現 状 を 見 て

区 長 と の 話 し 合 い

市 議 会 議 員 と の 話 し 合 い

公 民 館 で の 講 座

回 覧 板

は ん だ 市 報

半 田 市 ホ ー ム ペ ー ジ

半 田 市 社 会 福 祉 協 議 会 の 広

報 紙 （ は な ち ゃ ん 通 信 ）

地 域 で 発 行 さ れ て い る 情 報

紙 な ど

学 校 が 発 行 し て い る 通 信

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 、 ボ ラ ン テ ィ ア

団 体 が 発 行 し て い る 会 報

S N S

地 域 の 課 題 を 感 じ た こ と は

な い
特 に そ の よ う な 機 会 は な い

そ の 他

無 回 答

亀
崎

地
区

8
0

8
.
8

2
2
.
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1
0
.
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.
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乙
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地
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半
田

地
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2
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.
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4
.
3

0
.
5

0
.
0
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.
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7
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3
.
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1
.
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4
.
9

成
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地
区
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7
.
2

2
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.
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2
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0
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2
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0
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0
.
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3
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青
山

地
区

8
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3
.
4

1
4
.
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4
.
5

1
3
.
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0
.
0

0
.
0

1
.
1

2
9
.
5

3
7
.
5

1
2
.
5

3
.
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1
0
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2

0
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0

0
.
0

5
.
7

9
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1

2
6
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1

1
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 ６
 
半
田
市
地
域

福
祉
計
画
に
つ
い

て
 

問
2
2 

半
田

市
地

域
福
祉
計
画
を
ご
存

知
で
す
か
。（

１
つ
の

番
号
に
○
）

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
単

位
：

％
 

 

 年
齢
別

 

 

 

「
聞
い
た
こ
と

が
な
い
」
と
最

も
多
い

。「
年
代
別
」
に
み
る

と
「

2
0
代

以
下
」
の

7
0％

以
上
が
「
聞
い

た
こ

と
が
な
い
」
と
回

答
し

て
い

る
。
 

5.
2
 

57
.
1 

31
.
2 

5
.7
 

0
.8
 

8
.5

4
6.
8

3
6.
7

6
.4

1.
6 3
.8

4
8.
9

3
9.
8

6

2
.2

6
.3

43
.
1

3
9.
6

8
.3

2
.7

0
.0

1
0.
0

20
.
0

3
0.
0

40
.
0

50
.
0

6
0.
0

無
回
答

聞
い
た
こ
と
が
な
い

聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
、
ど
ん
な
計
画
か
は
知
ら
な
い

ど
の
よ
う
な
計
画
か
少
し
知
っ
て
い
る

ど
の
よ
う
な
計
画
か
大
体
し
っ
て
い
る

H2
5
調
査

H2
8
調
査

R1
調
査

R
6
調
査

有 効 回 答 数 （ 件 ）

ど の よ う な 計 画 か 大 体 し っ

て い る

ど の よ う な 計 画 か 少 し 知 っ

て い る

聞 い た こ と は あ る が 、 ど ん

な 計 画 か は 知 ら な い

聞 い た こ と が な い

無 回 答

1
0
代
～
2
0
代

8
8

1
.
1

4
.
5

1
8
.
2

7
3
.
9

2
.
3

3
0
代

8
3

1
.
2

6
.
0

1
9
.
3

7
2
.
3

1
.
2

4
0
代

9
4

1
.
1

6
.
4

2
5
.
5

6
4
.
9

2
.
1

5
0
代

8
4

2
.
4

2
.
4

3
6
.
9

5
8
.
3

0
.
0

6
0
代

1
1
3

0
.
0

5
.
3

3
9
.
8

4
9
.
6

5
.
3

7
0
代

8
6

0
.
0

2
.
3

3
9
.
5

4
6
.
5

1
1
.
6

8
0
代
以
上

8
0

0
.
0

1
1
.
3

3
8
.
8

3
5
.
0

1
5
.
0
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 問
2
3 

以
下
の
項
目
で
知
っ
て
い
る
・
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
も
の
は
何
で
す
か
。（

あ
て
は
ま

る
す
べ
て
の
番

号
に

○
）
単

位
：

％
 

 

 年
齢
別

 

 

7
.1
 

3
2.
3 3
6.
5 

5
.1
 

1
2.
7 

2
6.
5 

2
0.
9 

1
5.
8 

1
.4
 

38

3.
6

1
3.
6

3
1.
4

2
6.
3

1
2.
5

0
.2

48
.
8

3
4.
7

1
4.
1

1
.9

4
9.
5

2
6.
5

1
5.
5

1
.4

0
.0

1
0.
0

20
.
0

3
0.
0

40
.
0

5
0.
0

60
.
0

無
回
答

特
に
聞
い
た
こ
と
は
な
い

子
ど
も
食
堂

住
民
同
士
の
助
け
合
い
組
織

地
域
サ
ロ
ン

福
祉
セ
ン
タ
ー

地
域
ふ
れ
あ
い
施
設

ふ
く
し
相
談
窓
口

ふ
く
し
共
育

H
25
調
査

H
28
調
査

R
1調

査
R
6調

査

有 効 回 答 数 （ 件 ）

ふ く し 共 育

ふ く し 相 談 窓 口

地 域 ふ れ あ い 施 設

福 祉 セ ン タ ー

地 域 サ ロ ン

住 民 同 士 の 助 け 合 い 組 織

子 ど も 食 堂

特 に 聞 い た こ と は な い

無 回 答

1
0
代

～
2
0
代

8
9

1
.
1

9
.
0

2
0
.
2

3
7
.
1

3
.
4

1
.
1

4
3
.
8

3
1
.
5

0
.
0

3
0
代

8
3

3
.
6

1
4
.
5

1
0
.
8

1
9
.
3

1
3
.
3

1
.
2

4
2
.
2

4
1
.
0

2
.
4

4
0
代

9
4

3
.
2

1
7
.
0

1
4
.
9

2
0
.
2

1
2
.
8

5
.
3

3
7
.
2

3
7
.
2

4
.
3

5
0
代

8
4

0
.
0

1
5
.
5

1
9
.
0

2
5
.
0

1
3
.
1

6
.
0

4
5
.
2

2
9
.
8

2
.
4

6
0
代

1
1
3

1
.
8

2
0
.
4

2
5
.
7

2
4
.
8

1
6
.
8

6
.
2

4
0
.
7

3
1
.
0

7
.
1

7
0
代

8
6

0
.
0

1
2
.
8

2
9
.
1

3
0
.
2

1
7
.
4

5
.
8

2
6
.
7

2
6
.
7

1
5
.
1

8
0
代

以
上

8
0

0
.
0

2
0
.
0

2
5
.
0

3
0
.
0

1
0
.
0

7
.
5

1
6
.
3

2
8
.
8

2
0
.
0

 

 

 居
住
地
区

別
 

 

 

令
和

6
年
度
調

査
よ
り
項
目
を
新

設
し
た
「

子
ど
も
食
堂
」
が

最
も

多
い
。
子
ど
も
食
堂
が

地
域
に
と
っ
て

身
近

な
も
の

で
あ
る

こ
と

が
分

か
る
結
果
と
な
っ
た

。
 

「
年
齢
別
」
に
み

る
と
、「

60
代

以
上
」
で
は
「
地
域
ふ
れ
あ
い

施
設
」
や
「

福
祉

セ
ン
タ

ー
」
の
割

合
が

高
く
、「

3
0
代

以
下
」

と
「

50
・

60
代
」

に
お
い
て
「
子
ど
も

食
堂
」
の
割
合
が
高

い
。
 

地
区
別
に
み
る

と
、
「
乙
川
地
区
」

で
「
地
域
ふ
れ

あ
い

施
設
」
の
割

合
が

多
い
。
 

   

有 効 回 答 数 （ 件 ）

ふ く し 共 育

ふ く し 相 談 窓 口

地 域 ふ れ あ い 施 設

福 祉 セ ン タ ー

地 域 サ ロ ン

住 民 同 士 の 助 け 合 い 組 織

子 ど も 食 堂

特 に 聞 い た こ と は な い

無 回 答

亀
崎
地
区

8
0

0
.
0

1
6
.
3

2
1
.
3

4
1
.
3

1
3
.
8

8
.
8

3
2
.
5

2
8
.
8

2
.
5

乙
川
地
区

1
3
4

1
.
5

2
1
.
6

3
2
.
1

2
1
.
6

9
.
7

3
.
0

3
5
.
1

2
9
.
1

9
.
0

半
田
地
区

1
8
7

2
.
1

1
1
.
2

2
0
.
3

2
4
.
6

1
0
.
7

5
.
3

3
8
.
5

2
9
.
9

8
.
6

成
岩
地
区

1
2
5

2
.
4

1
7
.
6

1
6
.
8

2
7
.
2

2
0
.
8

4
.
8

4
5
.
6

3
6
.
8

3
.
2

青
山
地
区

8
8

0
.
0

1
5
.
9

1
0
.
2

2
6
.
1

1
0
.
2

3
.
4

2
7
.
3

3
7
.
5

9
.
1
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 問
2
4 

以
下
の
項
目
で
参
加
（
利
用
）
し
た
こ
と
が
あ
る
も
の
は
何
で
す
か
。
（
あ
て
は
ま
る

す
べ
て
の
番
号

に
○

）
 
単

位
：

％
 

 

 年
齢

別
 

 

5.
7
 

7
8.
3 

2
.1
 

1
.9
 

3
.2
 7
.8
 

6
.0
 

3
.2
 

0
.3
 

3
8

3.
6

1
3.
6

31
.
4

2
6.
3

12
.
5

0.
2

4
8.
8

3
4.
7

14
.
1

1
.9

4
9.
5

2
6.
5

1
5.
5

1
.4

0
.0

1
0.
0

20
.
0

30
.
0

40
.
0

5
0.
0

6
0.
0

7
0.
0

8
0.
0

9
0.
0

無
回
答

特
に
な
い

子
ど
も
食
堂

住
民
同
士
の
助
け
合
い
組
織

地
域
サ
ロ
ン

福
祉
セ
ン
タ
ー

地
域
ふ
れ
あ
い
施
設

ふ
く
し
相
談
窓
口

ふ
く
し
共
育

H
25
調
査

H
28
調
査

R
1調

査
R
6調

査

有 効 回 答 数 （ 件 ）

ふ く し 共 育

ふ く し 相 談 窓 口

地 域 ふ れ あ い 施 設

福 祉 セ ン タ ー

地 域 サ ロ ン

住 民 同 士 の 助 け 合 い 組 織

子 ど も 食 堂

特 に な い

無 回 答

1
0
代
～

2
0
代

8
8

0
.
0

2
.
3

5
.
7

9
.
1

1
.
1

1
.
1

3
.
4

8
3
.
0

0
.
0

3
0
代

8
3

0
.
0

2
.
4

2
.
4

1
.
2

3
.
6

1
.
2

2
.
4

9
0
.
4

1
.
2

4
0
代

9
4

1
.
1

6
.
4

4
.
3

5
.
3

4
.
3

3
.
2

2
.
1

8
3
.
0

3
.
2

5
0
代

8
4

0
.
0

0
.
0

2
.
4

6
.
0

1
.
2

0
.
0

0
.
0

9
0
.
5

0
.
0

6
0
代

1
1
3

0
.
9

2
.
7

2
.
7

8
.
0

1
.
8

2
.
7

2
.
7

8
0
.
5

4
.
4

7
0
代

8
6

0
.
0

3
.
5

1
5
.
1

1
2
.
8

4
.
7

0
.
0

2
.
3

6
5
.
1

1
0
.
5

8
0
代
以

上
8
0

0
.
0

3
.
8

1
0
.
0

1
2
.
5

5
.
0

3
.
8

0
.
0

5
5
.
0

2
1
.
3

 

 

 

居
住

地
区
別

 

 

 「
特
に

な
い
」

が
最

も
多
く

、
知

っ
て

は
い
る

が
参

加
（

利
用

）
し

て
い
な
い

方
が

多
い

こ
と

が
わ
か

る
。

年
代

別
に

み
る
と

、

70
代
以

上
で

「
地
域
ふ
れ
あ
い
施

設
」
や
「
福
祉

セ
ン

タ
ー
」

と
回

答
さ
れ
た
方
が

多
い

。
「
地

区
別
」
に
み
る
と

、「
成

岩
地
区
」

に
お

い
て

「
地
域
サ
ロ
ン
」
の

割
合
が

最
も

高
い
。
ま
た
、

乙
川
地
区
で
「
ふ

く
し

相
談
窓

口
」

の
割
合
が
高
い

。
 

  

有 効 回 答 数 （ 件 ）

ふ く し 共 育

ふ く し 相 談 窓 口

地 域 ふ れ あ い 施 設

福 祉 セ ン タ ー

地 域 サ ロ ン

住 民 同 士 の 助 け 合 い 組 織

子 ど も 食 堂

特 に な い

無 回 答

亀
崎
地

区
8
0

0
.
0

1
.
3

6
.
3

1
0
.
0

3
.
8

3
.
8

0
.
0

7
8
.
8

3
.
8

乙
川
地

区
1
3
4

0
.
0

5
.
2

7
.
5

8
.
2

0
.
7

1
.
5

1
.
5

7
3
.
9

7
.
5

半
田
地

区
1
8
5

0
.
5

3
.
2

7
.
6

7
.
6

3
.
2

1
.
6

2
.
2

7
8
.
9

5
.
9

成
岩
地

区
1
2
5

0
.
8

3
.
2

3
.
2

8
.
0

4
.
8

1
.
6

2
.
4

8
0
.
8

4
.
8

青
山
地

区
8
8

0
.
0

1
.
1

2
.
3

6
.
8

3
.
4

1
.
1

1
.
1

8
4
.
1

3
.
4
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「
第
３
次
半
田
市
地
域
福
祉
計
画
」
策
定
に
あ
た
っ
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
 

～
調
査

の
ご
協
力

の
お
願
い

～
 

 

市
民
の

み
な

さ
ま

に
は
、

日
頃

よ
り

半
田

市
政

へ
の

理
解
と

ご
協

力
を
い

た
だ

き
、

厚

く
お

礼
申

し
上
げ

ま
す

。
 

本
市
で

は
、

公
的

な
サ
ー

ビ
ス

は
も

と
よ

り
、

地
域

の
み
な

さ
ま

の
助
け

合
い

、
支

え

合
い

に
よ

っ
て

、
誰

も
が

地
域
で

安
心

し
て
暮

ら
す

こ
と

の
で
き

る
社

会
の

実
現
を

め
ざ

し
、

平
成

2
2
年
度

に
『

第
１

次
半

田
市

地
域

福
祉
計

画
』
、

後
継

の
計

画
と

し
て
令

和
３

年
度

に
現

『
第

２
次

半
田

市
地
域

福
祉

計
画
』

を
策

定
し

ま
し
た

。
現

計
画

が
令
和

７
年

度
末

に
期

間
満

了
と

な
る

た
め
、

こ
の

度
、
『
第

３
次
半

田
市

地
域

福
祉

計
画

』
（
計

画
期

間
：

令
和

８
年
度

か
ら

５
年

間
）
を

策
定

す
る

こ
と
と

な
り

ま
し

た
。
 

本
ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
は
、

第
３

次
計

画
の

策
定

に
あ

た
り
、

市
民

の
み
な

さ
ま

に
ご

意

見
を

い
た

だ
き

、
こ

の
の

ち
の
施

策
等

を
検
討

す
る

貴
重

な
資
料

と
し

て
使

わ
せ
て

い
た

だ
く

た
め

に
実
施

す
る

も
の

で
す
。
な
お

、
調
査

対
象

の
方

は
本

市
在
住

の
1
8
歳
以

上
の

方
の

中
か

ら
、
無

作
為

に
2
,
0
00

人
の
方

を
抽

出
し
て

お
り

ま
す

。
 
 

 

ご
記
入

い
た

だ
い

た
内
容

に
つ

い
て

は
、

す
べ

て
統

計
的
に

処
理

い
た
し

ま
す

の
で

、

回
答

者
個

人
が

特
定

さ
れ

た
り
、

個
々

の
回
答

内
容

が
他

に
も
れ

た
り

す
る

こ
と
は

一
切

あ
り

ま
せ

ん
。
 

ご
多
忙

の
と

こ
ろ

誠
に
恐

縮
で

す
が

、
調

査
の

趣
旨

を
ご
理

解
い

た
だ
き

、
ご

協
力

い

た
だ

き
ま

す
よ
う

お
願

い
申

し
上
げ

ま
す

。
 

 令
和
６

年
１
２

月
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
半

田
市

長
 
久

 世
 
孝
 
宏

 

 
 

◆
 
ご

記
入

に
あ

た
っ
て

の
お

願
い

 
◆

 

・
ご

回
答

は
、

で
き

る
か

ぎ
り

宛
名

の
ご

本
人

に
お

願
い

し
ま

す
が

、
ご

本
人

の
み

で

記
入

が
難

し
い

場
合
は

、
ご

家
族

の
方

や
一

緒
に

お
住

ま
い

の
方

に
も

ご
協

力
い

た

だ
き
ま

す
よ

う
お

願
い
し

ま
す

。
 

・
こ

の
調

査
は

無
記

名
式

で
す

の
で

、
調

査
票

に
お

名
前

を
記

入
す

る
必

要
は

あ
り

ま

せ
ん
。

 

・
ご
回

答
に

つ
い

て
は
令

和
７

年
１

月
１
０

日
（

金
）

ま
で
に

右
上

の
Ｑ

Ｒ
コ
ー

ド
か

ら
Ｗ
Ｅ

Ｂ
上
で

ご
回

答
い

た
だ
く

か
、

調
査

票
に

ご
記
入

い
た

だ
き

、
同
封

の
返

信

用
封
筒

に
て
ご

返
送

く
だ

さ
い
。
（
切

手
は
不

要
で

す
。
）

 

  
【
お

問
い

合
わ

せ
】
半

田
市

福
祉

部
地
域

福
祉

課
 

 
担
当

 
村

上
、

黒
野
 

 
 
 

 
 

 
 

 
電
 

話
：
（

05
6
9
）
8
4
－
0
6
4
1
 
Ｆ

Ａ
Ｘ

：
（
0
5
6
9）

2
2－

2
9
04

 

1
 

 地
域
福

祉
と
は
？

 

高
齢
者

や
子

ど
も
、
障

が
い

の
あ
る

方
な

ど
、
市

民
の
み

な
さ

ん
が

自
分

ら
し

い
生

活
を
お

く
る

こ
と

が
で
き

る
よ

う
、
同
じ

地
域

に
暮
ら

す
み

な
さ

ん
が

支
え
合

い
、
力
を

合
わ

せ
て

自
分
達

が
住

ん
で

い
る
ま

ち
を

暮
ら

し
や

す
く

す
る

取
り

組
み

、
そ

れ
が

『
地

域
福

祉
』

で
す

。
 

  

あ
な

た
ご
自
身

（
ご
本
人
）

に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す

。
 

問
１

 
あ
な

た
の

性
別

に
つ
い

て
お

答
え

く
だ
さ

い
。
（

１
つ

の
番

号
に

○
）
 

１
．
男

 
 
  
 
 

 
２

．
女

 
 
 
 

 
  
 
 
３
．

そ
の

他
（

 
 
  
 

 
 

 
 

 
 
）

※
自

由
記

述
 

問
２

 
あ
な

た
の

年
齢

に
つ
い

て
お

答
え

く
だ

さ
い
。
（

１
つ

の
番

号
に

○
）
 

１
．
1
0
代

 
 

 
 

 
 

２
．

2
0
代

 
 
 

 
 

 
３

．
30

代
 
 

 
 

 
 

４
．
4
0
代
 

５
．
5
0
代

 
 
 

 
 
６

．
6
0
代
 
 

 
 

 
  

 
７
．

7
0
代

 
 
  
 
 
  
８

．
8
0
代
以

上
 

問
３

 
あ
な

た
の

家
族

構
成
等

に
つ

い
て

お
答

え
く
だ

さ
い

。
（
１

つ
の

番
号
に

○
）

 

１
．
一

人
暮
ら

し
 

 
 
 

 
２

．
夫

婦
の
み

 
 

 
３

．
親

子
の
み

 

４
．
親

子
と
祖

父
母

（
曾

祖
父
母

）
 

 

５
．
そ

の
他
（

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
）

 

＜
問
３

で
「

１
．
一

人
暮

ら
し

」
と
答

え
た

方
に

お
聞

き
し
ま

す
＞

 

【
問

３
-
1
】
緊

急
時
に

連
絡

が
取

れ
る
親

族
は

い
ま

す
か
。

 

１
．
い

る
 

 
 

 
 
２

．
い

な
い

（
身
寄

り
が

な
い

）
 

 

問
４

 
あ
な

た
の

世
帯

の
状
況

に
つ

い
て

お
答

え
く
だ

さ
い

。
（
あ

て
は

ま
る
す

べ
て

の
番

号
に

○
）
 

１
．
子

育
て

を
し

て
い
る

 
 

 
 

２
．
介
護

が
必

要
な
高

齢
者
（

6
5
歳

以
上
の

方
）
と
同

居
し

て
い

る
 

３
．
支

援
が
必

要
な

障
が

い
の
あ

る
方

と
同

居
し
て

い
る

 

４
．
そ

の
他
１

～
３

に
類

す
る
状

況
（

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
）

５
．

１
～

４
に
該

当
し

な
い

 

問
５

 
あ
な

た
は

半
田

市
（
中

学
校

区
）

に
住

ん
で
何

年
で

す
か

。
（
１

つ
の
番

号
に

○
）

 

１
．
６

か
月
未

満
 

 
 

 
２
．

１
年

未
満

 
 
 

３
．

１
年

以
上
 

 
 

４
．

３
年

以
上
 

 
 

 
 

５
．
５

年
以
上

 
 

 
 

 
６
．

10
年

以
上

 
 

 
７
．

20
年

以
上

 
 

 
８
．

3
0
年

以
上
 

問
６

 
あ
な

た
の

住
ん

で
い
る

地
区

（
中

学
校

区
）
は

ど
こ

で
す

か
。（

１
つ
の

番
号

に
○

）
 

１
．
亀

崎
地
区

  
２

．
乙

川
地
区

 
 

３
．

半
田

地
区
 

 
４

．
成

岩
地
区

 

５
．
青

山
地
区

  
６

．
わ
か

ら
な

い
（

町
名
を

お
書
き

く
だ

さ
い
：
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
）
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2
 

問
７

 
あ
な

た
の

職
業

に
つ
い

て
お

答
え

く
だ

さ
い
。
（

１
つ

の
番

号
に

○
）
 

１
．
会

社
員
・

団
体

職
員

（
常
勤

）
 

２
．
自

営
業
 

 
 

３
．
農

業
 

４
．
教

員
（
常

勤
）

 
 

 
５

．
公

務
員
（

常
勤

）
 

 
６

．
派

遣
従
業

員
 

７
．
パ

ー
ト
／

ア
ル

バ
イ

ト
／
内

職
 

８
．
学

生
 
 

 
 

 
 

９
．
無

職
 

1
0
．
そ

の
他
（

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

）
 

 あ
な

た
の
日
常

生
活
の
こ
と

に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す

。
 

問
８

 
近
隣

の
人

と
は

、
ど
の

程
度

付
き

合
い

を
し
て

い
ま

す
か

。
（
１

つ
の
番

号
に

○
）

 

１
．
日

頃
か
ら

助
け

合
っ

て
い
る

  
 

２
．

気
の

合
っ
た

人
と

は
親

し
く
し

て
い

る
 

３
．
あ

い
さ
つ

は
す

る
 
 

 
 

４
．

ほ
と

ん
ど
付

き
合

い
が

な
い
 

５
．
そ

の
他
（

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
）

 

問
９

 
あ
な

た
は

、
日

常
生
活

の
中

で
、

ど
の

よ
う
な

悩
み

や
不

安
を
感

じ
て

い
ま

す
か
。

 

（
あ

て
は

ま
る

す
べ
て

の
番

号
に

○
）
 

１
．
自

分
の
健

康
に

関
す

る
こ
と

  
 

 
 

 
２

．
家
族

の
健

康
に

関
す
る

こ
と

 

３
．
介

護
・
障

が
い

の
あ

る
方
へ

の
支

援
に

関
す
る

こ
と

 
４

．
仕
事

に
関

す
る

こ
と

 

５
．
近

所
付
き

合
い

に
関

す
る
こ

と
 

 
 
 

 
６

．
生
き

が
い

・
将

来
に
関

す
る

こ
と

 

７
．
住

ま
い
に

関
す

る
こ

と
 

 
 

 
 

 
８

．
収
入

や
家

計
に

関
す
る

こ
と

 

９
．
子

ど
も
に

関
す

る
こ

と
 

 
 

 
 

 
1
0
．

災
害

に
関

す
る

こ
と
 

1
1
．
ひ

き
こ
も

り
に

関
す

る
こ
と

（
自

分
）

 
 
 

 
 

 
1
2
.
 
ひ
き

こ
も

り
に

関
す

る
こ
と

（
家

族
）

 

1
3
．
そ

の
他
（

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
）

 

1
4
．
特

に
な
い

 

問
1
0
 
あ

な
た
は

困
っ

た
こ

と
が
あ

る
と

き
、

誰
に
相

談
し

て
い

ま
す

か
。
 

 
 

 
（
あ

て
は

ま
る

す
べ
て

の
番

号
に

○
）

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

１
．
家

族
・
親

族
 

 
２
．

近
所
の

人
 

 
 

 
３
．

友
人
・

知
人

 

４
．
学

校
や
保

育
園

、
幼

稚
園
 

５
．

民
生
委

員
・

児
童

委
員

 
６
．

区
長
・

町
内

会
長

 

７
．
福

祉
事
業

所
・

施
設

等
の
職

員
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

８
．

社
会

福
祉
協

議
会

 

９
．
市

役
所
 

 
 

 
 

 
  
 

10
．

医
療

機
関
 
 
  
 
 
 
 
 
 
1
1．

県
・

保
健
所

相
談

窓
口

 
 
 

 
 

 
 

1
2
．
そ

の
他
（

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
）

 

1
3
．
相

談
し
て

い
な

い
 

 

＜
問

1
0
で
「

1
3．

相
談

し
て
い

な
い

」
と

答
え
た

方
に

お
聞

き
し
ま

す
＞

 

【
問

10
-
1
】
な

ぜ
、

相
談
し

て
い

な
い

の
で
す

か
。
（

１
つ

の
番

号
に

○
）
 

１
．
他

人
に
頼

ら
ず

に
、

自
分
で

解
決

し
た

い
 

２
．

信
頼

で
き
る

人
・

相
談

で
き
る

人
が

い
な

い
 

３
．
顔

見
知
り

の
人

に
相

談
す
る

の
は

気
ま

ず
い
 

４
．

身
近

に
相
談

窓
口

が
な

い
  

５
．
な

ん
と
な

く
相

談
し

づ
ら
い

  
 

６
．

今
ま

で
に
困

っ
た

こ
と

が
な
い

 

７
．
ど

こ
に
（

誰
に

）
相

談
し
た

ら
よ

い
の

か
分
か

ら
な

い
 

８
．
そ

の
他
（

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
）

 

 

3
 

問
1
1
 
あ

な
た
は

、
自

分
が

孤
独
で

あ
る

と
感

じ
る
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
。（

１
つ
の

番
号

に
○

）
 

１
．
全

く
な
い

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
２
．

ほ
と

ん
ど
な

い
 

３
．
時

々
あ
る

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

４
．

常
に

感
じ
る

 
 

問
1
2
 
近

所
の
人

の
ち

ょ
っ

と
し
た

困
り

ご
と

支
援
や

助
け

合
い

活
動

と
し
て

、
あ
な

た
が

で
き
る

と
思

う
こ

と
は

何
で

す
か

。
（
あ

て
は

ま
る
す

べ
て

の
番

号
に
○

）
 

１
．
声

か
け
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

２
．

話
し
相

手
 

３
．
草

取
り
や

電
球

の
取

り
換
え

な
ど

の
簡

単
な
作

業
 

４
．

ち
ょ
っ

と
し

た
買

い
物

の
手
伝

い
 

５
．
ゴ

ミ
出
し

  
 

 
 

 
 

６
．

家
の
掃

除
 

７
．
料

理
の
手

伝
い

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

８
．

洗
濯
 

９
．
短

時
間
の

子
ど

も
の

預
か
り

  
 

 
 

1
0．

子
育
て

の
相

談
 

1
1
．
生

活
に

つ
い

て
の
相

談
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
  
 
1
2．

知
っ
て

い
る

情
報

や
相
談

窓
口

を
伝

え
る
 

1
3
．
市

役
所

・
社

会
福

祉
協

議
会

（
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
、

障
が

い
者

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

、
ボ

ラ
ン

テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

）
へ

連
絡
 

1
4
．
そ

の
他
（

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
  
）

 
15
．

特
に

な
い

 

 

問
1
3
 
あ

な
た
は

、
今

後
ど

の
よ
う

な
こ

と
で

あ
れ
ば

地
域

に
関

わ
る

こ
と
が

で
き

る
と

思
い
ま

す
か

。
 

（
あ

て
は

ま
る

す
べ
て

の
番

号
に

○
）
 

１
．
地

域
の
イ

ベ
ン

ト
や

作
業
へ

の
参

加
 

 
 
 

 
 

 
２

．
地
域

活
動

の
た

め
に

土
地
を

貸
す

 

３
．
地

域
住

民
が

ふ
れ
合

え
る

場
所

と
し
て

、
空

き
家

・
空
き

店
舗

を
貸

す
 

４
．
農

業
、
建

築
土

木
、

I
T
等

の
自
己

の
持

つ
専

門
知
識

の
提

供
 

５
．
ス

ポ
ー
ツ

や
レ

ク
リ

エ
ー
シ

ョ
ン

、
文

化
活
動

等
の

指
導

 

６
．
地

域
サ
ロ

ン
※
(
1
)
等

、
地

域
住

民
が

集
う

場
所
で

の
お

手
伝

い
 

７
．
地

域
の
防

犯
の

た
め

の
見
回

り
 

８
．
災

害
が
起

こ
っ

た
場

合
に
高

齢
者

等
、

一
人
で

の
避

難
が

困
難
な

方
へ

の
支

援
 

９
．
身

近
な
地

域
で

の
困

り
ご

と
な
ど

を
み

ん
な

で
考
え

る
場
（
ふ

く
し

井
戸
端

会
議

※
(
2)
等
）
へ
の

参
加
 

1
0
．
住

民
同
士

の
助

け
合

い
組
織

※
(
3)
等
へ

の
参

加
 

1
1
．
寄

附
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
1
2
．

区
長

・
民

生
委

員
等

に
な
る

 

1
3
．
そ

の
他
（

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
）

 
1
4
．

特
に

な
い

 

※
(
1)
介

護
予

防
、
子

育
て
そ

の
他

様
々

な
目
的

の
た

め
、
有

志
の
方

々
が

運
営

し
て

い
る
交

流
の

場
 

※
(
2
)
地
域

住
民

が
主
体

と
な

り
、

地
域
の

福
祉

課
題

等
を

話
し
合

う
場

 

※
(
3)
同

じ
地

域
に
住

む
人

の
ち

ょ
っ

と
し
た

困
り

ご
と

や
簡
単

な
作

業
な

ど
の
お

手
伝

い
を

す
る
 

た
め
、

地
域
住

民
が

結
成

、
運
営

し
て

い
る

組
織

 

（
現

在
市

内
に

５
団

体
（
亀

崎
思

い
や

り
応
援

隊
、

住
吉

さ
さ
え

た
い

、
や

な
べ

お
助
け

隊
、

 

な
ら
わ

思
い

や
り

隊
、
あ

お
や

ま
お

助
け
隊

）
が

組
織

化
さ
れ

、
活

動
し

て
い

ま
す
。
）
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4
 

問
1
4
 
あ

な
た
は

福
祉

に
関

し
て
ど

の
よ

う
な

情
報
を

得
た

い
で

す
か

。
（
あ

て
は
ま

る
す

べ
て

の
番

号
に
○

）
 

１
．
介

護
や
障

が
い

福
祉

サ
ー
ビ

ス
等

に
関

す
る
情

報
 

 
２

．
保
育

や
子

育
て

に
関

す
る
情

報
 

３
．
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

に
関

す
る
情

報
 

 
 

 
 
 

 
 

 
４

．
就
労

に
関

す
る

情
報

 

５
．
就

学
に
関

す
る

情
報

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
６

．
健
康

に
関

す
る

情
報

 
 
 

７
．
各

種
福
祉

講
座

や
教

室
、
講

習
会

の
開

催
状
況

 
 

 
８

．
特
に

得
た

い
情

報
は

な
い
 

９
．
そ

の
他
（

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
）

 

 自
治

区
や

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

な
ど

の
地

域
活

動
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
つ

い
て

お
聞

き
し

ま
す

。
 

問
1
5
 
あ

な
た
は

、
自

治
区

や
コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

な
ど
で

地
域

の
活

動
を

し
て
い

ま
す

か
。

 

（
１

つ
の

番
号

に
○
）

 

１
．
活

動
し
て

い
る

 
→

 
 

問
1
5
-
1・

1
5
-2
・

15
-
3
へ

 
 

２
．
現

在
は
活

動
し

て
い

な
い
が

、
過

去
に

活
動
し

た
こ

と
が

あ
る
 

→
 

 
問

15
-
4
へ

 
 

３
．
活

動
し
た

こ
と

は
な

い
が
、

今
後

活
動

し
た
い

 

４
．
活

動
し
た

こ
と

は
な

く
、
今

後
も

活
動

し
な
い

と
思

う
 

→
 

 
問

1
5-
5
へ

 
 

 
 ＜

問
1
5
で
「

１
．

活
動

し
て
い

る
」

と
答

え
た
方

に
お

聞
き

し
ま
す

＞
 

【
問

15
-
1
】
ど

の
程

度
活
動

を
し

て
い

ま
す
か

。（
１

つ
の

番
号

に
○

）
 

１
．
積

極
的
に

活
動

し
て

い
る
 

 
 

２
．

と
き

ど
き
活

動
し

て
い

る
 

３
．
誘

わ
れ
た

時
に

活
動

し
て
い

る
 

 【
問

15
-
2
】
ど

の
よ

う
な
活

動
を

し
て

い
ま
す

か
。
（

あ
て

は
ま

る
も

の
す
べ

て
の

番
号

に
○
）

 

１
．
自

治
区
の

活
動

 
 

２
．

子
ど
も

会
の

活
動

 
 

３
．

ス
ポ

ー
ツ
ク

ラ
ブ

の
活

動
 

４
．
老

人
ク
ラ

ブ
の

活
動

 
５
．

地
域
防

災
の

活
動

 
 

 
 
 

６
．

地
域

サ
ロ
ン

等
の

活
動

 

７
．
地

域
の
祭

り
 

 
 

 
 
 

８
．

そ
の

他
（
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
）
 

 【
問

15
-
3
】
ど

の
よ

う
な
目

的
で

活
動

し
て
い

ま
す

か
（

１
つ
の

番
号

に
○

）
 

１
．
地

域
を
よ

り
よ

い
も

の
に
し

た
い

 
 

２
．

隣
近

所
と
の

ふ
れ

あ
い

を
求
め

て
 

３
．
自

分
自
身

の
向

上
の

た
め
 

 
 

４
．

近
所

付
き
合

い
な

ど
で

仕
方
な

く
 

５
．
特

に
理
由

は
な

い
 

６
．
そ

の
他
（

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
）

 

 

＜
問

1
5
で
「

２
．
現

在
は
活

動
し

て
い

な
い

が
、
過

去
に
活

動
し

た
こ

と
が
あ

る
」
｢
３
．
活

動
し

た
こ

と

は
な

い
が

、
今

後
活
動

し
た

い
｣
と

答
え

た
方

に
お
聞

き
し

ま
す

＞
 

【
問

15
-
4
】
現

在
活

動
し
て

い
な

い
主

な
理
由

は
何

で
す

か
。（

１
つ

の
番
号

に
○

）
 

１
．
自

治
区
に

加
入

し
て

い
な
い

  
２

．
引

っ
越
し

て
間

も
な

い
 

３
．
時

間
が
な

い
 

４
．
仕

事
な
ど

の
都

合
で

機
会
が

な
い

 
５

．
参

加
方
法

が
わ

か
ら

な
い
 

６
．
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
 

７
．
そ

の
他
（

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
）

 

 

5
 

 ＜
問

15
で
「
４
．
活
動

し
た
こ
と
は
な
く
、
今

後
も
活

動
し
な
い
と
思

う
」
と
答

え
た
方
に

お
聞

き
し
ま
す
＞
 

【
問

15
-
5
】
今

後
も

活
動
し

な
い

と
思

う
理
由

は
何

で
す

か
。（

あ
て

は
ま
る

す
べ

て
の

番
号
に

○
）

 

１
．
自

治
区
に

加
入

し
て

い
な
い

  
 

２
．
時

間
を

と
ら

れ
た

く
な
い

 
３

．
仕

事
が
忙

し
い

 

４
．
他

の
人
に

任
せ

て
お

け
ば
よ

い
 

５
．

体
調
が

す
ぐ

れ
な

い
 
 

 
６

．
メ

リ
ッ

ト
・
魅

力
が

な
い

 

７
．
家

族
の
理

解
が

な
い

 
 
 

 
 

８
．

面
倒
だ

か
ら

 
 

 
 
 

 
９

．
他

人
と

関
わ
り

た
く

な
い

 

1
0
．
そ

の
他
（

 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
）
 

 

問
1
6
 
あ

な
た
は

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
活

動
を

し
て

い
ま
す

か
。
（

１
つ

の
番

号
に

○
）
 

１
．
活

動
し
て

い
る

 
 
 

 
 

 
 

 
→

 
 

問
1
6
-
1・

1
6-
2
へ

 
 

２
．
現

在
は
活

動
し

て
い

な
い
が

、
過

去
に

活
動
し

た
こ

と
が

あ
る
 

３
．
活

動
し
た

こ
と

は
な

い
が
、

今
後

活
動

し
た
い

 
→

 
 

問
1
6
-3

へ
 

 

４
．
活

動
し
た

こ
と

は
な

く
、
今

後
も

活
動

し
な
い

と
思

う
 

→
 

 
問

1
6-
4
へ

 
 
 

  
＜

問
1
6
で
「
１

．
活
動

し
て
い

る
」「

２
．
現
在

は
活

動
し
て

い
な

い
が

、
過

去
に

活
動

し
た

こ
と
が

あ
る

」

と
答

え
た

方
に

お
聞
き

し
ま

す
＞

 

【
問

16
-
1
】
ど

の
よ

う
な
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活
動

を
し

て
い

ま
す
か

。（
し

て
い

ま
し

た
か

。
）
 

（
あ
て

は
ま

る
す
べ

て
の

番
号

に
○
）

 

１
．
子

育
て
や

子
ど

も
に

関
わ
る

活
動

 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
２
．

青
少
年

の
教

育
・

育
成
に

関
わ

る
活

動
 

３
．
高

齢
者
に

関
わ

る
活

動
 

 
 

 
  
 
４
．

障
が
い

の
あ

る
方

に
関
わ

る
活

動
 

５
．
健

康
づ
く

り
・

医
療

に
関
わ

る
活

動
 
 

 
  
 
６
．

自
然
や

環
境

保
護

に
関
わ

る
活

動
 

７
．
ス

ポ
ー
ツ

・
文

化
・

レ
ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活
動

  
 
 
８
．

ま
ち
づ

く
り

に
関

わ
る
活

動
 

９
．
防

犯
、
防

災
に

関
わ

る
活
動

  
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
1
0．

身
近
な

話
し

相
手

や
相

談
に
関

わ
る

活
動

 

1
1
．
地

域
の
人

が
集

う
場

の
運
営

に
関

わ
る

活
動
 
 
  
 
 
1
2．

住
民
同

士
の

助
け

合
い

組
織
等

の
活

動
 

1
3
．
そ

の
他
（

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
）

 

 【
問

1
6
-2
】

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
活

動
を

は
じ

め
た

き
っ
か

け
は

何
で

す
か
。
（

１
つ

の
番

号
に

○
）

 

１
．
地

域
の
役

割
か

ら
（

当
番
制

等
）

 
 

 
２
．

友
人

・
知
人

に
誘

わ
れ

て
 

３
．
仕

事
上
の

付
き

合
い

か
ら
 

 
 

４
．
本
、
マ
ス
コ
ミ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
興
味
を
持
っ
た
 

５
．
市

報
な
ど

行
政

の
発

行
す
る

情
報

誌
を

見
て
 

６
．

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
団

体
等

の
広
報

誌
を

見
て

 

７
．
生

き
が
い

を
求

め
て

 
 

 
８
．

時
間

が
で
き

た
の

で
 

９
．
学

校
や
職

場
の

勧
め

で
 

 
 

1
0．

学
校

・
大
学

な
ど

の
サ

ー
ク
ル

活
動

か
ら

 

1
1
．
活

動
し
て

い
る

人
た

ち
を
見

た
り

、
話

を
聞
い

て
 

1
2
．
市

役
所
・

社
会

福
祉

協
議
会

の
紹

介
を

受
け
て

 1
3．

地
域

や
人
と

の
つ

な
が

り
を
求

め
て

 

1
4
．
そ

の
他
（

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
）

 

 

-91-



 

6
 

  
＜

問
1
6
で
｢
３

．
活

動
し

た
こ

と
は
な

い
が

、
今

後
活

動
し
た

い
｣
と

答
え

た
方

に
お
聞

き
し

ま
す

＞
 

【
問

16
-
3
】
今

後
、

ど
の
よ

う
な

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
活

動
に

参
加
し

た
い

と
思

い
ま

す
か
。

 

（
あ
て

は
ま

る
す
べ

て
の

番
号

に
○
）

 

１
．
子

育
て
や

子
ど

も
に

関
わ
る

活
動

 
 

 
２

．
青

少
年
の

教
育

・
育

成
に
関

わ
る

活
動

 

３
．
高

齢
者
に

関
わ

る
活

動
 

 
 

 
４

．
障

が
い
の

あ
る

方
に

関
わ
る

活
動

 

５
．
健

康
づ
く

り
・

医
療

に
関
わ

る
活

動
 
 

 
６

．
自

然
や
環

境
保

護
に

関
わ
る

活
動

 

７
．
ス

ポ
ー
ツ

・
文

化
・

レ
ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活
動

  
８

．
ま

ち
づ
く

り
に

関
わ

る
活
動

 

９
．
防

犯
、
防

災
に

関
わ

る
活
動

 
 

 
 

 
 
 

 
1
0
．
身

近
な
話

し
相

手
や

相
談

に
関
わ

る
活

動
 

1
1
．
地

域
の
人

が
集

う
場

の
運
営

に
関

わ
る

活
動
 

 
1
2
．
住

民
同
士

の
助

け
合

い
組
織

等
の

活
動

 

1
3
．
特

に
決
め

て
い

な
い

が
、
何

か
社

会
（

地
域
）

貢
献

が
し

た
い
 

1
4
．
そ

の
他
（

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 

 

 

＜
問

1
6
で
「
４
．
活
動

し
た
こ
と
は
な
く
、
今

後
も
活

動
し
な
い
と
思

う
」
と
答

え
た
方

に
お
聞
き
し
ま
す
＞
 

【
問

16
-
4
】
活

動
し

な
い
理

由
は

何
で

す
か
。
（
あ

て
は
ま

る
す

べ
て

の
番
号

に
○

）
 

１
．
時

間
を
と

ら
れ

た
く

な
い
 

 
 

２
．

仕
事

が
忙
し

い
 
 

３
．
他

の
人
に

任
せ

て
お

け
ば
よ

い
 

 
４
．

体
調

が
す
ぐ

れ
な

い
 

５
．
興

味
が
な

い
 

 
 

 
６
．

メ
リ

ッ
ト
・

魅
力

が
な

い
 

７
．
家

族
の
理

解
が

な
い

 
 

 
８
．

面
倒

だ
か
ら

 

９
．
他

人
と
関

わ
り

た
く

な
い
 

 
 

 
 

 
 
 

10
．

特
に

理
由
は

な
い

 

1
0
．
そ

の
他
（

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
）

 

 す
べ
て

の
方
が

お
答

え
く

だ
さ
い

。
 

問
1
7
 
あ

な
た
は

、
ど

の
時
間

帯
で

あ
れ

ば
活
動

が
で

き
そ

う
で
す

か
。（

あ
て

は
ま

る
す
べ

て
の

番
号

に
○
）
 

１
．
平

日
の
午

前
 

 
２
．

平
日
の

午
後

 
 

３
．

平
日

の
夜
間

 

４
．
土

曜
日
の

午
前

 
 

５
．

土
曜
日

の
午

後
 

 
６
．

土
曜

日
の
夜

間
 

７
．
日

曜
・
祝

日
の

午
前

 
８
．

日
曜
・

祝
日

の
午

後
 
 

９
．

日
曜

・
祝
日

の
夜

間
 

1
0
．
時

間
は
特

に
関

係
な

い
 

1
1．

活
動
す

る
時

間
は

な
い

 

※
概

ね
時

間
帯

は
次
の

と
お

り
と

考
え
て

く
だ

さ
い

。
 

午
前

と
は

８
時

か
ら

1
2
時

 
 

 
午
後

と
は

1
2
時

か
ら

1
8
時

 
 

 
夜
間

と
は

1
8
時

以
降

 

         

 

7
 

災
害
時

に
お
け

る
助
け
合
い
に
つ
い

て
お
聞
き
し

ま
す
。

 

問
1
8
 
 南

海
ト
ラ

フ
巨

大
地

震
等
が

懸
念

さ
れ

る
中
で

、
災

害
時
に

お
け

る
地

域
の
助

け
合

い
は

、
非
常

に
重

要
な

こ
と

で
す

。
あ
な

た
の

住
む

地
域
に

お
け

る
災

害
時

の
備
え

と
し

て
、
ど

の
よ

う
な

こ
と

が
重
要

だ
と

思
い

ま
す

か
。
 
（
３

つ
ま
で

番
号

に
○

）
 

１
．
災

害
対
策

の
学

習
会

 
 

 
２
．

日
頃

の
近

所
付

き
合

い
、

あ
い

さ
つ

、
声

か
け

等
 

３
．
地

域
で
の

避
難

訓
練

 
 

 
４
．

危
険

箇
所
・

避
難

経
路

の
把
握

 

５
．
災

害
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
育
成

 
 

 
 

 
 
 

６
．

地
域

に
お
け

る
助

け
合

い
の

仕
組
み

づ
く

り
 

７
．
地

域
に
お

け
る

情
報

の
共
有

・
把

握
（

住
民
個

々
の

取
組

や
ニ
ー

ズ
等

）
 

８
．
地

域
の
要

配
慮

者
※

(4
)
の

把
握

・
情

報
伝

達
の
仕

組
み

づ
く

り
 

９
．
そ
の

他
（
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
）
 

※
(
4
)
高
齢

者
、

障
が

い
の

あ
る
方

、
乳

幼
児

そ
の
他

の
特

に
配

慮
を
要

す
る

方
 

 

問
1
9
 
大

規
模
災

害
に

よ
り

被
災
し

た
場

合
、
被

災
後

の
生
活

に
お

い
て

、
あ
な

た
は

誰
を
頼

り
に

し
ま

す
か
。

（
あ

て
は

ま
る

す
べ
て

の
番

号
に

○
）
 

１
．
家

族
・
親

族
 

 
 

 
 

 
 

２
．
近

所
の
人

 
 

 
３

．
友

人
・
知

人
 

４
．
自

主
防
災

組
織

(
自
治

区
な

ど
)
 

５
．
社

会
福
祉

協
議

会
 

 
６

．
行
政

(
市
役

所
な

ど
)
 

７
．
特

に
い
な

い
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
８

．
そ

の
他

（
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 

  
 
 
）

 

 地
域
の

課
題
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。
 

問
2
0
 
あ

な
た
は

地
域

の
課

題
に
対

し
て

、
ど
の

よ
う

な
活
動

を
し

た
り

、
学
ん

だ
り

し
た
い

と
思

い
ま

す
か
。
 

（
３

つ
ま

で
番

号
に
○

）
 

１
．
道

路
や
公

園
な

ど
の

ゴ
ミ
拾

い
 

 
 

 
 
 

２
．

街
の

中
の
花

壇
な

ど
の

整
備

 

３
．
福

祉
施
設

や
サ

ー
ビ

ス
を
知

る
（

見
学

等
）
 

４
．

手
話

・
点
字

な
ど

の
習

得
 

５
．
高

齢
者
や

障
が

い
の

あ
る
方

等
と

の
交

流
 
 

６
．

子
ど

も
と
の

交
流

 

７
．
地

域
で
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活
動

し
て

い
る

方
と
の

交
流

 

８
．
障

が
い
の

あ
る

方
と

の
接
し

方
・

支
援

 
 
 

９
．

高
齢

者
と
の

接
し

方
・

支
援

 

1
0
．
子

ど
も
と

の
接

し
方

・
支
援

 
 

 
 

 
 
 

11
．

不
登

校
、
い

じ
め

、
ニ

ー
ト

に
関
す

る
こ

と
 

1
2
．
Ｄ

Ｖ
※
(
5
)
に
関

す
る

こ
と

 
 

 
 

 
 
 

 
 
1
3
．
貧

困
、

生
活

困
窮

※
(
6)
に

関
す

る
こ

と
 

1
4
．
外

国
籍
市

民
に

つ
い

て
学
び

た
い

 
 

 
 
 

15
．

相
談

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
や

傾
聴

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
 

1
6
．
ふ

く
し
井

戸
端

会
議

や
ふ
く

し
勉

強
会

等
へ
の

参
加

 

1
7
．
特

に
な
い

 

1
8
．
そ

の
他
（

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
）

 

※
(
5
)
配
偶

者
や

パ
ー

ト
ナ

ー
な
ど

、
親

し
い

者
（
親

し
か

っ
た

者
）
か

ら
加

え
ら

れ
る
暴

力
。

 

児
童

虐
待

。
 

※
(
6
)
就
職

・
住

ま
い

・
家

計
な
ど

、
様

々
な

事
情
で

生
活

に
困

っ
て
い

る
状

態
。
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問
2
1
 

あ
な

た
が

地
域

の
課
題

を
知

る
・

感
じ
る

機
会

は
、

次
の
う

ち
ど

の
よ

う
な

と
き
で

す
か

。
（
３

つ
ま

で
番

号
に

○
）

 

１
．
地

区
の
寄

り
合

い
（

会
合
）

 
 

 
 

 
 
 

２
．

近
所

の
人
と

の
会

話
 

３
．
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

の
人

の
話
 

 
 

 
 

 
 
 

４
．

地
域

の
現
状

を
見

て
 

５
．
区

長
と
の

話
し

合
い

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

６
．

市
議

会
議
員

と
の

話
し

合
い

 

７
．
公

民
館
で

の
講

座
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

８
．

回
覧

板
 

９
．
は

ん
だ
市

報
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

10
．

半
田

市
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 

1
1
．
半

田
市
社

会
福

祉
協

議
会
の

広
報

紙
（

は
な
ち

ゃ
ん

通
信

）
 

1
2
．
地

域
で
発

行
さ

れ
て

い
る
情

報
紙

な
ど

 
 
 

13
．

学
校

が
発
行

し
て

い
る

通
信

 

1
4
．
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法

人
、

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
団

体
が

発
行
し

て
い

る
会

報
 

1
5
．
Ｓ

Ｎ
Ｓ
（

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ
ト

上
で

、
情

報
の
発

信
、

共
有

等
を
行

う
こ

と
の

で
き

る
Ｗ
ｅ

ｂ
サ

ー
ビ

 

ス
。

ソ
ー

シ
ャ

ル
・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン
グ

・
サ

ー
ビ

ス
の
略

。）
 

1
6
．
地

域
の
課

題
を

感
じ

た
こ
と

は
な

い
 

 
 
 

17
．

特
に

そ
の
よ

う
な

機
会

は
な

い
 

1
8
．
そ

の
他
（

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

）
 

 半
田

市
地
域
福

祉
計
画
に
つ

い
て
お
聞

き
し
ま
す
。

 

  １
．

ど
の
よ

う
な

計
画

か
大
体

知
っ

て
い

る
 

 
 
 

 
 

２
．

ど
の
よ

う
な

計
画

か
少
し

知
っ

て
い

る
 

３
．

聞
い
た

こ
と

は
あ

る
が
、

ど
ん

な
計

画
か

は
知
ら

な
い

 

４
．

聞
い
た

こ
と

が
な

い
 

問
2
3
 
以

下
の
項

目
で

知
っ

て
い
る

・
聞

い
た

こ
と
の

あ
る

も
の

は
何

で
す
か

。
 

 
  
 

（
あ

て
は

ま
る
す

べ
て

の
番

号
に
○

）
 

１
．

ふ
く
し

共
育

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

２
．

ふ
く

し
相
談

窓
口

（
様

々
な

福
祉

に
関

す
る
相

談
）

 

３
．

地
域
ふ

れ
あ

い
施

設
（

有
脇

ふ
れ

あ
い
セ

ン
タ
ー

、
フ

レ
ン

ド
乙

川
、

さ
く
ら

の
家

、
か

り
や

ど
憩

の
家
、

 

や
な

べ
ふ

れ
あ

い
セ

ン
タ
ー

）
 

４
．

福
祉
セ

ン
タ

ー
（

福
祉

セ
ン

タ
ー

（
瀧

上
工

業
雁
宿

ホ
ー

ル
内

）
、

亀
崎

地
域

総
合

福
祉

セ
ン

タ
ー

）
 

５
．

地
域
サ

ロ
ン

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

６
．

住
民

同
士
の

助
け

合
い

組
織
（

お
助

け
隊

な
ど
）
 

７
．

子
ど
も

食
堂

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

８
．

特
に

聞
い
た

こ
と

は
な

い
 

   １
．

ふ
く
し

共
育

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

２
．

ふ
く

し
相
談

窓
口

（
様

々
な

福
祉

に
関

す
る
相

談
）
 

３
．

地
域
ふ

れ
あ

い
施

設
（

有
脇

ふ
れ

あ
い
セ

ン
タ
ー

、
フ

レ
ン

ド
乙

川
、

さ
く
ら

の
家

、
か

り
や

ど
憩

の
家
、

 

や
な

べ
ふ

れ
あ

い
セ

ン
タ
ー

）
 

４
．

福
祉
セ

ン
タ

ー
（

福
祉

セ
ン

タ
ー

（
瀧

上
工

業
雁
宿

ホ
ー

ル
内

）
、

亀
崎

地
域

総
合

福
祉

セ
ン

タ
ー

）
 

５
．

地
域
サ

ロ
ン

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

６
．

住
民

同
士
の

助
け

合
い

組
織
（

お
助

け
隊

な
ど
）
 

７
．

子
ど
も

食
堂

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

８
．

特
に

な
い
 

 

問
2
2 

半
田
市

地
域

福
祉

計
画
を

ご
存

知
で

す
か
。
（
１

つ
の
番

号
に

○
）

 

問
2
4
 
以

下
の

項
目
で

参
加

（
利

用
）

し
た
こ

と
が

あ
る

も
の
は

何
で

す
か

。
 

 
 

 
（

あ
て
は

ま
る

す
べ

て
の
番

号
に

〇
）

 

 

9
 

◎
 

高
齢
者

や
子

ど
も

、
障

が
い
の

あ
る

方
な

ど
、
市

民
の

み
な

さ
ん
が

自
分

ら
し

い
生
活

を
お

く
る

た
め

の

ま
ち
づ

く
り

に
つ

い
て
、
ご

意
見

や
ご
要

望
、
ア
イ

デ
ア

な
ど

が
あ
り

ま
し

た
ら

、
自

由
に

お
書

き
く
だ

さ
い
。
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-
-
--
-
-
--
-
-
-
--
-
-
-
--
-
-
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-
-
-
--
-
-
-
 

 

ご
協
力

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た

。
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中
学

校
区

別
人

口
等

分
析

令
和

７
年

３
月

半
田

市
地

域
福

祉
課

第
３

次
半
田

市
地

域
福

祉
計

画
策

定
関

係
資

料
分

析
概

要

 
目
的

•
本

市
の
地

域
福

祉
の

推
進

基
盤

は
第

２
層

（
中

学
校

区
）

で
あ

り
、

第
２

層
の
実

態
を

把
握

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
•
第

２
層
の

住
民

に
係

る
基

本
属

性
を

把
握

す
る

こ
と

で
、

各
中

学
校

区
の

特
徴
を

把
握

す
る

。

 
方
法

①
住

民
基

本
台

帳
や
障

が
い

者
手

帳
、

介
護

認
定

情
報

等
シ
ス

テ
ム

よ
り

情
報

を
抽

出
す

る
（

令
和

６
年

１
０

月
１

日
時

点
）

。
②

中
学

校
区

ご
と

の
情

報
に

加
工

す
る

。
③

中
学

校
区

内
で

の
年

齢
分

布
等

、
構

成
比

を
比

較
す

る
。

※
本

資
料

は
、

住
民

基
本

台
帳
よ

り
作

成
し

て
い

る
た

め
、

実
態

と
合

わ
な

い
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

項
目

別
分

析

人
口

（
男

女
）

0

5
,
0
0
0

1
0,

00
0

1
5,

00
0

2
0,

00
0

2
5,

00
0

3
0,

00
0

3
5,

00
0

亀
崎

中
学

校
区

乙
川

中
学

校
区

半
田
中

学
校

区
成
岩

中
学

校
区

青
山
中

学
校

区

人
口
（

男
女
）

男
性

女
性

項
目

市
全
体

亀
崎

中
学
校

区
乙
川
中

学
校
区

半
田
中
学

校
区

成
岩

中
学
校

区
青
山
中

学
校
区

数
値

構
成
比

数
値

構
成
比

数
値

構
成
比

数
値

構
成
比

数
値

構
成
比

数
値

構
成
比

全
体

1
1
6
,
3
6
5

1
0
0
.
0
%

1
2
,
9
8
0

1
1
.
2
%

3
0
,
32
9

2
6
.
1
%

2
9
,
3
5
7

2
5
.
2
%

2
2
,
4
9
4

1
9
.
3
%

2
1
,
2
0
1

1
8
.
2
%

男
性

5
8
,
66
9

5
0
.
4
%

6
,
4
1
8

4
9
.
4
%

1
5
,
57
2

5
1
.
3
%

1
4
,
9
3
3

5
0
.
9
%

1
1
,
2
5
8

5
0
.
0
%

1
0
,
4
8
6

4
9
.
5
%

女
性

5
7
,
69
6

4
9
.
6
%

6
,
5
6
2

5
0
.
6
%

1
4
,
75
7

4
8
.
7
%

1
4
,
4
2
4

4
9
.
1
%

1
1
,
2
3
6

5
0
.
0
%

1
0
,
7
1
5

5
0
.
5
%

令
和

６
年

10
月

１
日

時
点

の
人

口
は

11
6
,
36
5
人
で

あ
り

、
男

性
が

58
,
6
69
人

（
5
0
.4
%
）
、

女
性

が
57
,
6
96
人

（
4
9
.6
%
）
で

あ
っ

た
。

中
学

校
区

ご
と

の
比

較
で

は
、

乙
川

中
学

校
区

が
3
0
,3
2
9
人
（

26
.
1
%）

で
最

も
多

く
、

亀
崎

中
学

校
区

が
12
,
9
80
人

（
1
1
.2
%
）
で

最
も

少
な

か
っ

た
。

ま
た

、
乙

川
中

学
校

区
を

除
く

４
中

学
校

区
で

男
女

比
は

ほ
ぼ

同
等

で
あ
っ

た
。
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人
口

（
年

齢
別

）

亀
崎
中

学
校
区
で
は
、
0
～
12
歳
、
1
9
～

3
9歳

、
65
～
6
9歳

の
構
成

比
が

最
も
小
さ

く
、
1
3
～
18
歳
、
40
～
6
4
歳
、
7
5
歳
以
上

の
構
成

比
で
は
、
最
も
大

き
か

っ
た
。

乙
川
中

学
校
区
で
は
、
0
～
12
歳
、
1
9
～

3
9歳

の
構
成
比
が
最
も
大

き
く

、
16
～
18

歳
、
4
0
～
60
歳
の
構
成
比

が
最

も
小
さ

か
っ
た

。

成
岩
中

学
校
区
は
70
歳
以

上
の

構
成
比
が

最
も
小

さ
か
っ
た
。

半
田
中

学
校
区
、
青
山
中

学
校

区
と
も
に

中
学
生

世
代
の
構
成
比
が

最
も

小
さ
か
っ

た
。

項
目

市
全

体
亀

崎
中

学
校

区
乙

川
中

学
校

区
半

田
中

学
校

区
成

岩
中

学
校

区
青

山
中

学
校

区

数
値

構
成

比
数

値
構

成
比

数
値

構
成

比
数

値
構

成
比

数
値

構
成

比
数

値
構

成
比

０
～

３
歳

3
,
0
3
6

2
.
6
%

2
97

2
.
3
%

8
8
1

2
.
9
%

7
4
8

2
.
5
%

5
95

2
.
6
%

5
15

2
.
4
%

４
～

６
歳

2
,
7
6
6

2
.
4
%

2
64

2
.
0
%

8
4
6

2
.
8
%

6
5
5

2
.
2
%

5
64

2
.
5
%

4
37

2
.
1
%

７
～

１
２

歳
6
,
0
2
6

5
.
2
%

6
10

4
.
7
%

1
,
6
7
1

5
.
5
%

1
,
4
7
6

5
.
0
%

1
,
2
06

5
.
4
%

1
,
0
63

5
.
0
%

１
３

～
１

５
歳

3
,
3
0
4

2
.
8
%

3
96

3
.
1
%

8
6
8

2
.
9
%

7
8
7

2
.
7
%

6
7
5

3
.
0
%

5
7
8

2
.
7
%

１
６

～
１

８
歳

3
,
3
4
7

2
.
9
%

4
34

3
.
3
%

8
4
1

2
.
8
%

8
1
6

2
.
8
%

6
5
1

2
.
9
%

6
0
5

2
.
9
%

１
９

～
３

９
歳

2
7
,
2
7
8

2
3
.
4
%

2
,
8
13

2
1
.
7
%

7
,
2
9
0

2
4
.
0
%

6
,
9
9
1

2
3
.
8
%

5
,
3
79

2
3
.
9
%

4
,
8
04

2
2
.
7
%

４
０

～
６

０
歳

3
5
,
1
4
0

3
0
.
2
%

4
,
0
42

3
1
.
1
%

8
,
8
4
1

2
9
.
2
%

8
,
8
0
2

3
0
.
0
%

6
,
9
01

3
0
.
7
%

6
,
5
53

3
0
.
9
%

６
１

～
６

４
歳

5
,
8
4
0

5
.
0
%

6
94

5
.
3
%

1
,
4
7
1

4
.
9
%

1
,
4
7
2

5
.
0
%

1
,
1
82

5
.
3
%

1
,
0
2
1

4
.
8
%

６
５

～
６

９
歳

6
,
3
1
1

5
.
4
%

6
23

4
.
8
%

1
,
7
0
3

5
.
6
%

1
,
5
8
8

5
.
4
%

1
,
1
73

5
.
2
%

1
,
2
2
4

5
.
8
%

７
０

～
７

４
歳

6
,
6
1
7

5
.
7
%

7
29

5
.
6
%

1
,
8
0
8

6
.
0
%

1
,
6
8
8

5
.
7
%

1
,
1
4
7

5
.
1
%

1
,
2
4
5

5
.
9
%

７
５

歳
以

上
1
6
,
6
9
9

1
4
.
4
%

2
,
0
78

1
6
.
0
%

4
,
1
0
9

1
3
.
5
%

4
,
3
3
4

1
4
.
8
%

3
,
0
21

1
3
.
4
%

3
,
1
5
6

1
4
.
9
%

0

1
0
,
00
0

2
0
,
00
0

3
0
,
00
0

4
0
,
00
0

亀
崎

中
学

校
区

乙
川
中

学
校

区
半

田
中
学

校
区

成
岩

中
学
校

区
青

山
中
学

校
区

人
口
（

年
齢
別

）

年
齢

別
（

０
～

３
歳

）
〃

（
４
～

６
歳

）

〃
（

７
０
～

７
４

歳
）

〃
（
７

５
歳

以
上
）

〃
（

７
～
１

２
歳

）
〃

（
１

３
～

１
５
歳

）

〃
（

１
６
～

１
８

歳
）

〃
（
１

９
～

３
９
歳

）

〃
（

４
０
～

６
０

歳
）

〃
（
６

１
～

６
４
歳

）

〃
（

６
５
～

６
９

歳
）

人
口

（
外

国
籍

市
民

）

中
学

校
区

別
の

人
口

に
対

す
る

外
国

籍
市

民
の

構
成

比
で

は
、

乙
川

中
学

校
区

が
1
,
97
5
人
（

6
.5
%
）
と

最
も

多
く

、
青

山
中

学
校

区
が

46
8
人

（
2
.
2%
）

で
最

も
少

な
か

っ
た

。

項
目

市
全

体
亀

崎
中
学

校
区

乙
川

中
学

校
区

半
田

中
学

校
区

成
岩

中
学

校
区

青
山

中
学

校
区

数
値

構
成

比
数

値
構

成
比

数
値

構
成

比
数

値
構

成
比

数
値

構
成

比
数

値
構

成
比

外
国

籍
市

民
4
,
9
0
1

4
.
2
%

4
7
4

3
.
7
%

1
,
9
7
5

6
.
5
%

1
,
4
6
7

5
.
0
%

5
1
7

2
.
3
%

4
6
8

2
.
2
%

0

5
0
0

1
,0
0
0

1
,5
0
0

2
,0
0
0

2
,5
0
0

亀
崎

中
学

校
区

乙
川

中
学

校
区

半
田

中
学

校
区

成
岩

中
学
校

区
青

山
中

学
校

区

外
国
籍

市
民

人
口

（
出

生
数

・
転

入
者

数
）

出
生

数
の

構
成

比
は

、
中

学
校

区
ご

と
で
大

き
な

差
が

な
か

っ
た

。

転
入

者
数

は
、

半
田

中
学

校
区

が
9
2
6

人
（

3.
2
%
)で

最
も

多
く

、
亀
崎

中
学

校
区

が
2
6
9人

（
2
.
1
%)
で

最
も

低
か

っ
た
。

0

1
0
0

2
0
0

3
0
0

4
0
0

5
0
0

6
0
0

7
0
0

8
0
0

9
0
0

1
,
0
0
0

亀
崎
中

学
校

区
乙

川
中

学
校

区
半

田
中

学
校

区
成

岩
中

学
校

区
青

山
中

学
校

区

人
口
（

出
生
数
・

転
入
者

数
）

出
生

数
転

入
者

数

項
目

市
全

体
亀

崎
中

学
校
区

乙
川

中
学

校
区

半
田

中
学

校
区

成
岩

中
学

校
区

青
山

中
学

校
区

数
値

構
成

比
数

値
構

成
比

数
値

構
成

比
数

値
構

成
比

数
値

構
成

比
数

値
構

成
比

出
生

数
6
1
7

0
.
5
%

6
6

0
.
5
%

1
7
7

0
.
6
%

1
5
7

0
.
5
%

1
1
3

0
.
5
%

1
0
4

0
.
5%

転
入

者
数

3
,
2
3
9

2
.
8
%

2
6
9

2
.
1
%

7
6
5

2
.
5
%

9
2
6

3
.
2
%

6
3
3

2
.
8
%

6
4
6

3
.0
%

世
帯

数

世
帯
数
の
構

成
比

は
半
田
中
学

校
区

が
13
,
8
28
世
帯

（
25
.
9%
）
で

最
も
多
く
、

亀
崎
中
学
校

区
が

5,
6
25
世

帯
（
1
0
.5
%
）

で
最
も
少
な

か
っ

た
。

世
帯
数
に
占

め
る

定
住
世
帯
、

子
育

て
世

帯
、
高
齢
者

の
み

世
帯
の
構
成

比
は

亀
崎

中
学
校
で
最

も
多

く
、
単
身
世

帯
の

構
成

比
は
最
も
少

な
か

っ
た
。

一
方
、
定
住

世
帯

、
子
育
て
世

帯
の

構
成

比
は
青
山
中

学
校

区
で
最
も
少

な
く

、
単

身
世
帯
の
構

成
比

は
最
も
大
き

か
っ

た
。

ま
た
、
高
齢

者
の

み
世
帯
の
構

成
比

は
成

岩
中
学
校
区

で
最

も
少
な
か
っ

た
。

0

2
,0
0
0

4
,0
0
0

6
,0
0
0

8
,0
0
0

1
0
,
00
0

1
2
,
00
0

1
4
,
00
0

1
6
,
00
0

亀
崎

中
学

校
区

乙
川
中

学
校

区
半

田
中
学

校
区

成
岩

中
学
校

区
青

山
中

学
校

区

世
帯

数

全
体

定
住

世
帯

（
1
0
年
以

上
）

子
育
て

世
帯

高
齢
者

の
み

世
帯

単
身

世
帯

項
目

市
全

体
亀

崎
中

学
校
区

乙
川

中
学

校
区

半
田

中
学

校
区

成
岩

中
学

校
区

青
山

中
学

校
区

数
値

構
成

比
数

値
構

成
比

数
値

構
成

比
数

値
構

成
比

数
値

構
成

比
数

値
構

成
比

全
体

5
3
,
3
3
0

1
0
0
.
0
%

5
,
6
2
5

1
0
.
5
%

1
3
,
5
0
4

2
5
.
3
%

1
3
,
8
2
8

2
5
.
9
%

1
0
,
2
6
5

1
9
.
2
%

1
0
,
1
0
8

1
9
.0
%

定
住

世
帯

（
1
0
年

以
上

）
2
4
,
2
2
4

4
5
.
4
%

3
,
7
4
5

6
6
.
6
%

7
,
8
3
4

5
8
.
0
%

4
,
9
5
0

3
5
.
8
%

4
,1
8
6

4
0
.
8
%

3
,
5
0
7

3
4
.
7%

子
育

て
世

帯
1
0
,
1
3
8

1
9
.
0
%

1
,
1
4
3

2
0
.
3
%

2
,
7
3
0

2
0
.
2
%

2
,
4
6
7

1
7
.
8
%

2
,0
2
6

1
9
.
7
%

1
,
7
7
1

1
7
.
5%

高
齢

者
の

み
世

帯
1
6
,
3
7
7

3
0
.
7
%

1
,
8
8
5

3
3
.
5
%

4
,
1
0
5

3
0
.
4
%

4
,
2
3
6

3
0
.
6
%

2
,9
7
6

2
9
.
0
%

3
,
1
7
4

3
1
.4
%

単
身

世
帯

2
0
,
8
9
3

3
9
.
2
%

1
,
8
8
7

3
3
.
5
%

4
,
9
7
1

3
6
.
8
%

5
,
6
4
6

4
0
.
8
%

4
,0
4
8

3
9
.
4
%

4
,
3
3
9

4
2
.
9%
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障
が

い
者 地

区
別
人

口
に

占
め

る
障

が
い

者
手

帳
所
持

者
の

構
成

比
は

、
中

学
校

区
ご

と
に
偏

り
は

な
か

っ
た

。

0

1
00

2
00

3
00

4
00

5
00

6
00

7
00

8
00

9
00

1
,
0
00

亀
崎

中
学

校
区

乙
川

中
学

校
区

半
田

中
学

校
区

成
岩

中
学
校

区
青

山
中

学
校

区

障
が

い
者
手
帳
所

持
者

身
体

手
帳

療
育

手
帳

精
神

手
帳

項
目

市
全

体
亀

崎
中

学
校
区

乙
川

中
学

校
区

半
田

中
学

校
区

成
岩

中
学

校
区

青
山

中
学

校
区

数
値

構
成

比
数

値
構

成
比

数
値

構
成

比
数

値
構

成
比

数
値

構
成

比
数

値
構

成
比

身
体

手
帳

3
,
3
6
7

2
.
9
%

3
7
0

2
.
9%

9
3
3

3
.
1
%

8
44

2
.
9
%

5
9
8

2
.
7
%

6
2
2

2
.9
%

療
育

手
帳

1
,
1
4
0

1
.
0
%

1
2
8

1
.
0%

3
2
0

1
.
1
%

2
78

0
.
9
%

1
9
7

0
.
9
%

2
1
7

1
.0
%

精
神

手
帳

1
,
5
6
5

1
.
3
%

1
5
9

1
.
2%

4
1
0

1
.
4
%

3
86

1
.
3
%

2
5
9

1
.
2
%

3
5
1

1
.7
%

高
齢

者

高
齢

者
全

体
の

構
成

比
で

は
、

青
山

中
学
校

区
が

5,
6
2
5人

（
2
6
.
5
%）

で
最

も
多
く

、
一

人
暮

ら
し

で
も

1
.6
2
3
人

（
7
.
7%
）

で
最

も
多

か
っ

た
。

高
齢

者
の

み
世

帯
人

数
の

構
成

比
で

は
、

亀
崎

中
学

校
区

が
1
,
99
1
人

（
1
5
.3
%
）

で
最

も
多

か
っ

た
。

一
方

、
成

岩
中

学
校

区
で

、
高

齢
者

全
体
、

一
人

暮
ら

し
、

高
齢

者
の

み
世

帯
人
数

の
い

ず
れ

の
構

成
比

も
最

も
低

か
っ

た
。

0

1
,0

00

2
,0

00

3
,0

00

4
,0

00

5
,0

00

6
,0

00

7
,0

00

8
,0

00

9
,0

00

亀
崎

中
学

校
区

乙
川

中
学

校
区

半
田
中

学
校

区
成

岩
中
学

校
区

青
山

中
学

校
区

高
齢
者

全
体

一
人

暮
ら
し

高
齢
者

の
み

世
帯

人
数

項
目

市
全

体
亀

崎
中

学
校
区

乙
川

中
学

校
区

半
田

中
学

校
区

成
岩

中
学

校
区

青
山

中
学

校
区

数
値

構
成

比
数

値
構

成
比

数
値

構
成

比
数

値
構

成
比

数
値

構
成

比
数

値
構

成
比

全
体

2
9
,
6
2
7

2
5
.
5
%

3
,
4
3
0

2
6
.
4%

7
,
6
2
0

2
5
.
1
%

7
,
6
10

2
5
.
9
%

5
,3
4
1

2
3
.
7
%

5
,
6
2
5

2
6
.
5%

一
人

暮
ら

し
8
,
0
1
0

6
.
9
%

9
1
6

7
.
1%

1
,
8
8
6

6
.
2
%

2
,
0
65

7
.
0
%

1
,5
2
0

6
.
8
%

1
,
6
2
3

7
.
7%

高
齢

者
の

み
世

帯
人

数
1
7
,
1
5
7

1
4
.
7
%

1
,
9
9
1

1
5
.
3
%

4
,
5
5
8

1
5
.
0
%

4
,
4
4
5

1
5
.
1
%

2
,9
8
1

1
3
.
3
%

3
,
1
8
1

1
5
.0
%

介
護

認
定 地
区

別
人

口
に

占
め

る
介

護
認

定
者

の
構
成

比
は

、
中

学
校

区
ご

と
に

偏
り

は
な
か

っ
た

。

項
目

市
全

体
亀

崎
中

学
校
区

乙
川

中
学

校
区

半
田

中
学

校
区

成
岩

中
学

校
区

青
山

中
学

校
区

数
値

構
成

比
数

値
構

成
比

数
値

構
成

比
数

値
構

成
比

数
値

構
成

比
数

値
構

成
比

要
支

援
１

9
5
2

0
.
8
%

1
5
1

1
.
2%

2
4
5

0
.
8
%

2
51

0
.
9
%

1
7
1

0
.
8
%

1
3
4

0
.6
%

要
支

援
２

6
2
7

0
.
5
%

7
9

0
.
6%

1
6
0

0
.
5
%

1
73

0
.
6
%

1
0
8

0
.
5
%

1
0
7

0
.5
%

要
介

護
１

1
,
2
4
8

1
.
1
%

1
4
4

1
.
1%

3
1
3

1
.
0
%

3
50

1
.
2
%

2
3
6

1
.
0
%

2
0
5

1
.0
%

要
介

護
２

7
4
5

0
.
6
%

9
2

0
.
7%

1
9
2

0
.
6
%

1
99

0
.
7
%

1
4
0

0
.
6
%

1
2
2

0
.6
%

要
介

護
３

6
0
5

0
.
5
%

7
6

0
.
6%

1
4
2

0
.
5
%

1
45

0
.
5
%

1
1
5

0
.
5
%

1
2
7

0
.6
%

要
介

護
４

6
2
6

0
.
5
%

7
6

0
.
6%

1
5
5

0
.
5
%

1
51

0
.
5
%

1
1
5

0
.
5
%

1
2
9

0
.6
%

要
介

護
５

3
8
8

0
.
3
%

5
3

0
.
4%

8
2

0
.
3
%

1
08

0
.
4
%

6
6

0
.
3
%

7
9

0
.4
%

0

5
0

1
0
0

1
5
0

2
0
0

2
5
0

3
0
0

3
5
0

4
0
0

亀
崎

中
学

校
区

乙
川

中
学

校
区

半
田
中

学
校

区
成

岩
中
学

校
区

青
山
中

学
校

区

介
護
認

定

要
支
援

１
要
支

援
２

要
介

護
１

要
介

護
２

要
介
護

３
要
介

護
４

要
介

護
５

地
区

別
分

析
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亀
崎

中
学

校
区

【
結

果
①

】

 
５
中
学
校
区
の
中
で
最
も
人
口
が
少
な
い
。

 
男
性
よ
り
も
女
性
の
方
が
多
い
。

 
0～

12
歳
の
子
ど
も
の
構
成
比
は
市
内
で
最
も
低
く
、
そ
の
親

世
代
に
あ
た
る
19
～
39
歳
の
構
成
比
も
市
内
で
最
も
低
い
。
一

方
、
13
～
18
歳
の
子
ど
も
の
構
成
比
は
市
内
で
最
も
高
く
、
そ

の
親
世
代
に
あ
た
る
40
～
6
0歳

の
構
成
比
も
市
内
で
最
も
高
い
。

 
61
～
6
4歳

の
構
成
比
は
市
内
で
最
も
高
い
。

 
65
～
6
9歳

の
前
期
高
齢
者
の
構
成
比
は
市
内
で
最
も
低
い
が
、

7
5歳

以
上
の
後
期
高
齢
者
の
構
成
比
は
市
内
で
最
も
高
い
。

 
外
国
籍
市
民
の
構
成
比
は
市
全
体
の
平
均
よ
り
も
低
い
。

 
出
生
数
、
転
入
者
数
の
構
成
比
は
市
内
で
最
も
低
い
。

亀
崎

中
学

校
区

【
結

果
②

】

 
世
帯
数
は
市
内
で
最
も
少
な
い
。

 
世
帯
数
に
占
め
る
定
住
世
帯
、
子
育
て
世
帯
、
高
齢
者
の
み
世

帯
の
構
成
比
は
市
内
で
最
も
多
い
。

 
世
帯
数
に
占
め
る
単
身
世
帯
の
構
成
比
は
市
内
で
最
も
少
な
い

が
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
構
成
比
は
、
市
の
平
均
よ
り
も
高

い
。

 
要
支
援
１
の
認
定
が
あ
る
人
の
構
成
比
が
市
内
で
最
も
高
い
。

 
乙
川
中
学
校
区
と
ほ
ぼ
真
逆
の
人
口
構
成
比
。

亀
崎

中
学

校
区

【
考

察
①

】

 
0～

12
歳
の
子
ど
も
の
構
成
比
が
低
い
の
は
、
そ
の
親
世
代
に

あ
た
る
1
9～

39
歳
の
構
成
比
が
低
い
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
世
代

の
構
成
比
が
低
い
の
は
、
定
住
世
帯
が
多
く
、
外
部
か
ら
の
流

入
が
少
な
い
（
ま
た
は
で
き
る
土
地
・
不
動
産
が
な
い
）
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

 
13
～
1
8歳

の
構
成
比
が
高
く
、
そ
の
親
世
代
に
あ
た
る
40
～
6
4

歳
の
構
成
比
も
高
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
子
育
て
世
帯
の
構
成
比

も
高
い
水
準
で
あ
る
が
、
第
３
次
地
福
計
画
が
終
了
す
る
５
年

後
に
は
、
こ
の
世
代
の
子
ど
も
は
成
人
す
る
た
め
、
子
育
て
世

帯
の
構
成
比
は
上
記
の
0
～
12
歳
の
子
ど
も
に
紐
づ
く
た
め
、
市

内
で
最
も
低
く
な
る
見
込
み
。

 
高
齢
者
の
み
世
帯
の
構
成
比
が
市
内
で
最
も
多
い
こ
と
か
ら
、

2
04
0
年
を
見
据
え
る
と
、
今
後
、
空
き
家
が
大
幅
に
増
加
す
る

可
能
性
が
高
い
。

乙
川

中
学

校
区

【
結

果
①

】

 
５
中
学
校
区
の
中
で
最
も
人
口
が
多
い
。

 
男
女
の
構
成
比
で
は
男
性
が
多
く
、
市
内
で
最
も
男
女
の
人
数

差
が
大
き
い
。

 
0～

12
歳
の
子
ど
も
の
構
成
比
、
出
生
数
が
市
内
で
最
も
高
く
、

そ
の
親
世
代
に
あ
た
る
19
～
3
9歳

の
構
成
比
も
市
内
で
最
も
高

い
。

 
16
～
1
8歳

の
構
成
比
が
市
内
で
最
も
低
く
、
そ
の
親
世
代
に
あ

た
る
40
～
60
歳
の
構
成
比
も
市
内
で
最
も
低
い
。

 
70
～
7
4歳

の
構
成
比
が
市
内
で
最
も
高
い
が
、
75
歳
以
上
の
構

成
比
は
市
の
平
均
以
下
で
あ
る
。

 
外
国
籍
市
民
の
構
成
比
が
市
内
で
最
も
高
い
が
、
転
入
者
数
は

市
の
平
均
以
下
で
あ
る
。
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乙
川

中
学

校
区

【
結

果
②

】

 
定
住
世
帯
、
子
育
て
世
帯
は
市
の
平
均
よ
り
も
高
い
。

 
単
身
世
帯
が
市
の
平
均
よ
り
も
低
い
。

 
高
齢
者
の
構
成
比
が
市
の
平
均
よ
り
も
低
い
。

 
亀
崎
中
学
校
区
と
ほ
ぼ
真
逆
の
人
口
構
成
比
。

乙
川

中
学

校
区

【
考

察
①

】

 
0～

12
歳
の
子
ど
も
の
構
成
比
や
出
生
数
の
構
成
比
が
最
も
高

く
、
そ
の
親
世
代
の
構
成
比
も
高
い
こ
と
か
ら
、
市
内
で
も
子

ど
も
の
多
い
地
域
で
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。
一
方
、
70
～
7
4歳

の
構
成
比
も
最
も
高
い
こ
と
か
ら
、
今
後
、
後
期
高
齢
者
の
構

成
比
が
増
え
て
い
き
、
幅
広
い
世
代
に
対
応
し
た
施
策
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 
ま
た
、
外
国
籍
市
民
の
う
ち
、
約
４
割
が
乙
川
中
学
校
区
に
い

る
こ
と
か
ら
、
外
国
籍
市
民
と
の
共
生
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る

か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

 
外
国
籍
市
民
が
最
も
多
い
が
、
転
入
者
数
の
構
成
比
が
市
の
平

均
よ
り
も
低
い
こ
と
か
ら
、
毎
年
度
外
国
籍
市
民
が
盛
ん
に
転

入
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
一
定
年
数
居
住
し
て
い
る
人
が

多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

半
田

中
学

校
区

【
結

果
①

】

 
５
中
学
校
区
の
中
で
２
番
目
に
人
口
が
多
く
、
世
帯
数
は
最
も

多
い
。

 
人
口
構
成
は
５
中
学
校
区
の
中
で
最
も
市
の
平
均
に
近
い
が
、

1
3～

18
歳
の
構
成
比
が
市
内
で
最
も
低
い
。

 
出
生
数
の
構
成
比
が
市
内
で
最
も
低
い
。

 
転
入
者
数
の
構
成
比
が
市
内
で
最
も
高
く
、
定
住
世
帯
の
構
成

比
が
市
の
平
均
よ
り
も
低
い
。

 
子
育
て
世
帯
の
構
成
比
が
市
の
平
均
よ
り
も
低
い
。

 
単
身
世
帯
の
構
成
比
が
市
の
平
均
よ
り
も
高
い
が
、
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
の
構
成
比
は
市
の
平
均
程
度
。

半
田

中
学

校
区

【
考

察
①

】

 
出
生
数
の
構
成
比
は
最
も
低
い
が
、
転
入
者
数
の
構
成
比
が
最

も
高
く
、
出
生
数
よ
り
も
転
入
者
の
方
が
約
６
倍
の
人
数
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
新
生
児
の
誕
生
で
は
な
く
、
転
入
者
に
よ
る
人

口
の
流
入
が
予
想
さ
れ
る
。
転
入
者
を
い
か
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
へ
の
参
加
に
つ
な
げ
ら
れ
る
か
が
課
題
。

 
世
帯
数
が
最
も
多
く
、
単
身
世
帯
数
も
市
内
で
最
も
多
い
が
、

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
の
構
成
比
は
市
の
平
均
程
度
で
あ
る
。

ま
た
、
1
3～

18
歳
の
世
代
構
成
比
が
市
内
で
最
も
低
い
こ
と
か

ら
、
就
労
世
代
に
お
い
て
も
単
身
世
帯
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
、
こ
の
単
身
世
帯
が
定
住
す
る
と
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

が
増
加
す
る
可
能
性
が
高
い
。
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成
岩

中
学

校
区

【
結

果
①

】

 
５
中
学
校
区
の
中
で
３
番
目
に
人
口
が
多
い
。

 
男
女
比
が
ほ
ぼ
同
程
度
で
あ
る
。

 
61
～
6
4歳

の
構
成
比
が
市
内
で
最
も
高
い
。

 
70
歳
以
上
の
構
成
比
が
市
内
で
最
も
低
い
。

 
出
生
数
の
構
成
比
が
市
内
で
最
も
低
い
。

 
定
住
世
帯
の
構
成
比
が
市
の
平
均
よ
り
も
低
い
。

 
高
齢
者
の
み
世
帯
の
構
成
比
が
最
も
低
い
。

 
単
身
世
帯
の
構
成
比
が
市
の
平
均
程
度
。

 
人
口
に
占
め
る
高
齢
者
、
一
人
暮
ら
し
、
高
齢
者
の
み
世
帯
人

数
の
構
成
比
が
市
内
で
最
も
低
い
（
高
齢
化
率
が
市
内
で
最
も

低
い
）
。

成
岩

中
学

校
区

【
考

察
①

】

 
市
内
で
最
も
高
齢
化
率
の
低
い
中
学
校
区
で
あ
り
、
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
、
高
齢
者
の
み
世
帯
の
構
成
比
も
い
ず
れ
も
低
い
こ

と
か
ら
、
２
世
代
、
３
世
代
で
居
住
し
て
い
る
人
が
市
で
相
対

的
に
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
が
家
族
と
過
ご

す
時
間
以
外
の
居
場
所
（
家
族
教
室
、
サ
ロ
ン
等
）
が
必
要
と

考
え
ら
れ
る
。

 
高
齢
者
の
構
成
比
が
市
内
で
最
も
低
く
、
定
住
世
帯
が
市
の
平

均
よ
り
も
低
く
な
っ
て
い
る
。
転
入
者
数
が
市
の
平
均
程
度
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
昔
か
ら
居
住
し
て
い
た
高
齢
者
が
亡
く
な
り
、

そ
の
次
世
代
が
現
在
の
高
齢
者
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。

青
山

中
学

校
区

【
結

果
①

】

 
５
中
学
校
区
の
中
で
４
番
目
に
人
口
が
多
い
。

 
男
女
の
構
成
比
が
女
性
の
方
が
多
く
、
男
性
の
方
が
少
な
い
。

 
子
ど
も
の
構
成
比
が
市
の
平
均
よ
り
も
低
く
、
中
で
も
13
～
1
5

歳
の
構
成
比
が
市
内
で
最
も
低
い
。

 
61
～
6
4歳

の
構
成
比
が
市
内
で
最
も
低
い
。

 
65
～
6
9歳

の
構
成
比
が
市
内
で
最
も
高
く
、
70
歳
以
上
の
構
成

比
が
市
の
平
均
よ
り
も
高
い
。

 
外
国
籍
市
民
の
構
成
比
が
市
内
で
最
も
低
い
。

 
出
生
数
の
構
成
比
が
市
内
で
最
も
低
い
。

 
転
入
者
数
の
構
成
比
が
市
の
平
均
よ
り
も
高
い
。

 
定
住
世
帯
、
子
育
て
世
帯
の
構
成
比
が
市
内
で
最
も
低
く
、
単

身
世
帯
の
構
成
比
が
市
内
で
最
も
高
い
。

 
最
も
高
齢
化
率
が
高
く
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
構
成
比
も
高

い
。

青
山

中
学

校
区

【
考

察
①

】

 
市
の
平
均
よ
り
も
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
子
育
て
世
帯

の
構
成
比
が
市
内
で
最
も
低
く
、
高
齢
化
率
が
市
内
で
最
も
高

い
。
持
続
可
能
な
ま
ち
と
す
る
た
め
、
子
ど
も
が
地
域
に
住
み

続
け
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
地
域
愛
の
醸
成
と
、
高
齢
者
同
士

が
互
い
に
支
え
あ
え
る
仕
組
み
が
必
要
。

 
特
殊
な
福
祉
施
設
が
あ
る
こ
と
が
一
要
因
で
あ
る
が
、
単
身
世

帯
の
構
成
比
が
市
内
で
最
も
多
く
、
定
住
世
帯
の
構
成
比
が
市

内
で
最
も
低
い
。
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
構
成
率
が
市

内
で
最
も
高
い
こ
と
か
ら
、
孤
独
・
孤
立
状
態
に
陥
ら
な
い
よ

う
な
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
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（１）テーマ概要 

 

（２）テーマ課題・対策・取組 

・多死社会における身寄り・居住・死後対応の仕組み 

・意思決定を重視した「新たな権利擁護」の在り方 

 

〇新たな身元保証の仕組み： 

＜現状＞死亡後の費用：火葬だけでも最低 20 万円は必要です。 

＜課題＞費用を捻出できない入居者への対応が必要です。 

＜対策＞①保険を活用して補償していきます（死後対応） 

②補償金は、居住支援法人によって、死後対応として 

火葬、病院の清算、賃借・公共料金などの支払い・ 

解約、遺品整理の代行費用に充てられます。家賃債務 

保証や残置物処分は、保険によりできるようにします。 

 

〇死後対応と互助事業の啓発： 

＜現状＞初期費用数十万円で死後対応をできるようにする仕組みがあります。 

＜課題＞初期費用を支払えない人の死後対応や、死後対応を依頼できる人に繋がるようにする必要

があります。 

＜対策＞①保険を活用：初期費用はなく、保険金等で分割して支払える仕組みを活用します。 

②家族代行できる仕組み：くらし安心サポート事業（知多地域権利擁護支援センター）な

どで互助会・ろうスクールの企画・運営・普及・啓発します。 

③国の新たな金銭管理制度を注視するとともに、上記以外の死後対応の仕組みを構築する

ために検討する機会を作ります。 

権利擁護・居住支援部会報告書 

半田市に限らず、近年では多死社会、単身独居世帯の増加、家族の基盤の弱体化、人

間関係の希薄化が進んでいることにより、経済的理由だけでなく身元保証がないために

住む場所を確保することが困難になってきています。また、世帯構成の多様化により、

母子世帯、外国人世帯、障がい者世帯、高齢者世帯、LGBTQ、家族関係を望まない人等が

生きにくさを感じる現状もあります。そのような状況の中、より住みやすく、ともに安

心して暮らし続けるためにはどのような仕組みや制度が必要なのかを本部会では話し

合います。 

住民が尊厳を守りながら誰もが自分らしく暮らすために、普段からの見守り、専門職

へのつながり、地域住民によってささえあえる環境づくりを目指します。 
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〇見守りおよびサポート体制： 

＜現状＞住宅確保要配慮者（単身高齢者、ひとり親、障がい者、低額所得者など）の場合、認知症

や病気、けがのケア、近隣トラブルや家賃滞納等、大家の心配事・不安があります。 

＜課題＞保険だけでなく各種制度の活用や地域による見守りが必要です。 

＜対策＞①ICT を活用：非常時の対応が可能になる、テラシテ R(中部電力)などがあります。 

②２年の定期借家契約を活用：入居者の状況把握が可能になり、次の住まいを探す際の借

家人の状況に合わせた入居プランの紹介・提供を目指します。 

③居住支援法人とともに住まいのサポート体制を構築：宅建協会や弁護士など各士業とも

連携します。また、大家等の理解を深める取組を行います。 

④地域の中でのつながりの再構築：ささえあいのまちづくりのために、高齢者だけでなく

子どもも含めた居場所を確保し普及・啓発します。 

⑤既存の見守り・助け合いサービスを有効活用し、広報・周知を行います。 

 

〇ライフエンディングサポート事業の啓発： 

＜課題＞終活について事前に考える機会の創出が必要です。 

＜対策＞①自分の財産や遺品になるもの、介護・医療、葬儀やお墓について、記録したエンディン

グノート・もしもシート・事前指示書などを参考に、半田市独自のものを検討します。 

②終活に向けた研修や各種ツールの普及・啓発を行います。 

 
 

実施主体 第１層（市全域） 
第２層 

（中学校区） 
第３層 

（小学校区以下） 

住民 

・互助会による生活
（ちょっとした）
支援、話し合える
関係づくり 

・（入院時・入所時の）
今まで家族が担っ
てきた保証人など
の家族代行 

・身元保証会社・権利擁
護支援センターによ
る保険での対応 

・ICT の活用 

・高齢者だけでなく子
どもも含めた居場所 

・話し合える場所 
・エンディングノート・
もしもシート・事前
指示書の作成 

事業所 

・身元保証会社・権利
擁護支援センター
による保険での対
応 

・ICT の活用 

  

社協 

・住む場所：近隣トラ
ブル・家賃滞納な
どの大家の不安解
消方法の見える化 

 

・ちょっとした支援の
可能性（ささえあい
やボランティアの地
域通貨、ポイント制） 

行政 

(関係課) 
  

・死生観についてタブ
ー視せずに、万が一
の時のために考えて
おく・備える 

・啓発 
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（１）テーマ概要 

少子高齢化や労働者人口の減少が進み、地域経済・地域 

コミュニティ双方において「担い手不足」が顕在化してい 

ます。福祉現場でも新卒・若手社員の定着率低下や資格要 

件の高さから育成・採用が難しくなっており、安定的な福 

祉サービス提供が危ぶまれています。また、高齢者や障が 

い者、生活困窮者、若年無業者など、支援が必要な方々の 

「働きたい」「役割を持ちたい」という意欲に応える体制 

づくりが求められており、単なる就労支援にとどまらず、 

多様な社会参加のあり方が必要となっています。地域とのつながりの希薄化や居場所の喪失

が、孤独・孤立や健康悪化、フレイル等の要因となるため、社会参加が重要です。 

 

（２）テーマ課題 

課題１：福祉現場における就労 

福祉人材の確保・育成が十分に出来ておらず、福祉事業所の人材が不足、安定的な福祉サ

ービスの提供ができなくなる恐れがあります。 

 

課題２：課題を抱えた方を含めた一般就労へのつなぎ 

小・中学校の不登校者数が増加しており、高校に進学しても学校生活がうまくいかずに退

学となる方や、どこにも所属することなく中学校を卒業する、「中卒無業者」が増加してい

ます。また、ひきこもり状態にある若者や、働く意欲があっても本人の生活歴（累犯など）

等によって社会的な障壁が高く、就職の機会そのものが少なく職場の定着も課題となってい

ます。 

 

課題３：地域人材の確保・育成（地域の担い手不足） 

定年延長等によって、地域で活動する担い手が高齢化しており、各地域で「担い手不

足」が課題となっています。その結果、既存のボランティアや市民活動団体の世代交代が

進まず、地域でのささえあい活動が維持できなくなる恐れがあります。 

 

課題４：情報、交流の不足 

 企業と福祉事業所間の横のつながりが弱く、市民や学生が地元の仕事や活動に触れる機会

が少ない状況です。また、双方の課題やニーズを話し合う機会がなく、それぞれのできるこ

とやニーズを補う活動を推進することが難しい現状にあります。 

 

 

就労・参加支援部会報告書 
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（３）対策・取組 

○ 趣味や地域活動、短時間勤務など多様な社会参加の機会を提供します。 

○ 就労困難層への継続的な伴走支援体制の強化と企業との連携により、就労に結びつきや

すい環境づくりを行います。 

○ 地域活動と就労支援の「中間的領域」として、ユニバーサル就労により就労準備期から

定着までをサポートします。 

 

 

実施主体 第１層（市全域） 
第２層 

（中学校区） 

第３層 

（小学校区以下） 

住民 

（学生） 
  

・他者のための活動が

「自分のため」と感

じられる人が多くい

る状態（課題３） 

事業所 

（企業） 

・就職後も継続的に働

き続けられる環境づ

くり（課題１・２） 

・企業との連携により

仕事を細分化して、

年代を問わずに働く

（賃金をもらえる）

機会の創出「ダイバ

ーシティ就労プラッ

トフォームづくり」

（課題２・４） 

・福祉事業所等が地域

貢献活動の一環で、

地域のニーズにあっ

た活動ができる仕組

み（課題３） 

・法人間の同世代の職

員の交流や情報交換

の機会（課題１） 

・実習やインターンシ

ップを受け入れてい

る事業所間の情報交

換及び大学との連携

（課題１） 

社協  

・学生のニーズを聞き

取りつつ、事業所間

で引継ぎができる仕

組み（課題１） 

・夏休みだけなく、恒

常的なボランティア

活動への参加の機会

創出（課題１・３） 

行政 

（関係課） 

・働く意欲がない人や

就労以前に治療や支

援が必要な人への医

療との連携（課題

２） 

・地域と福祉と企業の

情報交換の場があ

り、それぞれの「で

きること」を掛け合

わせて事業化する仕

組み（課題４） 

・企業同士が集まっ

て、ノウハウを培う

場の創出（課題２） 
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（1） テーマ概要 

半田市をより住みやすく、安心して暮らし続けられるように

するためには、住民同士の支え合いが重要です。災害や予期せ

ぬ事故が発生したとき、地域の人々が互いに助け合うことで迅

速な対応が可能になります。また、地域の住民同士が顔見知り

になることで、不審者の侵入を防ぎ、防犯意識が高まることも

期待できます。お祭りやイベント、地域清掃や防災訓練などの

活動を通じて交流が生まれ、活気ある地域づくりにもつながり

ます。ちょっとした困りごとでも、近所の人に助けてもらえる

環境があれば、安心して暮らせるのではないでしょうか。 

 

（2-1）テーマ課題【地域活動への参加の仕組み】 

各世代で活動参加ができている事例・参加しない（できない）理由などが違う要因となって

います。 興味があり参加をしたいと思っている人も多いので、きっかけになる情報をどのよ

うに各世代に伝えることができるか、また各活動をどのように継続させていくのかが課題です。 

 

（3-1）対策・取組【地域活動への参加の仕組み】 

実施主体 第１層（市全域） 
第２層 

（中学校区） 
第３層 

（小学校区以下） 

住民  
・多世代で楽しみな
がらできる交流の
場を企画  

・参加見込みがありそうな
人への個別アプローチ 

・人財育成、活動の継続を理
念に追加 

・LINE 等情報共有ツール･QR
コード等の使い方を習得 

・ふくしに関するネットワ
ーク会議等の開催 

事業所 
・LINE 等情報共有ツー
ル、QR コードなどの
使い方講習会の開催 

・事業所連絡会等へ
の参画 

・地域団体との交流 

社協 
・活動団体の把握・課題
の抽出 

・活動団体への相談
機能的役割 

・地域住民とのコネクト的
役割 

行政 

(関係課) 

・各団体の連絡会･交流
会等の開催 

・既存団体から派生す
る団体立上げ支援 

・tetoru が地域活動に
有効活用でき、情報
が悪用されないよう
な仕組みづくり 

  

災害にも強い地域づくり部会報告書 

まち歩きをしながら多世代交流 
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（2-2）テーマ課題【災害・緊急時にささえあう仕組み】 

地域防災においては、防災訓練の内容や実施頻度は地区ご

とになっており、安否確認のみの訓練が多く、避難所での実
践的な訓練が行われている地区は多くありません。特に自主

防災会の活動や地域住民の参加状況には差があり、自治区に
未加入の住民には情報が届かず、訓練参加率の低下も課題に

なっています。一方、避難所の開設情報や備蓄内容が市民に
十分周知されていないことで、被災後の生活再建への不安も

大きいことも挙げられます。避難行動要支援者名簿について
は、発災直後の支援体制として近所の町内会や隣組の助け合

いの活動が不可欠ですが、形式的なリストにとどまっており
実効性のある計画までには至っていません。特に障がい福祉サ

ービスを利用していない障がい者や高齢者への支援計画が不十分で、災害時に誰がどのよう
に支援するかが不明確な点が課題となっています。このような現状と課題から「災害・緊急

時にささえ合う仕組み」が必要であることを部会で検討しました。 
 

（3-2）対策・取組【災害・緊急時にささえあう仕組み】  

実施主体 第１層（市全域） 
第２層 

（中学校区） 
第３層 

（小学校区以下） 

住民 

・様々なサークル活動で
災害についての勉強
会やイベントを実施
し、防災意識を高める
（グループ） 

 

・地域の防災訓練への積極的に
参加し近所の顔の見える関
係の機会を増やす（個人） 

・マイタイムラインを作成し、
家族と共有（家族） 

事業所 

・各事業所の BCP（業務
継続計画）を地域と共
有して、発災時の連携
に活かす 

 
・地域の防災訓練に事業所の利
用者と一緒に参加し顔の見
える連携体制を構築 

社協 

・災害時ボランティアセ
ンター開設訓練を実
施 

・市民へ災害ボランティ
アセンターを周知し、
住民や事業所と共に
準備 

・中学校のふく
し共育で防災
減災の内容を
実施 

・小学校のふくし共育で防災減
災の内容を実施 

行政 

(関係課) 

・避難所の開設手順・備
蓄状況を平時に住民
と共有し、「自助」の準
備を行えるよう支援 

・指定福祉避難所につい
ても開設・運営手順を
検討し住民と共有 

・福祉サービス未利用
者・高齢者にも災害時
支援プランを作成 

・中学校でマイ
タイムライン
の作成を授業
に組み込む 

 

・小学校でマイタイムラインの
作成を授業に組み込む  

・隣近所の助け合いには日ごろ
からの顔の見える関係が必
要であることを周知し、自治
区に入るメリットを住民へ
伝えていく 

・地域ごとに「要支援者支援会
議」等の場を設け、名簿の内
容により支援方法を具体的
に検討、共助の意識を高めて
実効性のある計画を準備                                       

非常時のトイレについて学ぶ 
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「いつのまにやら地域づくり」 から学ぶ 

第３次半田市地域福祉計画への示唆 

 

◆日時：令和７年５月23日（金） 13：30～15：30 

◆場所：瀧上工業雁宿ホール 講堂（半田市雁宿町１-22-１） 

◆講師：滋賀県甲賀市 地域共生社会推進課 課長 竜王 真紀 氏 

滋賀県甲賀市社会福祉協議会 地域福祉課 課長 大谷 喜久 氏 

◆参加人数：123名 

 

１．はじめに 

滋賀県甲賀市の地域共生社会実現に向けた実践「いつのまにやら地域づくり」に

関する研修を受けて、第３次半田市地域福祉計画策定の参考とすることを目的にま

とめたものである。 

 

２．研修の概要と学びの要点 

（１）「いつのまにやら地域づくり」とは 

◆意図的・計画的な取り組みというより、「気づけば地域づくりになってい

た」という感覚を大切にしている。 

◆地域生活課題（ひきこもり、ヤングケアラー、身寄り問題など）に向き合う

中で、「第四の縁」（地縁・血縁・社縁に次ぐ、興味や思いから生まれるつ

ながり）に着目した。 

 

（２）主な実践とその特徴 

◆重層的支援体制整備事業を背景に、部門連携や包括的支援が進行中。 

◆属人的だが柔軟な「変態コーディネーター」の存在が重要。 

◆「分かち合い（強さだけでなく弱さも）」をキーワードに、多様な人々がゆ

るくつながりささえあう地域を目指す。 

◆地域に既にある「興味・関心」を接点に活動が自然発生している。 

 

（３）印象的な取組事例 

◆「みんなでe-こうか」：多職種連携のイノベーションサロン、緩やかな対話

の場の形成。 

◆「年の暮れの夕暮れに」：生活困窮者支援と居場所づくりが一体化した炊き

出しイベントを企画し、それぞれが出来ることを持ち寄って実施していく。 

◆「まちのつながり図鑑（コーポ・ミルフィーユ物語）」：地域共生の理解を

物語化し、職員や住民の意識醸成に活用。 
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３．半田市地域福祉計画策定への示唆 

（１）「第四の縁」を活かすアプローチ 

◆制度の隙間に落ちる人々（8050問題、若年ひきこもり等）には、地縁に依ら

ないつながりが有効。 

◆市民の「やってみたい」を出発点にし、小さな活動が自然につながるような

土壌づくりを意識する。 

 

（２）支援体制の横断化 

◆「庁内連携ができない中で、住民と協働は難しい」という甲賀市の課題は半

田市も共有。 

◆部署間の縦割りを乗り越えるための定例的な情報共有、対話の場が必要。 

◆分野を超えたコーディネーター的な人材の育成・発掘が急務。 

 

（３）居場所・役割・楽しさのある地域づくり 

◆支援と活動を「おもしろがる」視点が重要。 

◆制度に沿った活動でなくても、市民が楽しさや共感で参加できる柔らかな事

業設計が求められる。 

 

４．今後の展開に向けて 

（１）小規模な試行と「偶然性」の重視 

◆完璧な計画からではなく、「やってみよう」から生まれる活動を埋没させな

い（出来ない理由探しをしない）。 

◆職員や地域住民によるお試し型の協働活動を行い、検証する。 

 

（２） 計画策定過程そのものを“地域づくり”に 

◆策定に関わる人を“関係者”から“活動者”へ。計画策定過程を通じて、当

事者意識を醸成。 

◆地域福祉計画においても、「共に育つ」「共に悩む」というスタンスを明文

化。 

 

（３）情報発信と市民参加 

◆計画自体の伝え方（たとえば物語仕立てやイラスト活用）を工夫する。 

◆共感される広報を通じて、市民の“誰かとつながりたい”を後押しする。 
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５．おわりに 

複雑化・複合化する生活課題を「縁」によって解決を図る甲賀市の取り組

みを学んだ。縁による「居場所づくり」や「課題解決を目指すプラットフォ

ーム」など、形は柔軟で、正解・不正解を検討するよりも「まずやってみ

る」ことを重要視している。 

これまで、当たり前に形成されてきた地縁・血縁・社縁が、地域性・家族

機能・愛社精神が希薄化するなかで、興味関心による「第四の縁」により新

たな結びつきを構築する流れは、これからの社会に馴染みやすいと感じられ

た。 

半田市においても、制度や政策だけではなく、“日常の中のつながり

（縁）”を育むことが地域福祉計画の核であるべきであり、本研修の学びを

活かして、新しい地域づくりの方向性を共に描いていきたい。 
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「支援者のための孤立する若者への支援セミナー」 から学ぶ 

第３次半田市地域福祉計画への示唆 

 

◆日時：令和７年７月15日（火） 14：00～16：00 

◆場所：瀧上工業雁宿ホール 視聴覚室（半田市雁宿町１-22-１） 

◆講師：千葉県市川市 市川市よりそい支援事業がじゅまる＋ 

市川市生活サポートセンターそら 総合センター長 朝比奈 ミカ 氏 

◆参加人数：57名 

 

１．はじめに 

半田市における重層的支援体制整備事業の推進にあたり、制度の狭間とされる

「中卒無業者」や「ヤングケアラー」などの生活課題を抱える若者の相談が増加し

ている。 

若者の相談支援にあたる関係機関やその支援者が「若者福祉」に関する見識を深

めるとともに、第３次地域福祉計画策定の参考とすることを目的にまとめたもので

ある。 

 

２．研修の概要と学びの要点 

（１）若者の孤立の実態と背景 

◆若者：こどもたち、若者の世界にどうやったら近づけるのか。 

「死にたい」は挨拶代わり。「ありがとうございます」は「もう関わ

らないで」 

◆支援者：大人として、支援者として自分が持っている「偏見」や「力」につ

いて、どれだけ自覚的であることができるか。 

◆虐待、精神的・経済的困難、発達障がい、家族内役割の過重（ヤング

ケアラー）など、若者が孤立する背景は多様で複合的である。 

◆家族を前提とした社会保障制度の限界が露呈しており、「私的領域に

公的支援が必要な時代に入った」という認識が必要。 

 

（２）支援者の葛藤と現場の気づき  

◆支援の現場では「深刻な内容を笑顔で語る若者」に戸惑う事例や、教 

員・行政職員・支援者の言葉が逆効果になるケースもある。 

◆大切なのは「正解を急がず、寄り添い、立ち会う姿勢」であり、トラ

ウマ・インフォームド・ケアの視点が有効である。 
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（３）印象的な取り組み事例 

◆校内カフェ「りりいふカフェ」や、食の支援を通じた居場所づくり

「お むすびプロジェクト」などは、支援のハードルを下げ、信頼関

係を育む効果が見られた。 

◆生徒・若者が「安心して自分を出せる場」が、結果的に支援につなが

ることがある。 

 

３．半田市地域福祉計画策定への示唆 

（１）「第３の居場所」の整備と運営体制 

◆若者がふらっと立ち寄れる「第３の居場所」が必要であり、夜間や休日の対

応も含めた多様な場づくりを検討する。 

 

（２）支援者のネットワークと地域の理解醸成 

◆「支援の前の支援（対話、観察、関心）」を担う関係性の構築を意識し、顔

の見えるネットワークづくりを推進する。 

 

（３）支援と共生のまちづくりの両立  

◆支援対象者を特別視するのではなく、誰もが孤立しうる前提で共に過ごせる

地域づくり。 

 

４．今後の展開に向けて 

（１）制度や支援対象を限定しない、柔軟で開かれた居場所の整備 

◆子ども自身が利用できる社会資源の必要性から、夜間や長期休みに通える、 

学校でも家庭でもない第３の居場所としての「合法的な家出の場」としての

居場所の創出。 

◆ヤングケアラー問題は社会的な支援が不足している子どもたちが置か 

れた現状を象徴している。ケアの問題だけを切り取るのではなく、社会

構造全体として捉える。 

 

（２）若者の声を施策に反映する継続的な仕組みづくり 

◆相談して「良かった経験」を持たなければ、相談しようとは思わない（相談

しようと思いつくこともないかもしれない。） 

◆若者の声を聞き取り、反映する仕組みの検討が必要。SNS など若者に

届く手法も活用。 
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（３）多職種連携の実践を通じた、地域全体の支援力向上 

◆支援期間は長くなる。福祉的支援だけで抱え続けるのではなく、おしゃべり 

や愚痴をこぼせる関係性、「別に何もしないよ」とただ寄り添う大人の存在

が大切 

◆支援対象者と対等な立場で、質の高い「おせっかい」が求められている 

 

５．おわりに 

本研修で示されたのは、制度の外で苦しむ若者たちの現実であり、支援の在り方

そのものを問い直す契機であった。支援のあり方を問い直すとともに、半田市とし

て“誰もが孤立しないまち”をどのように構想・実践するかが今後の鍵となる。 
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◆ 半田市地域福祉計画策定委員会 委員名簿（敬称略） ◆ 

 

氏  名 所  属 備  考 

○原 田 正 樹 日本福祉大学 学識経験者 

 石 井 義 廣 半田市区長連絡協議会 地域住民 

 関   鋼太郎 半田市民生委員児童委員協議会 地域住民 

 中 村 力 章 半田市ＰＴＡ連絡協議会 教育 

 今 井 友 乃 知多地域権利擁護支援センター 権利擁護 

 鵜 飼 数 正 

（前任：井戸 千尋） 
ちた地域若者サポートステーション 若者支援 

 山 﨑 千 佳 半田保健所 保健・医療 

 森 川 武 彦 半田市介護保険運営協議会 高齢者支援 

 立 石 佳 輝 半田市障がい者自立支援協議会 障がい者支援 

 天 野 真 弓 半田市子ども・子育て会議 子ども・子育て 

 梛 野 敬 子 半田市健康づくり連絡協議会 健康づくり 

 柴 田 将 人 半田市ふくしまるごと会議 社会福祉 

 山 田 伸 吾 半田市居住支援協議会 住まい 

 田 窪 英 樹 地域福祉実践者 生活困窮 

 榊 原 かおる 地域福祉実践者 ボランティア 

○は委員長 
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（市・社協） 

氏  名 所  属 備  考 

 森 下 貴 仁 

（前任：長谷川 信和） 
福祉部生活援護課長 

市（関係課） 

 木 村 智恵子 

（前任：沢田 義行） 
福祉部高齢介護課長 

 竹 内   健 福祉部健康課長 

 森 本 総一郎 

（前任：小林 徹） 
子ども未来部子ども育成課長 

 三 輪 象太郎 子ども未来部子育て相談課長 

 髙 橋 直 登 教育部学校教育課指導主事 

 小野田   靖 半田市社会福祉協議会事務局長 

社会福祉協議会  加 藤   恵 

（前任：前山 憲一） 
半田市社会福祉協議会事務局次長 

 小 林   徹 

（前任：竹部 益世） 
福祉部長 

市（事務局） 

 山 本 勇 夫 福祉部地域福祉課長 

 赤 坂 英 寿 

（前任：村上 裕子） 
福祉部地域福祉課 

 川 口 一 美 福祉部地域福祉課 

 加 藤 裕 加 福祉部地域福祉課 

 黒 野   隼 福祉部地域福祉課 
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◆ 半田市地域福祉計画策定調整会議 委員名簿（敬称略） ◆ 

 

氏  名 所  属 備  考 

 山 田 伸 吾 権利擁護・居住支援部会部会長 

（R7 年度

から） 

 立 石 佳 輝 就労・参加支援部会部会長 

 森 川 武 彦 災害にも強い地域づくり部会部会長 

 森     幸 企画部市民協働課 

 村 上 裕 子 

（前任：富田 隆志） 
福祉部地域福祉課  

 鳥 居 ひとみ 

（前任：邑上 祥二郎） 
福祉部生活援護課  

 石 島 陽 子 福祉部高齢介護課  

 榊 原 晶 子 福祉部健康課  

 瀧 田 裕 樹 

（前任：森本 総一郎） 
子ども未来部子ども育成課  

 櫻 井 亮 典 子ども未来部子育て相談課  

 加 藤   恵 半田市社会福祉協議会事務局次長  

 榊 原 智 康 半田市社会福祉協議会総務グループ  

 岡 本 弘 安 半田市社会福祉協議会権利擁護グループ  

 徳 山   勝 
半田市社会福祉協議会障がい者相談支援セン

ター 
 

 山 田 大 輔 半田市社会福祉協議会包括支援センター  

 中 根 靖 幸 半田市社会福祉協議会  

 山 本 勇 夫 福祉部地域福祉課長 

事務局 

 赤 坂 英 寿 

（前任：村上 裕子） 
福祉部地域福祉課 

 川 口 一 美 福祉部地域福祉課 

 加 藤 裕 加 福祉部地域福祉課 

 黒 野   隼 福祉部地域福祉課 
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◆ 半田市地域福祉計画策定専門部会 委員名簿（敬称略） ◆ 

 

◆◆ 権利擁護・居住支援部会 ◆◆ 

氏  名 所  属 備  考 

 山 田 伸 吾 サンユーホーム株式会社 部会長 

 柴 田 将 人 弁護士法人リブレ 副部会長 

 濵 地 洋 樹 公益社団法人愛知県宅地建物取引業協会  

 有 元 吉 野 一般社団法人ＪＡＷＳ  

 鷲 野 林 平 社会福祉法人半田同胞園  

 部 田 かね代 ＮＰＯ法人ひだまり  

 金 森 大 席 ＮＰＯ法人知多地域権利擁護支援センター  

 上 口 美智代 社会福祉法人半田市社会福祉協議会  

 杉 浦 友 紀 社会福祉法人半田市社会福祉協議会  

 瀬 口 美 江 社会福祉法人半田市社会福祉協議会  

 岩 本 秀 雄 福祉部高齢介護課  

 鈴 木   徹 建設部建築課  

 加 藤   恵 社会福祉法人半田市社会福祉協議会 

事務局 

 岡 本 弘 安 社会福祉法人半田市社会福祉協議会 

 鳥 居 ひとみ 福祉部生活援護課 

 梶 田 修 平 福祉部生活援護課 

 加 藤 裕 加 福祉部地域福祉課 
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◆◆ 就労・参加支援部会 ◆◆ 

氏  名 所  属 備  考 

 立 石 佳 輝 社会福祉法人ダブルエッチジェー 部会長 

 田 窪 英 樹 一般社団法人あいち福祉振興会 副部会長 

 鵜 飼 数 正 
ＮＰＯ法人ＩＣＤＳ ちた地域若者サポート

ステーション 
 

 吉 川 真由美 日本福祉大学  

 中 村 稔 晴 半田商工会議所  

 岩 橋 平 武 半田市シルバー人材センター  

 藤 條   充 半田保護区保護司会  

 安 藤 須美江 社会福祉法人半田市社会福祉協議会  

 佐 藤 章 貴 市民経済部産業課  

 村 上 裕 子 福祉部地域福祉課  

 梶 田 修 平 福祉部生活援護課  

 櫻 井 亮 典 子ども未来部子育て相談課  

 榊 原 智 康 社会福祉法人半田市社会福祉協議会 

事務局 
 中 根 靖 幸 社会福祉法人半田市社会福祉協議会 

 赤 坂 英 寿 福祉部地域福祉課 

 黒 野   隼 福祉部地域福祉課 
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◆◆ 災害にも強い地域づくり部会 ◆◆ 

氏  名 所  属 備  考 

 森 川 武 彦 社会福祉法人椎の木福祉会 部会長 

 榊 原 かおる 地域福祉実践者 副部会長 

 岩 浪 房 子 地域福祉実践者  

 杉   文 雄 半田市民生委員・児童委員協議会  

 小牟礼 広 至 自主防災会  

 中 村 力 章 半田市ＰＴＡ連絡協議会  

 辻   桜 香 日本福祉大学学生  

 伊 藤   俊 総務部防災安全課  

 石 島 陽 子 福祉部高齢介護課  

 榊 原 晶 子 福祉部健康課  

 瀧 田 裕 樹 子ども未来部子ども育成課  

 髙 橋 直 登 教育部学校教育課  

 松 本 涼 子 社会福祉法人半田市社会福祉協議会 

事務局 
 徳 山   勝 社会福祉法人半田市社会福祉協議会 

 山 田 大 輔 社会福祉法人半田市社会福祉協議会 

 川 口 一 美 福祉部地域福祉課 
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